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序

茨城県は,産業。経済の発展に伴う広域流通機構の整備 と,県土

の普遍的な発展を図るために,県内の交通休系の整備を進めてお

ります。

主要地方道水戸鉾田佐原線道路改良工事 もその一環 として計画

さたものですが,その予定地内には,多 くの埋蔵文化財包蔵地が確

認されています。財団法人茨城県教育財回は,茨城県から埋蔵文化

財発掘調査についての委託を受け,第 1次調査 として昭和 62年 11

月から昭和 63年 3月 にかけて,第 2次調査 として平成 5年 4月 か

ら平成 5年 6月 にかけて主要地方道水戸鉾田佐原線道路改良工事

地内に所在する埋蔵文化財の発掘調査を実施してまいりました。

本書は,平出久保遺跡の調査成果を収録 したものであります。本

書が学術的な資料 としてはもとより,教育,文化向上の一助として

広 く活用されますことを希望いたします。

なお,発掘調査及び整理に当たり,委託者である茨城県からいた

だいた御協力に対し,感謝申し上げます。また,茨城県教育委員会,

鉾田町教育委員会をはじめ,関係各機関及び関係各位から御指導・

御協力いただいたことに,衷心より感謝の意を表します。

平成 6年 9月

財団法人 茨城県教育財団

理事長 磯  田  勇
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1 本書は,茨城県の委託により,財団法人茨城県教育財団が昭和 62年度と平成 5年度に発掘調査を実施 した

平出久保遺跡の発掘調査報告書である。遺跡の所在地は,茨城県鹿島郡鉾田町飯名 4845番地ほかである。

2 平出久保遺跡の調査及び整理に関する当教育財団の組織は,次のとおりである。

平成 2年度の組織改正により,従来の調査課 (企画管理班,調査第一 。二・三班,整理班)は埋蔵文化財部

となり,そ の下に企画管理課,調査課,整理課がおかれた。平成 4年度の組織改正により,従来の企画管理課

は企画管理課と経理謀の二課に分かれることになった。
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3 本書の編集は吹野が行い,第 1章から第 4章は月ヽ松崎が第 5章 と第 6章は吹野が執筆 し,吹野が補筆訂正
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4 炭化材の樹種同定については,パ リノ・サーヴェイ株式会社に依頼した。分析結果は付章として報告する。

5 本書に使用した記号等については,第 3章第 1節の 3「遺構・遺物の記載方法」の項を参照されたい。

6 本書の作成にあたり,遺構・遺物について茨城県立大田第一高等学校教諭浅井哲也氏,勝田市文化スポー

ツ振興会社鈴木素行氏・佐々木義則氏・白石真理氏・稲田健一氏に御指導いただいた。

7 発掘調査及び整理に際して,御指導,御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し,深 く感謝の意を

表します。
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第 1章 調 査 経 緯

第 1節 調査に至る経過

主要地方道水戸鉾田佐原線は,鉾田町内を通過 して県央と鹿行地区を結ぶ重要な役割を果たす道路である。

幅員が狭 く急カーブが多いため,近年の交通量の増加に対応が難しくなってきている。特に鉾田町内において

は,道路沿いに人家が密集し,幅員を拡張することは極めて困難なため,茨城県は,交通量の緩和と道路網の

整備を図るため鉾田町串挽を起点として,姻田塔ケ崎を結ぶ約6.lkmの 環状線道路の建設を計画した。

工事に先立ち,昭和61年 9月 1日 ,茨城県は,茨城県教育委員会に工事予定地内における埋蔵文化財包蔵地

の有無について照会 した。これに対し,茨城県教育委員会は分布調査を実施 し,工事予定地内に平出久保遺跡

の存在を確認し,同年9月 22日 ,遺跡の取 り扱いについて茨城県教育委員会 と協議されたい旨回答した。そこ

で,昭和61年 10月 20日 ,茨城県教育委員会 と茨城県は,文化財保護の立場から埋蔵文化財の取り扱いについて

協議を重ねた結果,現状保存が困難であることから記録保存の処置を講ずることとなり,調査機関として茨城

県教育財団が紹介された。茨城県教育財団は,茨城県と埋蔵文化財発掘調査に関する業務の委託契約 を締結

し,昭和62年■月1日 から昭和63年3月 まで平出久保遺跡 (7,922m2)の調査を実施する予定であったが,昭和63

年2月 18日 ,茨城県は,茨城県教育財団に台地西側の竹林部が未買地であるため調査面積の変更について通知

をし,平出久保遺跡の調査面積を (6,080m2)と 変更され調査 (第 1次)を実施 した。残 り (1,842m2)の調査

(第 2次)ついては,平成 5年 4月 1日 から平成 5年 6月 30日 に実施した。

第 2節  調査経過

第1次調査

平出久保遺跡の第 1次調査は,昭和62年■月1日 から昭和63年3月 31日 までの 4か 月にわたって実飽 した。以

下,調査の経過について,その概要を月ごとに記述する。

11月 前半  発掘調査に必要な観場倉庫の設置,調査器材搬入を行 う。早速,遺跡のエ リア確認・エリア境界

杭打ちを実施し,調査前全景写真を撮影した。遺跡の一部にある山林の伐開作業を行い,13日 から

基本杭打ちを行った。

11月 後半  17日から試掘調査を行った。試掘は,4m四方のグリッドを調査面積の16分の1に相当する割合で

設定し,遺構確認作業を試みた。牛芽や山芋耕作によるトレンチャーがローム面を掘 り下げている

ため,遺構確認作業は困難であった。西側斜面部には遺構は確認されなかった。

12月 前半  遺構確認作業は,4分の1ま で拡張をした。試掘調査の結果,調査区の西側には,古墳と思われる

板石が散在し,調査区の中央から東側にかけて縄文式上器片や土師器・須恵器の破片,住居跡や濤

及び土坑の落ち込みが確認できた。

12月 後半  15日 から調査の能率を上げるため遺跡の東側から重機による表土除去を行って遺構確認作業を実

施した。遺構確認の結果,竪穴住居跡34軒,上坑27基,古墳 3か所,地下式羨 1基,井戸 1基,濤

5条を確認した。遺構確認状況写真撮影を行った。年末年始の休業期間中の事故に備えて安全対策

を施し,26日 を以って現場を閉鎖 した。

1月 前半  5日 に現場を再開し,住居跡を中心として調査を進めた。 6日 に調査計画を再検討し,遺構の完

-1-



掘平面図作成については写真実測を導入して実施することになった。

1月 後半  引き続いて遺構調査を実施したが,住居跡や土坑の掘 り込みが中心 となった。B8区の住居跡は

7軒の住居跡の切 り合いがあり難行 した。30日 には住居跡18軒,上坑 9基の掘 り込みが終了した。

2月 前半  3日 には住居跡7軒の記録作業を行った。15日 には住居跡33軒,土坑21基の掘 り込みが終了した。

2月 後半  住居跡の調査を継続して実施 した。18日 には古墳3基の周濤の掘 り込みを開始した。22日 には住

居跡と土坑などの掘 り込みが終了した。24日 から写真実測作業を開始した。

3月 前半  3日 から第1号墳の主体部や集石部の調査を実施 した。平面図や完掘写真撮影等の仕上げの調査に

かかった。それと並行 して現地説明会の準備作業を始めた。

3月 後半  16日 には航空写真撮影を実施し,補足調査 も終了した。19日 に現地説明会を開催し,122名 の参加

者のもと,平出久保遺跡発掘調査の成果を広 く―搬に公開した。22日 から撤去作業を開始し,26日

には,安全対策をも含めた一切の現地調査を完了した。

第 2次調査

平出久保遺跡の第 2次調査は,平成 5年 4月 1日 から平成 5年 6月 30日 までの 3か 月にわたって調査 され

た。以下,調査の経過について,そ の概略を月ごとに記述する。

4月 前半  発掘調査に必要な現場倉庫の設置,調査器材搬入を行 う。遺跡の現況は竹林及び雑種林であるた

め,入力による伐開作業を実施する。

4月 後半  伐開焼却作業が終了した27日 から,試掘調査を行った。試掘は幅 lmの トレンチを設定し,遺構

確認作業を試みた。竹根が密集しており,調査の支障となった。

5月 前半  ■日から重機による表土除去を開始し,そ れと並行して遺構の範囲確認作業を行った。

5月 後半  遺構確認調査の結果,住居跡 1軒,上坑 1基,薄 1条,防空壕跡 1基 を確認する。25日 には基準

点の測量杭打ちを委託して実施する。27日 から遺構調査を開始した。

6月 前半  遺構調査 と並行 して,1日 から旧石器の試掘調査を開始する。旧石器の試掘は,4m四方のグリッ

トをA地区 (C lf5・ C lf6区 )と B地区 (C2cl～ C2c4区 )に設定し実施 した。それぞれ約45cal掘 り

下げたが,遺物等の出土はなかった。

6月 後半  15日 には遺構調査が終了し,16日 から撒収作業の準備を開始する。事務所では諸帳簿や諸記録の

点検,調査区の安全対策を行い,30日 に現場事務所を閉鎖 した。
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第 2章 位置 と環境

第 1節 地理的環境

平出久保遺跡は,鹿島郡鉾田町飯名484-5番地ほかに所在 している。鉾田町は,太平洋に面する茨城県の南

東部に位置し,町域は東西16km・ 南北13km,面積は約170km2である。北は東茨城郡茨城町,鹿島郡旭村,東は

太平洋,南は鹿島郡大洋村,行方郡北浦村,西は行方郡玉造町,東茨城郡小川町に接している。市街地は北浦

の湖頭に形成され,古 くから水陸交通の要衝の地である。

鉾田町の地形は,南西部が標高19～ 35mの行方台地であり,台地の北東部を巴川が町の北西から南東に流下

し北浦に流入している。町のほぼ中央には鉾田川が北から南に流下 し,巴川と北浦湖頭の沖積低地で合流 して

いる。その鉾田川を境に町の北から南東部にかけては,標高20～ 44mの鹿島台地が点在している。行方台地 と

鹿島台地は,南側の北浦村・太洋村の方面ヘイ申びている。また両台地は上位台地 と中位段丘からなり,巴川と

鉾田川の支流が開析谷を発達させ,樹枝状に入 り込み複雑な地形を形成している。

平出久保遺跡は,鉾田町役場からほぼ北西へ1.Okmほ どの地点にあり,南に流下する鉾田川 と南東に流下す

る巴川に挟まれた行方台地の南東端に所在し,標高10～ 44mの音状台地の縁辺部に位置している。当遺跡は,

中位段丘から上位台地にかけて立地し,現左では畑地や山林 として利用されている。東側は沖積低地が開け,

主に水田となっている。台地と水田の比高差は3～ 17mである。

第 2節 歴史的環境

北浦,巴川及び鉾田川 (七瀬川)を望む台地には,貝塚や古墳及び集落跡などが数多く分布 し,古代か ら多

くの人々の生活の場であったことを示 している。

鉾田町には,「茨城県遺跡地図」によると,縄文時代35遺跡,弥生時代 8遺跡,古墳時代57遺跡,奈良・平

安時代 2遺跡,鎌倉・室町時代21遺跡及び江戸時代 1遺跡の計124遺跡が確認されている。

旧石器時代の遺跡は確認されていないが,遺物 として鉾田川流域にある徳宿遺跡<1>か ら出上した尖頭器

が報告されている。梨ノ子木久保遺跡<9>か らは,縄文時代の巨大な柳葉形尖頭器が出土している。

縄文時代の遺跡には貝塚が多く,35遺跡のうち14遺跡が貝塚である。各貝塚 とも発掘調査はほとんど実施さ

れていないのが現状である。この時代の遺跡は巴川と鉾田川流域の台地縁辺部に広 く分布している。

巴川流域には,早期～前期に形成された串挽貝塚<2>があり,ハイガイ,マガキ,オ キシジミ,ハマグリの

貝類と胎土に繊維を含む土器片が出土している。中期では,ハマグリ等の貝類や加曽利E式上器片が出上 した

姻田貝塚<3>,ハ マグリ・ウミニナ等の貝類 と阿玉台式上器片,加曽利E式上器片が出上した権現平貝塚 <

4>,早期の沈線文系から中期の加曽利E式にかけての縄文式土器片が出上した梨ノ子木久保遺跡,その他 ,

坂戸遺跡<5>,青柳貝塚<6>,中 の宮遺跡<7>,鳥 栖遺跡<8>が存在する。

鉾田川流域には,中期に形成された鉾田貝塚 <10>・ 飯名貝塚 <■ >・ 秋山遺跡<12>,後期の石崎台遺跡<

13>,晩期の徳宿遺跡<15>・鎌田遺跡<14>等が存在する。

弥生時代の遺跡は,鉾田川またはその支流に近い台地縁辺部に徳宿遺跡,塙遺跡<16>,安塚遺跡<17>,

姻田遺跡が確認されている。出土遺物を見ると,徳宿遺跡と塙遺跡から中期の足洗式上器が,安塚遺跡からは
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足洗式土器と後期の上器が,姻田遺跡からは後期の十三台式上器が出土している。

古墳時代の遺跡は,古墳 (群)及び集落跡が57遺跡と比較的多く確認されている。古墳は,不二内古墳群 <

20>か ら高さ53cmの「娩座する男」や高さ68.5cmの「重をささげる女」などの人物埴輪が出上している。野友

権現峯古墳群<21>,富士峯古墳群<22>,当間ニツ塚古墳 <23>及び氷川古墳く24>か らは埴輪がそれぞれ

出土し,ニツ塚古墳<25>か らは直刀・勾玉が出上している。安房古墳群 <26>か らは,7世紀中葉から8世紀初

頭に位置づけられる須恵器・鉄鏃が出土している。集落跡は,鉾田川流域に中期から後期にかけて塙遺跡,姻

田川波遺跡<18>,沢三木台遺跡<37>及び西台遺跡<27>が存在 している。

中世になると城館跡が中心となり,21遺跡が確認されている。平安から戦国時代にかけて常陸大泳氏の支族

である鹿島氏一族の徳宿親幹が築いた徳宿城跡<29>,鎌倉から戦国時代にかけて安房又太郎の築いた三階城

跡<30>,同 じく大嫁氏一族の姻田幹秀が築いた姻田城跡<31>,そ して姻田氏の家臣の館 と伝えられている

富士山館<32>を はじめとする塙八館や砦跡が残っている。巴川流域には,武田通信の築いた野友城跡<33>

や,郷土砦跡<34>,蕨砦跡<35>及び掘の内砦跡<36>が存在している。

近世の遺跡としては,町北部の大川・紅葉地区に紅葉の働十郎堀<37>が存在している。1706年,水戸藩は

大規模な藩営工事に着手し,松波勘十郎を中心 として涸沼川から巴川流域の紅葉に至る堀割工事 をしたもので

ある。これは,涸沼と北浦,巴川の水運を利用して奥州諸藩の物資を江戸に運ぶための中継地であったものと

考えられる。
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第 2図 周辺遺跡分布図
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表 1 平出久保遺跡周辺遺跡一覧表

遺  跡  名
県遺跡

番 号

時   代
肇掲 遺  跡  名

県遺跡

番 号

時   代

縄 弥 古 歴 縄 弥 古 歴

1 徳宿遺跡 O ○ ○ 富士峰古墳群 O

2 串挽貝塚 O 当間ニッ塚古墳 4964 ○

3 姻 田 貝塚 4967 ○ 氷川古墳 ○

4 権現平貝塚 ○ ニッ塚古墳 1085 ○

5 坂戸遺跡 O 安房古墳群 ○

6 青材「貝塚 ○ 西台遺跡 2773 ○

7 中の宮遺跡 O 割り塚古墳 O

鳥栖遺跡 ○ 徳宿城跡 ○

9 梨ノ子木久保遺跡 ○ 三階鍼跡 O

鉾田貝塚 ○ 姻田城跡 ○

11 飯名貝塚 O 富士山館 ○

秋山遺跡 ○ 野友城跡 ○

石崎台遺跡 O 郷上砦跡 O

鎌田遺跡 O 蕨砦跡 4959 ○

徳宿遺跡 ○ 堀の内砦跡 4958 ○

塙遺跡 ○ O 紅葉の勘十郎掘 ○

17 安塚遺跡 〇 沢三本台遺跡 ○ O

姻田遺跡 4949 O 餓鬼塚 ○

不二内古墳群 4952 O 平出久保遺跡 ○ ○ ○

野友潅現峰古墳 ○
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第 3章 遺 跡 (第 1次 )

第 1節 調査方法と遺構・遺物の記載方法

1 地区設定

平出久保遺跡の発掘調査 を実施するにあた り,遺跡及

び遺構の位置を明確にするために調査区を設定 した。調

査区は日本平面直角座標第IX系座標 を用いて区画 し,X

軸 (南北)+17,920m,Y軸 (東西)60,960mの 交点を基

準 とし,こ の基準点から東西・南北にそれぞれ40m平行

移動 して一辺40mの大調査区を設定 した。さらに,こ の

大調査区を東西 。南北に各々10等分 し, 4m方限の刻ヽ調

査区を設定 した。

大調査区の名称は,ア ルファベ ットと算用数字 を用

い,北から南へA,B,C… ……,西から東へ 1, 2,

3… ……とし,「Al区」,「 B2区」のように呼称 した。

小調査区も同様に北から南へa,b, c… ……j,西か  第 3図 調査区呼称方法概念図

ら東へ 1, 2, 3… …… 0と し,名称は,大調査区の名称を冠し,「 Alal区」,「 B2b2区」のように呼称した。

なお,基準点の杭打ち測量は,財団法人茨城県建設技術会社に委託して実施した。

第 4図 平出久保遺跡調査区設定図

-8-
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2 基 本 層 序

平出久保遺跡の東側中位段丘平坦部 (B7g8区 )と 西側上位台地平坦部 (C2eo区 )に テス トピットを設け,

前者 (テ ストピット1と 呼称)は深さ約2.5mま で,後者 (テ ス トピット2と 呼称)は深さ約2.Omま で掘 り下

げ,上層の堆積状況を確認した。

テス トピット1は 6層 に分かれ,第 1層 は畑の耕作上で表土層,第 2層 はソフ トローム層, 3・ 4層はハー

ドローム層,第 5・ 6層 は粘土層である。第 1層 は厚さlm程の暗褐色上である。この層は,牛芽や山芋耕作

によるトレンンチャーの撹乱を受けている。第 2層はソフトローム層で,20～ 25cm程の厚さを有 し,ロ ーム粒

子を極少量含み締まりのある褐色上である。第 3層はハー ドローム層で,40cm程 の厚さを有 し,黄褐色粒子 。

小礫を極少量含む明褐色上である。第 4層は,30cm程の厚さを有する明褐色上で,粘土粒子・砂粒を少量含み

粘性が強い。第 5・ 6層 は色相により分層した。第 5層 は,15cm程 の厚さで,砂粒を少量含む明褐色粘土層で

ある。極めて粘性・締まりがある。第 6層 は,灰褐色で10cm以上の厚さを有する粘土層である。

テス トピット2は第 9層 に分かれ,第 1層が表土層,第 2～ 4層がソフ トローム層,第 5～ 7・ 9層がハー

ドローム層, 8層が鹿沼層である。第 1層は,厚さ30～ 40cmの 黒褐色土層である。第 2～ 4層 はロームで褐色

の同一層ととらえられるが,ロ ーム粒子の含有量により分層した。第 2層 はローム粒子を分量に含み,厚さ

12～ 15cmを有している。第 3層はローム粒子を中量に含み,厚さ20～40cmを有 している。第 4層はローム粒子

を多量に含み,厚さ20～ 40cllを 有している。第 5層は褐色粒子を少量含み,厚さ15～ 40cmを 有する褐色土層で

ある。第 6層 は黄褐色粒子を少量含み,厚さ30cm程 を有するにない褐色土層である。第 8層は,橙色のパ ミス

を中量含む鹿沼層である。第 9層 は砂粒を少量含み,厚さ30～ 60cmを 有する明褐色土層である。

第 5図 基本土層図 I

3 遺構・遺物の記載方法

本書における遺構 。遺物の記載方法は,以下の通 りである。

第 6図 基本上層図H

(1)使用記号

遺構 住居跡―SI土 坑―SK 濤―SD 井戸―SE 古墳―TM その他―SX ピットーPl～

遺物 土器―P 土製品―DP 石器・石製品―Q 金属製品一M 拓本土器―TP
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(2)遺構・遺物の実測図中の表示

躙 荒 圏 排 □ 報 雲 抑 園

□鞘鉤■掛∽□抑理趨シ
0土 器      口 土器饉複tttVIB量 翻 ○ 土製 品     ■ 石 製 品     ▲ 鉄 製 品

(3)土層の分類

土層観察における色調の判定は,『新版標準土色帖』 (小山正忠・竹原秀雄 日本色研事業株式会社)を使

用した。

(4)遺構・遺物実浪1図 の作成方法 と掲載方法

① 各遺構の実測図は,60分の1の縮尺で掲載することを基本とした。

② 遺物は原則として3分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もあり,それらについては,

個々にS=a/b等と表示した。

③  「主軸方向」は,炉をとおる軸線を主軸とし,そ の主軸が座標北からみて, どの方向にどれだけ振れて

いるかを角度で表示した。

(例  N-10°一E,N-10° 一W)なお,〔 〕を付したものは推定である。

④ 計測値は,A一 日径 B一器高 C―底径 D―脚部径 E―脚部高 単位はcmである。なお,現存値

イよ ( )で,推定値は 〔  〕を付して示した。

第 2節 遺跡の概要

平出久保遺跡は,巴川と鉾田川にはさまれた標高10～ 24mの行方台地の東側縁辺部に立地する,縄文時代か

ら中世にかけての集落跡及び古墳群である。今回の調査区は,南北20～ 34m,東西約320m,面積7,922m2であ

る。現況は,西側の上位台地が竹林,中央から東側の中位段丘が畑である。当調査区の東側の低地は,水 Hと

なっており,水田との比高は約5～ 18mと なっている。

今回の調査によって確認された遺構は,縄文時代前期の竪穴住居跡 5軒,古墳時代が前期の竪穴住居跡10軒 ,

中期の竪穴住居跡 9軒,後期の竪穴住居跡 8軒の計27軒,奈良時代の竪穴住居跡 2軒,上坑26基,地下式墳 1

基,井戸 1基,滞 5条,古墳 3基である。竪穴住居跡は,調査区内の東部 と中央部の中位段丘に確認され,古

墳は上位台地に造られている。

出土遺物は,遺物収納箱 (60× 40× 20cm)で 48箱 出土している。縄文時代の遺物は,深鉢や片口鉢,石鏃 ,

磨製石斧が出土している。古墳時代から奈良時代の遺物は,甕,不,甑,高不,紡錘車,球状土錘,管状土錘 ,

刀子,鎌,鉄斧等が出土している。

第 3節 遺構 と遺物

1 縄文時代の遺構と遺物

今回の調査により,縄文時代前期の竪穴住居跡が 5軒確認された。いずれも調査区の東側の中位段丘に位置

している。以下,確認 した住居跡や出土遺物の特徴について記載す る。
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(1)竪穴住居跡

第 12号住居跡 (第 7図 )

位置 調査区の東端部,B9g5区。

規模と平面形 長軸3.8m・ 短軸3.lmの 隅丸長方形。

主軸方向 N-50◆ ―E

壁 壁高は10～ 17omで,ほぼ垂直に立ち上がる。

床 平坦であり,炉の周辺が特に堅 く踏み固められている。

ビット 5カ所 (Pl～ P5)o Pl～ P4は,径24～ 78clmの 円形または楕円形で,深さ8cmである。Psは ,径36cmの

円形で深さ19clnで ある。いずれも柱穴と考えられる。

炉 2カ 所あり,床中央部に炉A,南 コーナー付近に炉Bを確認した。炉Aは,径38～ 40cmの ほぼ円形で,深

さ10cmほ どの地床炉である。覆土は 2層からなり,第 1層 はローム中ブロックを中量含んだ褐色上,第 2層 は

ローム小ブロックを少量,焼土小ブロック・炭化物を極少量含んだ暗褐色上である。炉 Bは,長径54cln。 短径

48cmの楕円形で,深さ10cmほ どの地床炉である。覆土は 4層からなる。第 1層 はローム粒子を多量に含むにぶ

い褐色土,第 2層はローム粒子を多量,焼土粒子を極少量含んだにない褐色土,第 3層はローム粒子を中量,

焼土粒子・炭化物を極少量含んだ褐色土,第 4層はローム粒子を少量,炭化物を極少量含んだにぶい赤褐色焼

土である。炉床はともに熱を受け赤変硬化している。

式 WV
hl

WI

A9.2m
G8.9m

H~〒
石

ェ

ざ
一

ー

宴∞じ

第 7図 第 12号住居跡実測図

― ■ ―
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第 8図 第 12号住居跡出上遺物実測・拓影図



覆± 4層からなる。第 1層はローム小 。中ブロックを中量,炭化物を極少量含む暗褐色土,第 2層 はローム

小 。中ブロックを中量含む褐色土,第 3層 はローム粒子を分量に含む褐色土,第 4層 はローム粒子を多量に含

む褐色上で, 自然堆積 と考えられる。

遺物 中央部覆上下層から縄文式上器と敲石が出上している。第 8図 1の深鉢は中央部床面から, 2の深鉢は

炉内から出土している。土器の地文には,単節縄文・組紐文・直前段合撚糸文・ループ文が施されている。

所見 本跡は,縄文時代前期 (関山式期)の住居跡である。

第26号住居跡 (第 10図 )

位置 調査区の東部,B9d2区。

重複関係 本跡は,第 36号住居跡と重複 している。本跡の南東部が第36号住居跡に掘 り込まれており,本跡の

ほうが古い。

規模と平面形 長軸6.3m・ 短軸 (5.0)mで ,長方形と推定される。

主軸方向 N-40° 一W

壁 壁高は22～ 32cmあ り,ほぼ垂直に立ち上がる。

床 平坦であるが,踏み締まりは弱い。

ビット 7カ所 (Pl～ P7)。 Plと P2は ,径23～26cmの 円形で深さ14～ 29cmあ り,規模 と配列から主柱穴と考

えられる。P3～ P7は ,径16～ 23cmの 円形で深さ15～ 49cmあ り,位置等から補助柱穴と考えられる。

炉 1カ所。床中央から北壁寄 りに位置し,長径101cm・ 短径39cmの 長楕円形で,深さ12cmの 地床炉である。

覆土は 3層からなり,第 1層はローム粒子を極少量含むにない赤褐色焼土,第 2層 はローム粒子を中量,焼土

小ブロックを少量含むにぶい褐色土,第 3層 はローム粒子を少量,焼土小ブロックを極少量含む褐色土である。

炉床は, あまり焼けてはいない。

覆± 3層からなる。第 1層はローム粒子を中量,焼土小ブロックを極少量を含む褐色土,第 2層はローム粒

子を少量,焼土粒子を極少量含む褐色土,第 3層 はローム粒子を中量,焼土粒子を極少量含む褐色上で, 自然

堆積 と考えられる。

第12号住居跡出土遺物観察表

器 種 計測値にm) 器 形 及 び 文 様 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備  考

第 8図
1

深  鉢
縄文式土器

A 26.0
B(23.5)

底部欠損。胴部は,やや外傾して立ち上がる。夷様構成は,ノ レープ文によ
り横位に 4段に区画し,上位の区画間には鋸歯状のループ文を加えて
いる。
地文には単節LRの組文を施している。内面は,横位の丁寧なナデが施
されている。】同下半がよく焼けている。

砂粒 ,繊維 ,パ ミス

明赤褐色
普通

P-87
70%
中央部床面

2
鉢
器式

深
緻

B(177) 胴部片。胴部は内彎して立ち上がる。器画全体に,組紐文が施文されて
いる。

砂粒 ,繊維 ,長石
にぶい褐色
普通

P-88
40%
中央都床面

3

深  鉢
縄文式土器

B(50)
C 7.7

底部片。やや上げ底状令 胴部は直立して立ち上がる。地文に,単節R
Lが施文されている。

砂粒 ,繊維 ,長石
橙色
普通

P-91
10%
中央部床面

4

深  鉢
縄丈式土器

B(7.7)
C10.2

底部片。上げ底を呈し,胴部は直立して立ち上がる。単節RLが施文さ
れている。底面に放射状のナデ整形。

砂粒 ,繊維 ,パ ミス
橙色
普通

P-90
15%
中央部床面

5

深  鉢
縄文式上器

B(11.8)
C12.0

底部片。上げ底を呈し,胴部はほぼ直立するが,上半部で外反する。器
面全体に組紐文が施される。

砂粒 ,繊維 ,長石

赤褐色
普通

一
％
内

Ｐ
２０
炉
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遺物 中央部覆土中・下層から少量の縄文式上器が出上 している。第 9図 1の深鉢は北 コーナー下層から, 2

の深鉢は北東壁際覆上下層から出土している。土器の地文には単節縄文・直前段合撚縄文・ループ文が施され

ている。

所見 本跡は,縄文時代前期 (関山式期)の住居跡である。

報

朝
乱

３

　

　

ｎ

炒一義

0               1ocm

同

脚
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第 9図 第 26号住居跡出上遺物実測・拓影図
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第26号住居跡出土遺物観察表

図版 器  種 計測値(Cm) 器 形 及 び 文 様 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第 9図
1

鉢
端式

深
緻

A[252]
B(23.2)

底部欠損。底部からは外傾して立ち上がり,胴部上半に最大径を有し,

頸部がくびれ 頸部から日縁にかけて開いている。撚りの異なる直前段
合撚紀文により羽状に施文している。 4単位の波状日縁。日唇部から口
縁にかけて,部分的にキザミ。

砂粒 ,繊維
明褐色
普通

P-213
30°/。

北コーナー覆土

下層

2
鉢
器

式
深
緻

A[12.4]
B 17.6
C 7.6

底部は上げ底を呈し,胴部は内彎して立ち上がり,そのまま口縁部に至
る。地文に,単節LRが横位で施文されている。

砂粒 ,繊維 ,礫

明赤褐色
普通

P-212
60°/。

北東壁際覆土下層

第27号住居跡 (第■図)

位置 調査区の東部,B8o3区。

重複関係 本跡の東部は,調査区外に延びている。本跡の中央部を第 2号濤が掘 り込んでおり,本跡の方が古

規模と平面形 長径 〔6.2〕 m,短径 〔6.0〕 mほ どの楕円形と推定される。

壁 壁高は27～ 30cmあ り,ほぼ垂直に立ち上がる。

床 平坦で,踏み締まりはB3い 。

覆± 4層からなる。第 1層はローム粒子を多量に含む褐色土,第 2層 はローム粒子を少量含む暗褐色土,第

3層 はローム粒子を極少量含む暗褐色土,第 4層はローム粒子を少量,炭化物・焼土粒子を極少量含む黒褐色

土で,自然堆積 と考えられる。

遺物 西部覆土中・下層から縄文土器片が極少量出土している。 1に はループ文を, 2に はRLの地文上にコ

ンタギス文を施 している。

所見 本跡は,縄文時代前期 (関 山式期)の住居跡である。

0               2m

第 H図 第27号住居跡実測図

ー第 12図 第27号住居跡出上遺物・拓影図
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第36号住居跡 (第 10図 )

位置 調査区の東部, B9e2区 。

重複関係 本跡は,第 13・ 16・ 26号住居跡 と重複 している。本跡は南東部を第13号,西部を第16号住居跡に掘

り込まれており,本跡の方が古い。北部は第26号住居跡を掘 り込んでいるので,本跡の方が新 しい。

規模と平面形 長径5.2m・ 短径 〔4.8〕 mであるが,平面形は不明である。

壁 壁高は24～ 28Cmあ り,ほぼ垂直に立ち上がる。

床 全体的に平坦で,よ く締まっている。

ビット 6カ所 (Pl～ P6)o Pl～ P6は径22～43cmの 円形で,深さ27～ 66cmあ り柱穴 と考えられる。

炉 2カ所あり,中央部に炉A,中央から東寄 りに炉 Bを確認した。炉Aは,長径68cm・ 短径60cmの楕円形で,

深さ5cmの地床炉である。覆土は 2層 (第 8・ 9層 )で,第 8層 はローム小ブロック・焼土小ブロックを少量含

む褐色土,第 9層 は赤褐色焼上である。炉 Bは,長径68cm・ 短径49cmの 不整円形で,深さ10cmの地床炉である。

覆土は 4層 (第 2・ 5・ 6。 7層 )で,第 2層 はローム粒子 。焼土粒子を少量含む褐色土,第 5層はローム粒

子 。焼土粒子を少量, ローム小ブロックを極少量含む褐色土,第 6層 はローム粒子を極少量含む褐色土,第 7

層はローム小ブロックを少量含む暗褐色上である。炉床は, ともに赤変硬化 している。

遺物 中央部覆土中・下層から極少量の縄文土器片が出上している。土器の地文には,単節縄文・組紐文・直

前段合撚糸文・ループ文が施されている。

所見 本跡は,縄文時代前期 (関 山式期)の住居跡である。

~涯

杵

■ 1ヽ蕉 為

81震

爵 塾

�

側

岬

0                10Cm

第 13図 第36号住居跡出上遺物拓影図

第37号住居跡 (第 14図 )

位置 調査区の中央部,B8d6区。

重複関係 本跡は,第 4号濤に北壁 と南壁の一部 を浅 く掘 り込まれてお り,本跡が古い。

規模 と平面形 長軸5.9m・ 短軸4.9mの隅丸長方形である。

壁 壁高は28cm～ 40cmで,ほぼ垂直に立ち上がる。

床 全体的に,ほ IF平坦で堅 く締 まっている。

ビッ ト 19カ所 (Pl～ P19)。 Pl～ P6は,長軸28～ 78cm・ 短軸22～ 40cmの 楕円形で,深さは30～ 71cmあ り主柱

穴 と考えられる。 P7～ P19は ,長軸34～ 89cm。 短軸30～ 62cmの楕円形で,深さは14～ 80cmあ り補助柱穴 と考え

られる。
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第 14図 第37号住居跡実測図



ｎ

田

輝

嘲 7

0              10Cm

第 15図 第37号住居跡出土遺物実測・拓影図(I)

炉 2カ所あり,床面中央から東壁寄 りに炉Aと 炉 Bを確認した。炉Aは ,長軸30cm・ 短軸26cmの楕円形で,

深さ 3 cmほ どの地床炉である。覆土は 4層からなり,第 1層 はローム粒子を少量,焼土粒子を極少量含む黒褐

色土,第 2層 は焼土粒子を中量,ロ ーム粒子を少量含む暗褐色上,第 3層 はローム粒子を少量含む褐色土,第

4層 は赤褐色焼上である。炉Bは,長軸44cm・ 短軸38cmの 不整円形で,深さ 2 clnほ どの地床炉である。覆上は

3層からなり,第 1層 はローム粒子 。ローム小ブロックを中量,焼土粒子を極少量含む褐色土,第 2層 はロー

ム粒子を多量, ローム小ブロック・焼土粒子を少量含む暗褐色土,第 3層 は焼土粒子を多量に含むにない褐色

土である。炉床は, ともに赤変硬化 している。

覆± 4層からなる。第 1層はローム粒子を少量,ローム月ヽブロックを極少量含む褐色土,第 2層 はローム粒

子 。ローム小ブロックを中量,第 2層はローム粒子・ローム小ブロックを中量,焼土粒子・炭化粒子を少量含

む暗褐色土,第 3層はローム粒子を多量,ロ ーム小ブロックを中量含む暗褐色土,第 4層はローム粒子・焼土

-20-



S=留

第 16図 第37号住居跡出土跡遺物実測図12)

小プロックを中量含む暗褐色上で, 自然堆積 と考えられる。

遺物 中央部覆土中・下層から多量の縄文式上器と楔形石器

が出上している。第 15図 1・ 2・ 3の深鉢は,炉の西側の覆

土下層から出上している。上器の地文には,単節縄文・組紐

文・直前段合撚縄文・ループ文が施されている。15の楔形石

器は自然面を有する剖片を素材とし,表面には裏面の打点と

反対方向からの調整を加えている。

所見 本跡は,縄文時代前期 (関山式期)の住居跡である。

第37号住居跡出上遺物観察表

器 種 計測値にm) 器 形 及 び 文 様 の 特 徴 胎土 。色調 。焼成 備  考

第15図

1
鉢
端式

深
緻

B(20,9) 胴部片。胴部は内彎して立ち上がり,胴部上位に最大径を有する。文様構
成は,ループにより,検位に 3段に区画し,胴部上位に,半裁竹管の凹

面を利用して文様を施している。地文として,撚 りの異なる直前段合撚

縄文を羽状に施文している。

砂粒 ,繊維 ,長石
明赤褐色
普通

P-239
20%
中央部覆上中層

2

深  鉢
縄丈式上器

B(6.4)
C[9飼

底部片。上げ底を呈し,胴部はほぼ外傾して立ち上がる。原体は,単節
LRを 施している。

砂粒 ,織維 ,雲母
にぶい赤褐色
普通

P-240
10%
中央部覆土中層

鉢
端式

深
緻

B(7.5)
C 75

底部片。やや上げ底を呈し,胴部は外反して立ち上がる。原体は,単節
RLと 思われる。

砂粒 ,繊維 ,長石
にぶい黄褐色
不良

P-241
10%
中央部覆土中層

深  鉢
縄文式上器

B(6.5)
C[4.7]

底部片。上げ底を呈し,胴部は外傾して立ち上がる。胴部下端にループ

文 2条が施されている。
砂粒 ,長石 ,パ ミス

によい黄橙色
普通

P-242
10%  中央
北側覆土中層

5
鉢
端式

深
緻

B(52)
C 63

底部片。平底■ 胴部は外傾 して立ち上がる。器面は摩滅しているが,

組文を施している。縄文の原体は不明である。
砂粒 ,パ ミス
にない赤褐色
不良

P-243
5%
覆土中層

2 古墳時代の遺構 と遺物

当調査区からは,古墳時代の竪穴住居跡が27軒,古墳が 3基確認された。竪穴住居跡は,調査区中央から東

側にかけての中位段丘に位置 している。竪穴住居跡を時期別にみると,古墳時代のものは前期が10軒,中期が

9軒,後期が 8軒である。古墳は,調査区西側の上位台地に位置し,古墳時代後期のものである。以下,検出

した遺構や遺物の特徴について時期別に記載する。

(1)竪穴住居跡

第 4号住居跡 (第 17図 )

位置 調査区の東部, B7e9区。

重複関係 本跡は第 1号土坑 を切っているので,本跡が新 しい。

規模 と平面形 長軸4.5m・ 短軸4.2mの 方形。

主軸方向 N-49°一 E

壁 壁高は10～ 20cmで,ほぼ外傾 して立ち上がる。

床 床全体が トレンチャーによる撹乱を受けているが,床面東部は比較的遺存状態が良 く,平坦で硬い。

ビッ ト 5カ所 (Pl～ Ps)。 Pl～ P4は 各コーナー付近に位置 し,径17～ 32cmの 円形で,深さ10～ 26cmである。

-21-



Pl～ P4は,主柱穴と考えられる。P5は南西壁際に位置し,長径37cm。 短径31cmの 楕円形で,深さ16cmで ある。

位置等から出入り口に伴うピットと考えられる。

炉 床面中央やや東壁寄 りに検出する。長径42cm・ 短径34cmの椿円形で,深さ 5 cmで ある。覆土は 2層からな

り,第 1層は赤褐色焼土,第 2層 はローム粒子・焼土粒子を少量含む暗褐色上である。遺存状態は悪いが,炉

床は赤変硬化 している。

覆± 3層からなるが,撹乱により不明確である。第 1層は,ローム小ブロックを少量含む暗褐色土,第 2層

は, ローム粒子・焼土粒子を極少量含む暗褐色土,第 3層 は, ローム粒子を多量に含むにない褐色上である。

遺物 北部覆上下層から土師器と祗石が出上している。第18図 6の trは 中央北東寄 りの覆上下層から逆位で,

4の壺は東コーナー付近の床面から横位で出上している。

所見 本跡は,古墳時代前期の住居跡である。

hl

A l。
.。 m

B

0               2m

第 17図 第 4号住居跡実測図

第4号住居跡出土遺物観察表
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◎亀          ◎比

器 種 計測値にnl 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第18図

1

甕
土 師 器

A16.0
B(16.8)

底部欠損。 胴部は内彎し最大径を

中位にもつ。頸部は「く」の字状を呈

し,口縁部は外傾する。

口縁部内・外面積ナ九 胴部外面ヘ

ラ削り後ヘラ磨き。
砂粒 ,長石 ,パ ミス

澄色
普通

P-7
40%
中央部覆土中層

2

甕
土 師 器

B(15.4)
C[15.2]

底部欠損。胴部は内彎して立ち上が

り,頸部は「く」の字状を呈 し,日 縁

部は外傾する。

口縁部内面・口縁部から胴上半部外

面ハケロ整形。
砂粒 ,長石 ,パ ミス

橙色
普通

P-8
10%
中央部覆土中層
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図版番 器 種 計測値にm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備  考

3

甕
土 師 器

B(148)
C[53]

口縁部片。頸部は「く」の字状を呈
し,日縁部は外傾する。

口縁部内面・頸部外面ハケロ整形。
日縁部外面剖離著しく調整不明。

砂粒 ,雲母 ,パ ミス

橙色
普通

P-9
5%
中央部床面

4

霊

土 師 器

A[17.8]
B(8.2)

口縁部片。頸部は,ほ ぼ垂直に立ち

上がり,日縁部は段を持ち,外反す
る。

口縁部内・外面赤彩後ヘラ磨き。 砂粒 ,長石,雲母
赤色
普通

P-15
10%
東コーナー付近

床面

5

オ
土 師 器

9.7

6_2

Ａ

Ｂ

九底。体部は内彎して立ち上がり,

頸部はくびれぅ口縁部はほぼ直立す
る。

口縁部内・外面ナデ。 砂粒,パ ミス

浅黄橙色
普通

P-10
90%
中央部覆土中層

6

オ

器

型

師

小

土

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は内彎して立ち上がり,

日縁部は外傾する。

口縁部内。外面積ナデ。体部外面ヘ

ラナデ。内面ヘラナデ。
砂粒 ,長石 ,ス コリ
ア
橙色
普通

P-11
80%
中央部覆上下層

7

オ
土 師 器

A[86]
B 67

丸底。体部は内彎して立ち上がり,

頸部はくびれ,口縁部は外傾する。

口縁部内・外面横ナデ。体部外面下

端ヘラナデ。内外面赤彩。
砂粒 ,長石 ,雲母
明褐色
普通

P-12
70%
中央部覆土中層

_囲 _日

f〕
囮

12

0              10Cm

第 18図 第 4号住居跡出上遺物実測図
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図版番 器 種 計測値lCml 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

8

対
器

型
師

大
土

A[172]
B(91)

口縁部片。日縁部は外傾 して立ち上
がる。

口縁部内・外面赤彩痕。外面ハケロ
整形後ヘラ磨き。内面ハケロ整形。

砂粒,長 石,ス コリ
ア

赤色
普通

P-13
20% 北コーナー

付近覆上下層

9

不
器師

高

上
A[17.0]
B(13.6)

裾部欠損。脚部は円柱状を呈し,杯
部は内彎してそのまま口縁部に至

る。

口縁部内・外面赤彩痕。不部外面ハ

ケロ整形。脚部外面 。郭部内面ヘラ

磨き。

砂粒 ,長石 ,パ ミス

赤色
普通

P-14
35°/。

中央部覆土中層

台

器師

器

土

B(3.61
D 5.7

杯部欠損。脚部は直線的に開く。 脚部外面ハケロ整形。 砂粒 ,パ ミス

にない橙色
普通

P-16
409`

中央部覆土中層

手捏上器

土 師 器

Ａ

Ｂ

平底。体部は内彎して立ち上がり,

日縁部は直立する。
内面軽いナデ。 砂粒 ,パ ミス

明褐色
普通

P-17
95%
中央部覆土中層

第 5号住居跡 (第 19図 )

位置 調査区の東部,B8e2区。

規模 と平面形 長軸5,Om・ 短軸4.4mの方形。

hl

E'

0          こO cm

ー第 19図 第 5号住居跡実測図
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主軸方向 N-22°一W

壁 壁高は12～ 22clllで,ほぼ外傾 して立ち上がる。

床 トレンチャーによる境乱を受けているが,残存部は硬 く平坦である。

ビット 4カ所 (Pl～ P4)。 Pl～ P4は,径23～ 37cmの 円形で,深さ30～ 75omである。規模や配列から主柱穴

と考えられる。

炉 床中央部にあり,長径78cm・ 短径74cmの 円形で,深さ10cmである。覆土は 2層からなり,第 1層はローム

粒子を中量,焼土小ブロックを極少量含む暗褐色土,第 2層 はローム粒子を少量,焼土小ブロックを極少量含

む黒褐色上である。炉床はあまり焼けてはいない。

覆± 4層からなるが,境乱を受け不明確である。第 1層はローム粒子・ローム月ヽブロックを少量,焼土粒子

・炭化物を極少量含む暗褐色土,第 2層 はローム粒子・焼土小ブロックを極少量含む黒褐色土,第 3層 はロー

ム粒子を中量含む褐色土,第 4層 はローム粒子を多量に含む褐色上である。

遺物 中央部覆上下層から極少量の上師器が出上している。球の破片が中央部床面から出上している。

所見 本跡は,古墳時代前期の住居跡である。

第 13号住居跡 (第 10図 )

位置 調査区の東部, B9亀区。

重複関係 本跡は,第36号住居跡の南東部を掘 りこんでいるため,本跡が新 しい。

規模と平面形 長軸 〔5.0〕 m・ 短軸3.7mの 隅丸長方形と推定される。

主軸方向 N-28° 一W

壁 北西壁を除いて,遺存状態は良好である。壁高は25～ 30cmで,ほぼ垂直に立ち上がる。

I沌

0              10Cm

①
‐Ｏ
Ｈ

〔
榊
倒
問
ν
⑮第20図 第 13号住居跡出上遺物実測図
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床 床面は平坦で,炉周辺が堅緻である。

ピット 3カ所 (Pl～ P3)。 Pl～ P3は ,径18～ 35clnの 円形で,深さ23～ 47cmの 主柱穴である。

炉 床中央部にあり,長径72cm。 短径54cmの楕円形で,深さ7cmである。覆土は 3層 (第 1・ 3・ 4層)か らな

り,第 1層はローム粒子・焼土小ブロックを中量含む暗褐色土,第 3層 はローム粒子 。焼土小ブロックを少量

含む暗褐色土,第 4層 はローム粒子・焼土粒子を少量含む褐色土である。炉床は赤変硬化している。炉の周囲

には,長径3.6m・ 短径0.8mの楕円形状の焼上が薄 く堆積 している。

覆土 覆土は 2層からなり,第 1層はローム粒子・ローム小ブロックを中量,焼土粒子・炭化粒子を少量含む

黒褐色土, 2層はローム粒子を少量,焼土粒子を少量含む褐色土で, 自然堆積 と考えられる。

遺物 住居跡の南部や炉の周辺の覆土上層から多量の上師器・敲石・土玉が出上している。第20図 4の高不・

9の器台は,中央部覆土上層から出上している。

所見 本跡は,古墳時代前期の住居跡である。

備  考

P-92
5%
中央部覆土上層

P-93
5%
中央部覆土中層

P-94
98%
中央部覆土上層

P-95
50%
中央部覆土中層

P-98
35°/O

中央部覆土中層

P-97
50°/O

中央部覆土中層

P-96
40%
中央部覆土中層

P-99
95%
中央部覆上中層

P-100
90%
中央部覆土中層

第 17号住居跡 (第 10図 )

位置 調査区の東部,B8dO区。                    `

重複関係 本跡は,北部 を第15号住居跡に,西 コーナー付近 を第 1号地下式墳に,南東部 を第14・ 15号住居跡

に掘 り込まれてお り,本跡が古い。

規模 と平画形 長軸6.6m・ 短軸6.2mの方形。

第13号住居跡出土遺物観察表

器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴

A[19,2]
B(54)

日縁部片。頸吉Ыよくびれ,日縁部は
外反する。

胴部外面ハケロ整形。日縁部内・外
面積ナデ。

砂粒,ス コリア,雲

母
明赤褐色
良

B(43)
C 72

底部片。平底。胴部は外傾する。 胴下半部ヘラナデ。

平底。体部は内彎して立ち上がり,

口縁部は,わずかに外傾する。
砂粒 ,パ ミス,長石
にない橙色

普通

A 24.6
B(7.3)

脚部欠損。 不底部に段 を持 ち内彎

して立 ち上が り,そ のまま口縁吉h

にいたる。

不部外面ハケロ整形後ヘラ磨き。
内面ヘラ磨き。内・外面赤彩痕。

B(6.8)
D10.1

台部片。台部は直線的に開 く。 脚部内 。外面ハケロ整形。 砂粒 ,パ ミス,長石
にぶい橙色
普通

B(55)
C 76

台部片。台苫印よ直線的に開く。 脚部外面ハケロ整形。

B(55)
C 7_6

口縁部片。頸部から日縁部にかけて

外傾する。

口縁部内・外面ハケロ整形。

A 8.5
B 8.0
D10.0
E 6.1

脚部は,緩やかに外反して開く。脚
部上位に 3孔 ,不部は外傾 して日

縁部に至る。
器受部中央に 1子眺

脚部外面ヘラ磨き。内面ハケロ整
形。器受部外面ヘラ磨き。

A 78
B(55)
E[35]

裾部欠損。 脚部は緩やかに外反す
る。脚部上位に3孔,不部は内彎し
て立ち上がり,そ のまま口縁部に至

る。

脚部外面・器受部内面ヘラ磨き。
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0              10Cm

第21図  第 17号住居跡出土遺物実測図(I)

]   l14

S=そ

第22図  第 17号住居閉出土遺物実測図(2)

主軸方向 N-41°一W

壁 壁高は14～ 39cmで,ほぼ垂直に立ち上がる。

床 平坦であり,中央部が堅緻である。

ビッ ト 4カ所 (Pl～ P4)。 Pl～ P4は,長径44～ 85cm・ 短径32～ 50cmの楕円形で,深さ47～ 58cmである。主

柱穴と考えられる。 Pl・ P3° P4に ついては,柱穴が 2基ずつあり,柱の立て替えが考えられる。

貯蔵穴 南コーナーに付設されている。規模は,長径76cm・ 短径40cmの不整長方形で,深さ20cmである。底面

は平坦で,壁は外傾 して立ち上がる。

覆± 2層からなる。第 1層はローム粒子・ローム小ブロックを中量,炭化粒子を極少量含む暗褐色土,第 2

層はローム粒子・ローム小ブロックを中量,焼土粒子・炭化粒子を極少量含む暗褐色上である。

遺物 中央部覆土下層から少量の上師器・磨石・刀子が出上している。第21図 1の甕と2の球は,中央部覆土

下層から出上している。

所見 本跡は,古墳時代前期の住居跡である。

第17号住居跡出土遺物観察表

器  種 計測値にm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備   考

第21図

1

甕
土 師 器

A180
B(82)

胴上半部以下欠損。胴吉日よ内彎して
立ち上がり,頸部でくびれ,日縁部
は外反する。

口縁部内・外面ハケロ整形。 砂粒 ,雲母 ,礫

橙色
普通

P-127
20%
中央部覆土中層

2

対
器

型
師

大
土

A124
B(99)

底部欠損。体部は内彎して立ち上が

り,頸部はくびれ,口縁部は外傾す
る。

口縁部内・外面 ,胴部外面ヘラ磨き。
胴部内面ヘラナデ。内外面赤彩痕。

砂粒 ,雲母 ,パ ミス

赤色
良

P-128A・ B
70%
中央部覆上下層
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ツク釘

A 9.4m

0              2m

第23図 第21。 22・ 23号住居跡実測図
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第21号住居跡 (第 23図 )

位置 調査区の東部,B8b9区。

重複関係 本跡は,第22号住居跡に北西部半分を掘 り込まれているため,本跡の方が古い。

規模と平面形 長軸3.7m・ 短軸 〔3.6)mの方形。

長軸方向 N-37° 一W

壁 壁高は10～ 34cmで,ほぼ外傾 して立ち上がる。

床 残存部は,平坦で堅 く締まってている。

ビット 1カ所 (Pl)。 Plは,径16cnlの 円形で,深さが30clnで ある。主柱穴と考えられる。

覆上 自然堆積 と思われる。

遺物 中央部の覆土中層から,極少量の上師器が出上している。第24図 1の甕は,中央部覆土中層から出上し

ている。

所見 本跡は,古墳時代前期の住居跡である。

ばⅧ I琴∬了
0            5cm

ー第24図 第21号住居跡出上遺物実測図

第21号住居跡出土遺物観察表

第24号住居跡 (第25図 )

位置 調査区の東部,B8c7区。

重複関係 本跡は,北 コーナー付近を第 1号濤に,南東壁及び北西壁の一部を第 2号濤に掘 り込まれており,

本跡が古い。また,本跡は第 22号土坑を掘 り込んでおり,本跡が新 しい。

規模と平面形 長軸 (5。 3)m・ 短軸 (5.3)mの 方形と推定される。本跡の北西側は調査区外のため,調査はで

きなかった。

主軸方向 N-40° 一W

壁 壁高は,13～ 48cmで,ほぼ垂直に立ち上がる。

床 平坦であり,炉周辺の中央部が堅緻である。

ビット 5か所 (Pl～ P5)o Pl～ P2は,径18～ 24cmの 円形で,深さ28～ 36cmである。規模や配列から主柱穴

と考えあれる。P3～ P5は径22～ 29clnの円形で,深さ7～ 42clllで ある。位置等から補助柱穴と考えられる。

炉 炉は,住居跡の中央からやや北よりに炉A,東よりに炉Bが確認されている。炉Aは ,径47cln程の円形で,

床面をわずかに掘 り窪めている。覆土は 2層からなる。第 1層は焼土粒子・焼土小ブロックを多量,ロ ーム粒

子・ローム小ブロックを少量含む褐色上である。第 2層 は焼土粒子を多量,ローム小ブロックを極少量含む赤

褐色上である。炉Bは,径64cm程の円形で,床面を13cm程掘 り窪めている。炉Bの炉床は,赤変硬化している。

覆土は 5層 (第 3層 ～第 7層 )か らなる。第 3層 はローム粒子を多量,焼土粒子を少量含む橙色,第 4層はロー

ム粒子・焼土粒子を少量含む明褐色土,第 5層 はローム粒子を少量,焼土粒子を極少量含む褐色土,第 6層 は

器 種 計測値にm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

図２４

１

第 甕
土 師 器

A[18.8]
B(2.2)

口縁部片。頸部はくびれ,日縁部は
大きく外反する。

日縁部から頸部外面にかけて,斜位
ハケロ整形。日縁部内面積位のハケ
目整形。

砂粒 ,長石 ,パ ミス
にぶい橙色
普通

P-251
5%
中央部覆土上層
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焼土ブロックを多量含む赤褐色土,第 7層 は焼土粒子を少量含む褐色上である。

貯蔵穴 西コーナー付近に付設されている。長径70clll・ 短径58cmの楕円形で,深さ43cnIで ある。底面は凹凸し,

壁はほぼ外傾 して立ち上がる。覆土は 7層からなる。第 1層はローム粒子を少量含む暗褐色土,第 2層 はロー

ム粒子を少量含む黒褐色土,第 3層 はローム粒子を中量,焼土粒子・炭化粒子を少量含む暗褐色土,第 4層 は

ローム粒子を少量,焼土粒子を極少量含む黒褐色土,第 5層 はローム粒子を少量含む褐色土,第 6層 はローム

粒子を少量,焼土粒子を極少量含む暗褐色土,第 7層はローム粒子を中量,ローム小ブロックを少量含む暗褐

色上である。

//多鰤
多
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o             2m

0               1m
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／
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B     1    4 1011 26 7     B'
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旦 3.9m  三  二  734

第25図 第24号住居跡実測図
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覆上 自然堆積 と思われる。覆土は 5層からなる。第 1層はローム粒子を中量,焼上小ブロック・炭化物を極

少量含む褐色土,第 2層 はローム小・中ブロックを少量,焼土粒子・炭化物を極少量含む暗褐色土,第 3層 は

ローム粒子を中量,焼土小ブロックを極少量含む褐色土,第 4層 はローム小・中ブロックを少量,焼土小ブロッ

クを極少量含む暗褐色土,第 5層 はローム小・中ブロックを少量含む褐色上である。

遺物 南西壁及び南コーナー付近床面から土師器・磨石・礫器が出上している。第26図 1の甕は南西壁際床面か

ら, 6。 7の対は南コーナーの床面から,10～ 15の手捏土器が東コーナー付近床面から出土している。

所見 本跡は,古墳時代前期の住居跡である。

第24号住居跡出土遺物観察表

器 種 計LHl値 にm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

図２６

１

第 甕
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴言団ま内彎して立ち上がり,

頸部はくびれ,日 鮮 Ыよ外反する。

日縁部内 。外面ハケロ整形後横ナ
デ。胴部外面斜位のハケロ整形。
内面ヘラナデ。

砂粒 ,長石 ,パ ミス

橙色
普通

P-197
90%
商西壁際床面

2

甕
土 師 器

A[190]
B(146)

I同中央部以下欠損。胴言Ыま内彎して

立ち上がり,頸言Ыよくびれ,日縁部
は夕順 。

口縁部内・外面斜位のハケロ整形。

胴部外面斜位のハケロ整形。

内面ヘラナデ。

砂粒 ,雲母 ,パ ミス

橙色
普通

P-198
30%
北東壁際床面

3

甕
土 師 器

A E17 0]

B(121)
胴中央部以下欠損。胴部は内彎 して

立ち上が り,頸部は くびれ,日縁部

は外傾する。

口縁部内 ,外面斜位のハケロ整形。

胴部外面斜位のハケロ整形。

内面ヘラナデ。

砂粒 ,パ ミス,礫

橙色
普通

P-199
25% 東 コー

ナー付近床面

4

甕
土 師 器

A[16倒
B(53)

口縁部片。胴部は内彎して立ち上が

り. 日縁部は外傾する。

口縁部内・外面斜位のハケロ整形。
内面積位のハケロ整形。

砂粒 ,パ ミス

橙色
普通

P-200
10% 南東
壁際覆上下層

5

甕
器

形
師

小
土

Ａ

Ｂ

Ｃ

12 4

10,7

52

平底。胴言Ыま内彎して立ち上がり,

日縁部は外傾する。

日縁部内・外面横ナデ。胴部外面ハ

ケロ整形。内面ヘラナデ。
砂粒 ,雲母 ,礫

橙色
普通

P-201
100% 南東
壁際床面直上

6

オ
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

丸底。底部中央に窪み。胴部は内彎
して立ち上が り,日 縁部は外傾す
る。

日縁部外面ハケロ整形。胴部外面ヘ

ラ磨き。胴部内面ヘラナデ。 内・外
面赤彩。

砂粒 ,パ ミス,ス コ

リア

赤褐色
普通

P-202
90°/。

南コーナー付近
床面

7

オ
器

型
師

小
土

Ａ

Ｂ

Ｃ

丸底。底部中央に窪み。胴苫Ыま内彎
して立ち上が り,日 縁都は外傾す
る。

口縁部・胴部外面ヘラ磨き。胴部内
面ヘラナデ。

砂粒 ,雲母 ,パ ミス

橙色
普通

P-203
98%南 コーナー

付近床面

8

対

土 師 器

A139
B 57

口縁部は外傾する。 日縁部内・外面ヘラ磨き。内・外面
赤彩痕。

ス
，ノ色

粒
赤

砂
暗
良

P-204
40%
南東壁際床面

9

不
器

一局
土

B(81) 脚部片。脚部は中実金 ほぼ直立す
る。

磨減著しく調整不明。 砂粒 ,雲母 ,ス コリ
ア

責橙色
不良

P-205
20%
貯蔵穴内

手捏土器

土 師 器

A 76
B 46
C 42

平底。体部は内彎して立ち上がり,

日縁者団ま外反する。

口縁部外面積ナデ。内面ハケロ整
形。体部外面ヘラ削り後ヘラナデ。
内面ナデ。

砂粒 ,雲母 ,パ ミス

橙色
普通

P-206
100%
北東壁際床面

手捏土器

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は内彎して立ち上がり,

そのまま口縁部に至る。
体部外面ヘラ削り後ヘラナデ。
底部内面に指頭圧痕。

砂粒 ,雲母 ,ス コリ
ア

黄橙色
普通

P-207
100%
北東コーナー付
近床面

手捏土器

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は内彎して立ち上がり,

そのまま口縁部に至る。
日縁部は直立する。

体部内・外面ハケロ整形。底部内面
指頭圧痕。

砂粒 ,雲母 ,パ ミス

にない橙色
普通

P-208
100%北 東 コー

ナー付近床面

手捏土器

土 師 器

A 65
B 38
C 40

平底。体部は内彎して立ち上がり,

そのまま日縁部に至る。
日鰯 Ыよ直立する。

体部内。外面わずかにハケロ整形。
底部内面指頭圧痕。

砂粒 ,長石 ,パ ミス

橙色
普通

P-209
100%北 東 コー
ナー付近床面

14

手捏土器

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は内彎して立ち上がり,

そのまま口縁部に至る。
日縁苫Ыま直立する。

体部内。外面軽いナデ。底部指頭圧

痕 。

砂粒 ,パ ミス

浅黄橙色
普通

P-210
100%北 東 コー
ナー付近床面

手捏土器

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は内彎して立ち上がり,

そのまま口縁部に至る。
体部外面に指頭圧痕。 砂粒 ,雲母 ,長石

橙色
普通

P-211
100%北 東 コー
ナー付近床面
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第29図 第25号住居跡出上遺物実測図

A 9.2m

D               lm

第28図 第 18号住居跡寵実測図

第25号住居跡 (第27図 )

位置 調査区の東部,B8d9区。

重複関係 本跡は,そ の大半が第18号住居跡,第 9。 15号土坑,第 1号地下式羨によって掘 り込まれており,

本跡が古い。

規模 と平面形 長軸 〔6.0〕 m・ 短軸 〔5。 6〕 mの方形と推定される。

主軸方向 N-70°一E

壁 壁高は53～ 73Cmで,ほぼ垂直に立ち上がる。

床 遺存部は,平坦である。

覆± 7層 (第 9層 ～第15層 )か らなる。第 9層はローム小 。中ブロックを少量,砂粒を極少量含む暗褐色土,

第10層 はローム小 。中ブロックを中量含む極暗褐色土,第■層はローム小 。中プロックを中量含む暗褐色土,

第12層はローム小・中ブロックを少量,焼土小ブロックを極少量含む黒褐色土,第 13層 はローム小・中ブロッ

クを少量含む黒褐色土,第 14層 はローム小 。中ブロックを少量含む褐色土,第 15層 はローム粒子を少量,焼土

小ブロックを極少量含む灰褐色上である。自然堆積である。

遺物 中央部覆土上層から極少量の上師器が出土している。第29図 1・ 2の高不脚部は中央部覆土上層から出

土している。

所見 本跡は,古墳時代前期の住居跡である。

第25号住居跡出土遺物観察表

器  種 計測値にm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

図２９

１

第 不
器師

一同
土

B(8.3) 脚部片。中美住状を呈し,脚部は直

線的である。

脚部外面ヘラ磨き。脚部外面赤彩。 砂粒 ,雲母 ,礫

赤色
普通

P-158
20%
中央部覆土上層

2

邦
器師

高

土

B(60) 脚部片。中実柱状を呈し,脚部は直

線的である。

脚部外面積位のヘラ磨き。脚部外面

赤彩。

砂粒 ,パ ミス,礫

赤色
普通

P-159
15%
中央部覆土上層
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第29号住居跡 (第 30図 )

位置 調査区の中央部,B517区。

規模と平面形 長軸4.2m。 短軸4.lmの 方形。

主軸方向 N-21°一W

壁 トレンチャーによる撹乱を受け,大半が破壊されている。残存する壁は,比較的硬 く締まっている。壁高

は10～ 24ctlで ,外傾 して立ち上がる。

床 残存する床面は,中央部付近が硬 く締まっている。

ビット 7カ所 (Pl～ P7)。 PI～ P4は ,径18～30cmの 円形全 深さ59～ 84Cmで ある。主柱穴と考えられる。

P5～ P7は,径15～ 47cmの 円形で,深さ30～ 46cmである。補助柱穴と考えられる。

炉 床中央より北寄 りにあり,長径54cm・ 短径40cmの 楕円形で,深さは 3 cmで ある。覆土は 4層からな り,第

1層はローム粒子・焼土粒子・砂粒を小量含む褐色土,第 2層はローム粒子を中量,焼土粒子・炭化物 を極小

量含む褐色土,第 3層はローム粒子を中量,砂粒・焼土粒子を極小量含む褐色土,第 4層 はローム粒子 を小

量,砂粒・焼土粒子を極小量含む褐色上である。炉床は,あ まり焼けてはいない。

覆± 2層からなるが,撹乱のため遺存状態は不良である。第 1層はローム粒子を中量含むにぶい褐色土,第

2層はローム粒子を中量,焼土粒子を極少量含む褐色土である。炉の南側の覆上下層には,焼土が堆積 してい
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る。自然堆積 と考えられる。

遺物 中央部覆土中層かお少量の土師器・土玉が出上している。

上している。

所見 本跡は,古墳時代前期の住居跡である。

第31図 1の甕 と 2の器台は,炉の東側から出

③
０

ノ封くく2

O          Scm

ー第31図 第29号住居跡出土遺物実測図

第29号住居跡出土遺物観察表

第33号住居跡 (第 32図 )

位置 調査区の西部, C5a2区。

規模 と平面形 長軸3.3m・ 短軸2.8mの方形c

主軸方向 N-6° 一E

壁 壁高は 8～ 25cmで,ほぼ外傾 して立ち上がる。

床  トレンチャーによる撹乱を受けている。残在部は平坦であり,特に中央部が硬 く締まっている。

ビッ ト 3か所 (Pl～ P3)Pl～ P3は ,径17～ 22cmの 方形で,深さ17～ 31cmである。規模や配列か ら主柱穴 と

考えられる。他の 1か所は トレンチャーにより破壊 されてしまったものと考 えられる。

覆± 2層 からなる。第 1層 はローム粒子を少量,炭化物を極少量含む暗褐色土,第 2層 はローム中ブロック

を中量含む暗褐色上である。耕作による撹乱を受けているため,堆積状況は不明である。

遺物 南壁際床面から極少量の上師器 。祗石が出上 している。第33図 1の甕は南壁際中央床面から出上してい

る。

器  種 計測値にm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第31図

1

甕
土 師 器

A17.9
B(23.3)

底部欠損。体部は内彎して立ち上が

り,頸部はくびれ,日縁部は外傾す
る。

口縁部内・外面斜位のハケロ整形。

胴部外面斜位のハケロ整形。
砂粒 ,雲母,パ ミス

橙色
普通

P-229
70%
炉束部覆上下層

2

台
器師

器
土

B(32) 脚部片。脚部は外傾する。 脚部外面ヘラ削り。 砂粒 ,パ ミス

明赤褐色
普通

P-230
30%
炉東部覆土下層
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所見 本跡は,古墳時代前期の住居跡である。
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田
|

第32図  第33号住居跡実測図

0               10Cm

第33図 第33号住居跡出土遺物実測図

第33号住居跡出土遺物観察表

第34号住居跡 (第34図 )

位置 調査区の西部, B5f2区。

規模 と平面形 長軸 (7.0)m・ 短軸5,7mの 方形 と推定される。本跡の北側は調査区外のため,完掘できなかっ

た。

主軸方向 N-1°一E

壁 壁高は 4～ 13cmで,北 。南壁はぼ外傾,西 。東壁は垂直に立ち上がる。
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器 種 計測値(Cml 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第33図

1

甕
土 師 器

A[14.6]
B(17.51

胴下半部以下欠損。体部は内彎して
立ち上が り,頸部はくびれ日縁部は

外反する。

口縁部胴部外面斜位のハケロ整形。
日縁部内面横位のハケロ整形。

砂粒 ,雲母 ,パ ミス

明赤褐色
普通

P-244
5%
中央部床面
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床 残存部は,炉周辺が硬 く,平坦である。

ビット 4か所 (Pl～ P4)。 Pl・ P2は,径21～ 39cmの椿円形で,深さ18～ 21cmである。規模や配列から主柱

穴と考えられる。 P3・ P4は ,径21～ 25cmの 円形で,位置から補助柱穴と考えられる。

炉 中央やや北寄 りに確認され,平面形は楕円形である。規模は,長径50伽,短径40cm,深 さ40cmで ある。炉

床は,熱 を受け赤変硬化 している。覆土は 4層からなる。第 1層 はローム粒子を分量含むにない褐色土,第 2

層はローム粒子を中量,焼土粒子を極少量含む灰褐色土,第 3層 はローム粒子を多量含むにぶい掲色土,第 4

層はローム粒子を多量含むにない褐色上である。

貯蔵穴 南東コーナー付近に付設される。平面形は円形で,規模は,長さ59cm,幅 56cm,深 さ43cmで ある。底

面は凹凸していて,壁はほぼ垂直に立ち上がる。覆上は 4層からなる。第 1層 はローム粒子を中量,焼上粒子・

炭化物を極少量含む褐色土,第 2層はローム粒子を少量,焼土粒子・炭化物を極少量含む暗褐色土,第 3層 は

ローム小 。中ブロックを少量,炭化物を極少量含む褐色土,第 4層 はローム小 。中ブロックを中量,炭化物を

極少量含む暗褐色上である。

覆± 4層からなる。第 1層 はローム小 。中ブロックを中量,炭化物・焼土小ブロックを 極少量含む灰褐色

土,第 2層 はローム小 。中ブロックを少量,炭化物を極少量含む暗褐色土,第 3層 はローム粒子を少量,焼土

粒子を極少量含む黒褐色土,第 4層はローム粒子・焼土小ブロックを少量含む褐色上である。耕作による撹乱

を受けているため堆積状況は不明である。

遺物 中央部覆上下層から極少量の土師器・土玉が出上している。第35図 1の甕は炉内から, 2の高不の脚部

片は貯蔵穴内の覆上下層から出上している。本跡の炉の周辺から炭化材・焼上が多量に確認されている。

所見 本跡は,焼失家屋 と考えられる。本跡は,古墳時代前期の住居跡である。

0              1ocm

第35図 第34号住居跡出土遺物実測図

第34号住居跡出土遺物観察表

―蠅Ｉｍｌ◇―銭

図

'仮

番 器 種 計測値にm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

図３５

１

第 甕
土 師 器

A[206]
B(92)

口縁都片。胴部は内彎して,頸部は
くびれ,日 縁部は僅かに外反する。

口縁部。月Π部外面斜位のハケロ整

形。日縁部内面積位のナデ。
砂粒 ,パ ミス

橙色
普通

P-237
5%
炉内

2

不
器師

一島
土

B(55) 脚部片。脚部は柱状で直線的。 脚部外面ヘラ磨 き。 砂粒 ,パ ミス

明赤掲色
普通

P-238
5% 貯蔵穴内

覆上下層

-39-



第 3号住居跡 (第39図 )

位置 調査区の東部, B7g7区。

規模と平面形 長軸6.3m・ 短軸6.lmの 方形。

主軸方向 N-63°一W

壁 壁高は 7～ 32Cmで,ほぼ外傾 して立ち上がる。

床 トレンンチャーによる撹乱を受けているが,残存部は平坦であり,南側の壁際の一部が堅 くしまっている。

ビット 1カ所。 Pと は,径30clnの 円形で,深さ12cmである。 Pと は,規模や位置から主柱穴 と考えられる。

炉 2カ所。床面中央よりやや南に炉Aが,やや北西に炉Bが確認された。炉Aは,長軸84cm・ 短軸56cmの楕

円形で,深さ5clnの 地床炉である。覆上は 1層 で,ロ ーム粒子を多量,焼土小ブロックを極少量含むにない褐色

hl hl

0             2m

ウ
Ｇ

ご
一

Dl。。lm         」

第36図  第 3号住居跡実測図
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上である。炉Bは,長軸56cm・ 短軸40cmの楕円形で,深さ10cmの地床炉である。覆土は 3層 で,第 1層はロー

ム粒子・焼土粒子を多量に含む黒褐色土,第 2層 は焼土粒子を中量含む橙色土,第 3層は焼土粒子を多量,

ローム粒子を中量,黒褐色上を少量含む橙色上である。ともに遺存状態は悪いが,炉床は赤変硬化している。

貯蔵穴 東コーナーに付設されている。長径64cm・ 短径53cmの楕円形で,深さ48cmである。底面は悟鉢状で,

壁は外傾 して立ち上がる。

覆± 3層からなるが,境乱が多く遺存状態は悪い。第 1層はローム粒子を多量,焼土粒子を極少量含む褐色

土,第 2層はローム粒子 。ローム小ブロックを少量含む暗褐色土,第 3層 はローム粒子・ローム小ブロックを

少量,焼土粒子を極少量含む黒褐色上である。

遺物 北部覆土中・下層から,少量の上師器 と土玉が出上している。第37図 1のこの口縁部片は北コーナー付

近覆土中層から出上している。 3の高年の不部は北西壁際下層から出上している。

所見 本跡は,古墳時代中期の住居跡である。

(ii::::|:::!;15 ①
q)8

廻 6
0              10Cm

第37図 第3号住居跡出土遺物実測・拓影図(1)

第38図 第3号住居跡出上遺物実測図9)

第3号住居跡出土遺物観察表

局

赳

器 種 計測値にm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

図３７

１

第 空

土 師 器

A E16 9]

B(44)
口縁部片。日縁部は外反する。

複合日縁。

口縁部内・外面赤彩痕。 砂粒,長石,ス コリア

赤色
普通

P-1
10% 北コーナ
ー付近覆上中層

霊

土 師 器

A[14.珂
B(2.5)

日縁部片。日縁部は外反する。

複合口縁。

口縁部内・外面赤彩痕。内面ヘラ磨
き。日縁部直下に刻み。

砂粒 ,長石 ,パ ミス

赤色
普通

P-3
5%
貯蔵穴内

不
器師

高

土
A[17=0]
B(4.5)

不底部以下欠損。不部は外傾する。 不部内・外面赤彩痕。内・外面ヘラ

磨き。
砂粒 ,長石 ,パ ミス

赤色
普通

P-2
10%
北東壁際下層

4

不
器

高

土
A[34]
B(93)

不部 。裾部欠損。脚部は中空で緩く

外反して開く。

脚部外面ヘラ磨き。内面に輪積痕が

残る。
砂粒 ,長石 ,雲母
明赤褐色
普通

P-4
509る

中央部覆土
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図版 器 種 計測値にm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

5

手捏土器
土 師 器

A[4_8]
B 42
C 37

平底。体部はやや外傾して立ち上が

り, 口縁部はほぼ直立する。

口縁部内・外面積ナデ。体部外面に
焼成後穿孔。内面ヘラナデ。

砂粒,ス コリア
明赤褐色
普通

P-5
95°/O

中央部床面

6

手捏土器
土 師 器

A[41]
B 43
C 38

平底。体部は内彎して立ち上がり,

そのまま日縁部に至る。

口縁部内 ,外面横ナデ。体部外面ヘ

ラナデ。内面軽いナデ。
砂位,長石,ス コリア
橙色
普通

P-6
40%
中央部覆土

第 7号住居跡 (第39図 )

位置 調査区の東部, B8f5区。

規模と平画形 長軸 [5,7]m・ 短軸6.Omの 方形。南側は調査区外のため調査できなかった。

主軸方向 N-20° 一W

壁 壁高は,24～ 58cmで,ほぼ垂直に立ち上がる。

床 平坦であり,特に竃前面や中央部が堅緻である。

ビット 5か所 (Pl～ P17)o Pl～ P4は ,径58～ 84cmの 円形で,深さ82～ 88cmである。規模や酉己列から主柱穴

と考えられる。P5は 径53cmの 円形で,深さ61cmである。位置から,出入口に伴 うピットと考えられる。 P6

～P17は ,径24～ 40cmの 円形で,深 さ34～ 40cmで ある。規模や配列か ら柱穴 と考えられる。 Pl～ P4と P6

～P17に ついては,柱穴の主軸が異なる。

電 北壁中央部を壁外に48cm程掘 り込み,砂や粘土で構築されている。規模は長さ63cm,幅 83cmである。天丼

部は、崩落しているが、袖部は遺存状態が良い。火床は熱を受けて赤変硬化 している。煙道部は火床部から外

傾 して立ち上がっている。覆土は12層 からなる。第 1層はローム粒子・焼土小ブロックを少量,炭火物・砂を

極少量含む褐色土,第 2層 はローム中ブロックを極少量,砂を中量,焼土小ブロックを少量含む褐色土,第 3

層は焼土小ブロックを中量,砂を少量含むにない赤褐色土,第 4層 は,砂を少量,ロ ーム小・中ブロック・焼

土小ブロックを極少量含む暗褐色土,第 5層 はローム粒子を多量含むにない褐色土,第 6層 はローム小・中ブ

ロックを少量,焼土粒子を極少量含む黒褐色土,第 7層 は砂を中量,焼土ローム小ブロックを極少量含む褐色

土,第 8層 は砂を中量,焼土小・中ブロック・炭化物を極少量含む褐色土,第 9層 はローム粒子を中量含む灰

褐色土,第 10層 はローム粒子を少量,焼土小ブロックを極少量含む褐色土,第■層はローム粒子を少量含む褐

色土,第 12層 は砂を中量, ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子を極少量含むにない褐色土である。

炉庭 竃の南側には, 3基の炉庭 (炉庭A,炉庭B,炉庭 C)が確認された。炉庭Aは ,長径121cm・ 短径72cm

の楕円形で,深さ14cmで ある。覆土は 3層からなる。第 1層はローム中ブロックを多量含むにない褐色土,第

2層 は焼土小・中ブロックを少量,ロ ーム粒子を極少量含む灰褐色土,第 3層 は焼土粒子を多量含む赤褐色土

である。炉庭 Bは ,長径87cm・ 短径70cmの楕円形で,深さは14cmで ある。覆土は 2層からなる。第 1層はロー

ム粒子を中量,焼土粒子を極少量含む褐色土,第 2層はローム粒子・焼土小・中ブロックを少量含む褐色土で

ある。炉庭 Cは ,長径67cln。 短径57cmの楕円形で,深さ14cmで ある。覆土は 5層からなる。ローム粒子を中量,

焼土小・中ブロックを少量含む褐色土,第 2層 はローム粒子を多量含むにない褐色土,第 3層 はローム小ブ

ロックを少量,砂・焼土小ブロック・炭化物を極少量含む褐色土,第 4層 は焼土粒子を多量,ロ ーム刻ヽブロッ

クを極少量含む明赤褐色土,第 5層 はローム中ブロック・炭化物を極少量,焼土小・中ブロックを中量含む褐

色上である。いずれも底面は堅 く締まっており,炉庭 Cの底面は赤変硬化 している。炉庭 Cについては,竃の

炉床である可能性がある。

覆± 8層 からなる。第 1層はローム粒子を少量,ロ ーム小ブロックを中量,炭化物を極少量含む褐色上,第

2層 はローム小ブロゥクを少量,砂粒を極少量含む黒褐色土,第 3層 はローム小ブロックを少量,焼土小ブロ
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第42図 第 7号住居跡出上遺物実測図(D
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第45図  第 7号住居跡出土遺物実測図(5)

ックを極少量含む黒褐色土,第 4層 はローム粒子・炭化物を極少量含む黒褐色土,第 5層 はローム河ヽ 。中ブ

ロックを中量,焼土小ブロック・炭化物を極少量含む黒褐色土,第 6層はローム粒子を多量含むにぶい褐色

土,第 7層はローム小ブロック・焼土小ブロックを少量含む黒褐色土,第 8層はローム小ブロックを極少量含

む暗褐色土である。自然堆積 と考えられる。

遺物 覆土中・下層から多量の上師器・極少量の須恵器・鉄鎌 。多量の上玉・石鏃・石製模造品が出上 してい

る。第41図 2の鉢,第 42図 5の甕は北西コーナー付近覆土中から逆位で,第 43図25の須恵器の杯は南東 コー

ナー付近の覆土から出上している。第43図27の不,第 43図 26の不蓋,第43図29の落は中央部覆土中層から出土

している。第44図 52の鎌は電前面の覆土から出上している。石鏃は流れ込みである。
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第 7号住居跡出土遺物観察表

器 種 計測値にm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第41図

1

甕
土 師 器

A 28.8
B(325)

平底。胴部は内彎気味に立ち上が
り,頸部はくびれ,日縁部は外反す
る。

口縁部内・外面積ナデ。胴部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。
砂粒 ,長石 ,パ ミス

赤色
普通

P-27
65°/O

南東コーナー

付近覆土中層

2

鉢
土 師 器

A 32 3
B221

平底。胴部は内彎して立ち上がり,

口縁部は外傾する。

日縁部内・外面積ナデI胴部外面へ

ラ削り。内面ヘラナデ。日縁部外面
に輪積痕が残る。

帆
髄
醜

雲母 ,長石 P-31
60°/。

北西 コーナー

付近覆土中層

3

甕
土 師 器

A[12.2]
B 7.7

部
縁

頸

口

九底。胴部はほぼ球形を呈し,

はくびれ 日縁部は外傾する。
端部を面とりする。

口縁部内・外面横ナデ。
胴部外面ヘラ削り,内面ナ∴

砂粒 ,パ ミス,ス コ

リア
澄色
普通

P-35
40°/O

南東コーナー

付近覆土中層

4

第42図 甕
土 師 器

A[20.2]
B(28.3)

底部欠損。胴部は内彎気味に立ち上
がる。頸部はくびれ,日縁部は緩や
かに外反する。

口縁部内・外面横ナデ。胴部外面ヘ

ラ削り。内面ヘラナデ。
砂粒 ,雲母 ,パ ミス
明赤褐色
普通

P-29
50%
竃東側付近床面

5

甕
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部は内彎気味に立ち上が
る。頸部はやや くびれ日縁部は緩や
かに外反する。

口縁部内・外面積ナデ。胴部外面ヘ

ラ削り。
砂粒 ,長石 ,パ ミス

橙色
普通

P-28
90°/。

北西 コーナー

付近覆土中層

6

甕
土 師 器

A 12.7
B 15.8
C 5.0

平底。胴部は,内彎して立ち上がり,

頸部はくびれ,日縁部はやや外傾す
る。

日縁部内・外面積ナデ。胴部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
砂粧 雲母 ,長石
明赤褐色
普通

P-32
90% 鼈東側
付近覆土中層

7

甕
土 師 器

A 13.3
B(8.2)

胴中央部以下欠損。胴部は,内彎し
て立ち上がり,頸部はくびれ,日縁
部は外反する。

口縁部内・外面積ナデ。胴部内画ヘ

ラナデ。

ス

蠅
施
魏

P-33
20%
南東コーナー

付近覆土中層

8

甕
土 師 器

A[262]
B218

平底。胴部は,内彎して立ち上がり,

頸部は緩やかにくびれ口縁部は外
反する。

口縁部内・外面積ナデ。胴部外面ヘ

ラ削り。内面ヘラナデ。
砂粒 ,雲母 ,長石
橙色
普通

P-30
45% 鼈東側
付近覆上下層

第43図

9

霊

土 師 器

A[13.5]
B(6.2)

胴上半部以下欠損。 頸部はくびれ
日縁部は外反する。

日縁部外面ヘラ削り後,日 縁部内・

外面横ナデ。内面ヘラナデ。 伽
髄
魏

P-34
15%
南西コーナー

付近覆土中層

甑
土 師 器

Ｂ

Ｃ

底部片。無底式。胴部は内彎気味に
立ち上がる。

胴下半部にヘラ削り。 砂粒 ,雲母 ,パ ミス
によい橙色
普通

P-36
5%
中央部覆土中層

不
土 師 器

A 13.5
B 5,1

九底。体部は内彎して立ち上がり,

日縁部はほぼ直立する。

日縁部内・外面横ナデ。体部外面ヘ

罠戦縁廃予
内面ヘラ規 砂粒 ,長石 ,パ ミス

にぶい赤褐色
不良

P-38
98%
商東コーナー

付近覆土中層

不
土 師 器

Ａ

Ｂ

13 6

53
丸底。体部は内彎して立ち上がり,

そのまま口縁部に至る。

口縁部内・外面積ナデ。底部外面ヘ

ラ記号。内・タト面赤惚D
砂粒 ,雲母 ,パ ミス

赤色
普通

P-47
50%
南西コーナー

付近覆土上層

邦
土 師 器

Ａ

Ｂ

13.6

6.9
丸底。体部は内彎気味に立ち上が
り,そのまま日縁部に至る。

口縁部内・外面積ナ民
内・外面剖離している。

砂粒 ,細礫 ,雲母
橙色
不良

P-40
85°/O

中央部覆土中層

不
土 師 器

A[14.4]
B 54
C 48

平底。体部は内彎して立ち上がり,

口縁部は僅かに内傾する。

日縁部内・外面横ナデ。体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ナデ。
内・外面赤彩痕。

砂粒 ,長石 ,礫

橙色
普通

P-43
35% 電東側
付近覆上中層

不
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は内彎気味に立ち上が
り,そのまま口縁部に至る。

口縁部内ウト面横ナデ。 体部ヘラ削
り後ヘラナデ。内面ヘラ磨き。
内・外面赤彩痕。

砂粒,細礫,雲母
明赤褐色
普通

P-37
100% 竃東側
付近覆土中層

不

土 師 器

A 14.2
B 5,9

九底。体部は内彎して立ち上がり,

日縁部 との境に明瞭な稜をもちロ

縁部は外反する。

日縁部内・外面横ナデ七体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
内・外面赤彩痕Ь

砂粒 ,細礫 ,雲母
明赤褐色
普通

P-39
909る

商束コーナー

付近寄覆土

不
土 師 器

A[144]
B 5.0

平底。体部は内彎して立ち上がり,

日縁部は外反する。

日縁部内・外面横ナデ。外面ヘラ削
り。内・外面赤彩痕。

砂粒 ,パ ミス,ス コ

リア

赤色
普通

P-42
25%
南東コーナー

付近覆土上層

所見 本跡は,古墳時代中期の住居跡である。また,覆土中での重複はなく柱穴の主軸が異なることから,拡

張して建て直された住居跡であることが考えられる。
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図版番 器 種 計測値にm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

ナ免

土 師 器

A[11,0]
B 51

丸底。体部は内彎して立ち上がり,

日縁部は外反する。

日縁部内・外面積ナデ。体部外面ヘ

ラ削 り。内面ナ几 内・外面赤彩

昆

砂粒 ,ス コリア,パ

ミス

赤色
普通

P-44
35°/O

南東コーナー

付近覆上中層

婉

土 師 器

A[126]
B 7.1

丸底。体部は内彎して立ち上がり,

日縁部は短 く外反する。

日縁部内・外面積ナデ。体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
砂粒 ,長石 ,礫

にない黄橙色

普通

P-48
40%
北東コーナー

付近覆土上層

筑

土 師 器

A[13.0]
B 52

平底。体部は内彎して立ち上がり,

日縁部は外反する。

口縁部内・外面横ナデ。体部外面ヘ

ラ削り。内面ナデ後黒色処理。
砂粒 ,雲母 ,パ ミス

明赤褐色
普通

P-49
55%
中央部覆土上層

坑
土 師 器

A[120]
B 6.2

底部欠損。体都は内彎して立ち上が

り,日 縁部との境に稜をもつ。
日縁部は僅かに外反する。

口縁部内・外面積ナデ。体部外面ヘ

ラ削り。内・外面赤彩痕。
砂粒 ,雲母 ,パ ミス

橙色
普通

P-41
25°/O

南東コーナー

付近寄覆土

第43図

22

鉢

土 師 器

A17.6
B 69

平底。体部は内彎して立ち上がり,

そのまま日縁部に至る。

日縁部内・外面横ナデ。体部外面へ

ラ削り後ヘラナデ七内面ヘラナデ。

内・外面赤彩痕。

砂粒 ,雲母 ,長石

赤色
普通

P-46
85% 東壁際
付近覆土上層

器
一

姑
師土

A[9.司
B(13.6)

底部欠損。胴部は内彎して立ち上が

り,頸部は「 く」の字状を呈し,日
纏譜Бは

'M箋

する。

口縁部内・外面積ナデ。日縁部から

頸部にかけてヘラ磨き。胴下半部ヘ

ラ削り後ヘラナデ。

砂粒 ,長石 ,礫

明赤褐色
良

P-45
60% 竃東側

付近覆土中層

器
器報蜘

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴吉脚ま内彎して立ち上がり,

日縁部は短 く外反する。

口縁部内・外面横ナデ。胴部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ◇
砂粒 ,長石 ,ス コリ
ア
橙色
普通

P-50
95°/O

中央部覆土上層

蓋
器恵

不
須

A12.0
B(42)

天丼 と口縁の境の稜は,わずかに

鋭さをもつ。口縁端部は傾斜し,凹
面を有する。

水挽き成形。口縁部横ナデ。天丼部

回転ヘラ肖」り。天螂 から口形藉郭に
かけて部分的に自然釉。

砂粒 ,長石 ,礫

外・灰黄褐色
内・灰色

普通

P-51
459喀

南東コーナー

付近覆土上層

蓋
器恵

不
須

A[11.6]
B(4_4)

天丼と口縁の境の稜は,わずかに鋭
さをもつ。日縁端部は傾斜 してい

る。

水挽き成形。日縁部内ウト面横ナデ。
天丼部回転ヘラ削り。口縁部に自然

釉。

砂粒 ,長石 ,礫

灰色
普通

P-53
25% 東壁際
中央部覆土上層

不

須 恵 器

A[110]
B(4.61

底部欠損。体部は内彎して立ち上が

り,日縁部との境に鋭い稜をもち,

日縁部は内傾する。

水挽き成形。口縁部内・外面横ナデ。

体部下端回転ヘラ削り。
砂粒 ,長石 ,礫

褐色
普通

P-52
30°/。

中央部覆土上層

邪

須 恵 器

A[98]
B(31)

体部上半欠損。体部は内彎して,日
縁部との境に鋭い稜をもつ。
日縁部は内傾する。

水挽き成形。日縁部内・外面横ナ

え

砂粒 ,長石 ,パ ミス

褐灰色
普通

P-55
15% 南壁際

中央部覆上中層

盛
須 恵 器

B(43) 体部片。体部は内彎 して立ち上が

る。体部上方に円孔を穿孔。

水挽き成形。 ス

伽
廂
魂

P-54
15%
中央部覆土下層

第 8号住居跡 (第 46図 )

位置 調査区の東部,B8f8区 。

重複関係 本跡の北西コーナー付近 と第 4号土坑が重複している。第 4号土坑を本跡が削平しているので,

本跡が新しい。

規模 と平面形 長軸不明・短軸4.Omの方形と推定される。本跡の南側は,調査区外のため調査できなかった。

主軸方向 N-14°一W

壁 壁高は15～ 30cmでほぼ外傾 して立ち上がっている。

床 平坦であり硬 く,特に炉の周辺が堅緻である。

炉 床中央部に位置する。長径43cm。 短径35cmの楕円形で,深さ 6 cmで ある。覆土は 4層からなる。第 1層

はローム粒子を中量含む褐色土,第 2層 はローム粒子を少量,焼土粒子を極少量含む褐色土,第 3層はロー

ム粒子・焼土粒子を極少量含む褐灰色土,第 4層 はローム粒子を中量含む褐色上である。炉床は,遺存状態

が良 く赤変硬化 している。炉の北東側には焼上が堆積 している。覆上は 3層からなる。第 1層はローム粒子

を中量,焼土小ブロックを極少量含む褐色土,第 2層 はローム粒子を中量,焼土粒子を少量含むにない赤褐

色土,第 3層はローム粒子を多量,焼土粒子を少量含むにない褐色上である。
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覆± 9層からなる。第 1層はローム粒子を少量,ローム小ブロックを極少量含む黒褐色土,第 2層 はローム

小・中ブロック・ローム粒子を少量,焼土粒子を極少量含む黒褐色土,第 3層はローム粒子・ローム小・中ブ

ロックを少量,炭化物・焼土小ブロックを極少量含む暗褐色土,第 4層 はローム粒子中量,炭化物を極少量含

む灰褐色土,第 5層はローム粒子を多量含む明褐色土,第 6層 はローム粒子 。ローム小・中ブロックを少量,

炭化物・焼土小・中ブロックを極少量含む暗掲色土,第 7層はローム粒子を多量含むにない褐色土,第 8層 は

ローム粒子・焼土粒子を少量含む暗褐色土,第 9層はローム粒子・炭化物を極少量含む黒褐色上である。

遺物 炉の周辺や北部覆土中 。下層から少量の上師器・土玉・石製模造品 。石匙が出上している。第47図 2の

小型甕は炉の東側床面から横位で, 3の 河ヽ型甕は北壁中央覆土下層から正位で出土し, 5の高邪は中央部覆土

中層から逆位で出上している。石匙は流れ込みである。

所見 本跡は,古墳時代中期の住居跡である。

ね
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二9.2m  三 二
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第46図  第 8号住居跡実測図

第 8号住居跡出土遺物観察表

3

O          tЮ  Cm

ー

器 種 計測値(Cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第47図

1

甕
土 師 器

A[14.0]
B[60]

口縁部片。頸部はくびれ,日縁部は
外反して立ち上がる。

口縁部外面ハケロ整形。 砂粒 ,長石 ,雲母
赤色
普通

P-56
5%
北西壁際床面

2

甕
器

型
師

小
土

A 8.3
B 7.8
C 4.3

平底。胴部は内彎して立ち上がり,

頸部はくびれ,日縁部は外傾する。

口縁部外面指頭圧痕。内面に輪積
痕 。

砂粒 ,長石 ,パ ミス

赤色
普通

P-57
100%
中央部床面

3

甕

器
型
師

小
土

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部は内彎して立ち上がり,

頸部でくぴれ 口縁部は外傾する。
胴部外面ヘラ削り後ヘラナデ。
内面に輪積痕。日縁部内面にハケロ
整形。

石長蠅
髄
範

パ ミス P-58
95,る

北西部覆土下層
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図版 器 種 計測値にm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

4

鉢

上 師 器

倒

１

側

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部欠損。体部は内管して立ち上が

り,そのまま口縁部に至る。
体部外画ヘラ削り後ヘラナデ。

内面ヘラナデ。
砂粒 ,パ ミス

明赤褐色

普通

P-59
35°/●

中央部覆土中層

5

不
器師

高

土

A 15 4
B(5,9)

脚部欠損。不底部はによい稜をもち
口縁部は外傾する。

杯部 内・外面ヘ ラ削 り後ヘ ラナ

え
砂粒 ,長石 ,雲母

赤色
普通

P-60
50%
北西部覆上下層

◎

Ｑ

鶴

９

　

乾

①
‐③

)          10Cm

第47図 第 8号住居跡出土遺物実測図(1)

第48図 第 8号住居跡出土遺物実測図確)

第 9号住居跡 (第 49図 )

位置 調査区の東部,B8島区。

規模と平面形 長軸4.9m・ 短軸4。 8mの方形。本跡は,南 コーナー付近が調査区外 となってお り調査できな

かった。

主軸方向 N-38°一W

壁 壁高は40～ 47cmで,ほぼ外傾 して立ち上がる。

壁溝 壁下を全周し,上幅20clll,深 さは10cm程で,断面形は「U」 字状である。

床 平坦であり,特に中央部が堅級である。南ヨーナー付近は,一段高 くなっており,特に硬 く締まっている

ため,出入 り口部 と考えられる。

ビット 5か所 (Pl～ Ps)。 Pl～ P4は径32～ 43clnの 円形で,深さ64～ 67cmである。規模や配列から主柱穴 と

考えられる。 P5は ,長径36cm・ 短径32cmの楕円形,深さ24cmで,補助柱穴と考えられる。

炉 2か所 (炉 A・ 炉 B)。 平面形は炉Aが長楕円形,炉 Bが楕円形。規模はAが長径65om,短径45clll,深 さ 3

cln程で,Bが長径41cm,短径33cm,深 さ 5 cm程である。炉Aの覆土は 4層 (第 5層～第 8層 )か らなる。

ぶ
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第 5層 はローム粒子を中量,焼土小ブロックを少量含む褐色土,第 6層はローム小 。中ブロックを少量,焼土

粒子を極少量含む灰褐色土,第 7層はローム粒子を極少量,焼土中ブロックを中量含むにない赤褐色上,第 8

層はローム粒子を多量含む明るい褐色上である。炉Bの覆土は 4層 (第 1層～第 4層 )か らなる。第 1層はロー

ム粒子を中量含む褐色土,第 2層 は焼土粒子を多量含む暗赤褐色土,第 3層はローム小ブロック・焼土小ブ

ロックを少量含む褐色土,第 4層 はローム粒子を中量,焼上粒子を極少量含む灰褐色上である。A, Bと もに

炉床は焼けて赤変硬化している。

hllh 01

，
Ｔ

Q

一一
　
・‐‐
？
甲

０
亀一

A 9.4m

al

A'

0               2m

8.9m

第49図 第 9号住居跡実測図
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第50図 第 9号住居跡出土遺物実測図(I)
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第51図  第 9号住居跡出土遺物実測図(2)

覆上 6層からなる。第 1層はローム小・中ブロックを少量,炭化物・焼土粒子極少量含む黒褐色土,第 2層

はローム小 。中ブロック中量,炭化物・焼上を少量含む暗褐色土,第 3層 はローム小・中ブロックを少量,焼

土小ブロック・炭化物を極少量含む暗褐色土,第 4層はローム小・中ブロック少量,炭化物を極少量含む灰褐

色土,第 5層 はローム小・中ブロックを少量,焼土小ブロック・炭化物を極少量含む暗褐色土,第 6層はロー

ム粒子を多量含む褐色上である。自然堆積 と考えられる。

遺物 覆土下層から土師器・砥石・磨石・上玉・石鏃未製品が出上している。第50図 1の甕は中央部南西寄 り

の床面から,第50図 4の甕は北西壁際中央床面から,第51図 14の郭は北コーナー床面から正位で,第50図 6の

鉢が中央部床面から逆位で出上 している。本跡の炉の周辺

や北コーナー付近から焼土や炭化材が少量出上している。

石鏃未製品は流れ込みである。

所見 本跡は,焼土や炭化材が少量み られたことから焼失

住居 と思われる。本跡は,古墳時代 中期の住居跡である。

Ａ
ＩＩ‐

Ч

て
=>            S3を

第52図 第 9号住居跡出上遺物実測図(3)
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第 9号住居跡出土遺物観察表

図版 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

図５０

１

第 甕
土 師 器

A[17.03
B(19.2)

胴下半部以下欠損。胴吉Ыよ内彎して
立ち上がり,頸部はくびれ口縁部は

外傾する。

頸部外面ヘラ削り後ヘラナデ。
内面ナデ。

砂粒 ,長石 ,パ ミス

赤褐色
普通

P-61
50%
中央部床面

甕
土 師 器

A 22 4
B(125)

胴下半部以下欠損。胴部は内彎して
立ちあがり,頸部はくびれ,日縁部
は外傾する。

口縁部内・外面積ナデ。胴部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ナデ。
砂粒 ,パ ミス

黒褐色
普通

P-62
55% 北西壁

中央付近床面

甕
土 師 器

A[27.0]
B(11.81

胴中央部以下欠損。胴部は内彎して
立ち上がり,頸部はくびれ,日縁部
は外傾する。

口縁部内・外面横ナデ。日縁部から
頸部にかけてハケロ整形。 伽

髄
魏

パ ミス P-63
15% 北東壁

中央付近床面

4

甕
土 師 器

A[15,6]
B(89)

胴中央部以下欠損。胴部は内彎して
立ち上がり,頸部はくびれ,日縁部
は外反する。

口縁部内・外面横ナデ。胴部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面に指頭圧

痕。

砂粒 ,パ ミス,雲母
明赤褐色
普通

P-65
10%
中央部覆上下層

甕
土 師 器

A[10.4]
B(4.6)

口縁部片。体部は内彎して立ち上が

り,頸部はくびれ,日勝 Ыま外反す
る。

口縁部内・外面積ナデ。日縁部外面
ハケロ整形。内面ナデ。

砂粒 ,パ ミス,ス コ

リア
明赤褐色
普通

P-64
5% 北西壁

中央付近床面

壷
器

頸
師

短

土

Ａ

Ｂ

8.8
9.4

九底。体部は内彎して立ち上がり,

日縁部は短く直立する。

日縁部内・外面積ナデ。胴部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
砂粒 ,パ ミス,長石
明赤褐色
普通

P-67
95°/。

中央部床面

7

不
土 師 器

A 15 3
B 59

平底。体部は内彎して立ち上がり,

そのまま口縁部に至る。
口縁部は直立する。

口縁部内・外面積ナデ。体部外面ヘ

ラ削 り後ヘ ラナ元 内面ヘ ラナ
え

砂粒 ,雲母 ,パ ミス

明赤褐色
普通

P-72
100%
中央部床面

不
土 師 器

A[14.4]
B 5.9

丸底。 体部は内彎して立ち上がり,

そのまま口縁部に至る。日縁部は直
立する。

口縁部内・外面横ナデ。体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
砂粒 ,パ ミス,長石
明赤褐色
普通

P-73
50°/O

中央部床面

不
上 師 器

A[14.0]
B 5.1

九底。体吉団よ内彎して立ち上がり,

そのまま口縁部に至る。
日縁部は直立する。

口縁部内・外面積ナデ。体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
砂粒 ,パ ミス,雲母
明赤褐色
普通

P-68
50°/O

北 コーナー付近床

面

ITN

土 師 器

B(13.5)
C[4.8]

底部欠損。 体部は内彎して立ち上
がり,そ のまま口縁部に至る。
口縁部は直立する。

日縁部内・外面積ナデ。体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
砂粒 ,雲母 ,パ ミス

にない橙色
普通

P-70
30°/。

西 コーナー付近

床面

不

土 師 器

A[14.3]
B(5.2)

底部欠損。体言Ыま内彎して立ち上が

り,そのまま口縁部に至る。
口縁部は直立する。

口縁部内・外面積ナデ。体部外面へ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
砂粒 ,パ ミス,長石
明赤褐色
普通

P-69
30°/O

中央部覆土中層

第51図

12

不

土 師 器

A[15.4]
B(3.8)

底部欠損。体者Ыま内彎して立ち上が

り,そのまま日縁部に至る。
日縁部は直立する。

日縁部内・外面積ナデ。体部外面へ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナえ
砂粒 ,パ ミス,長石
明赤褐色
普通

P-71
259る

中央部覆土上層

娩
土 師 器

A[11.2]
B(7.41

底部欠損。体部は内彎して立ち上が

り,頸部はくびれ,日縁部は外傾す
る。

口縁部内・外面積ナえ 体部外面ヘ

ラ削り。内面ヘラナデ。

ス,雲母帆
髄
魏

P-66
30ワ

`中央部覆土中層

鉢

土 師 器

珂

７

０

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は内彎して立ち上がり,

そのまま口縁部に至る。日縁部は直
立する。

口縁部内・外面積ナデ。体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ナデ。
砂粒 ,パ ミス

赤褐色
普通

P-74
40ワる
北コーナー

付近覆土下層

不
器師

高

土
A[20.0]
B 4.0

不底部 ,脚部欠損。 不部下半に稜を
もち, 日縁部は大きく外反する。

口縁部外面ヘラ削り。 砂粒 ,パ ミス,ス コ

リア

外・黒褐色,内・

にぶい褐色
普通

P-75
5%
中央部覆土中層

手捏土器

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部はほぼ直立して立ち上が

り, 日縁部は僅かに内傾する。
体部下端に指頭圧痕。 砂粒 ,パ ミス

澄色
普通

P-76
95%
中央部床面

手捏土器
土 師 器

A[6.0]
B 4.0
C 4.4

平底。体部はわずかに内彎して立ち
上がり,日 縁部はほぼ外傾する。

内面指頭圧痕。 砂粒 ,パ ミス

橙色
普通

P-77
60%
南東床面

手捏土器
土 師 器

B(2.8)
C[2.71

口縁部欠損。平底。体部は外傾する。 内面軽いナデ。 砂粒,ス コリア,パ

ミス

橙色
普通

P-78
50°/O

中央部覆土中層
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第 14号住居跡 (第 10図 )

位置 調査区の東部,B9el区。

重複関係 本跡の北西部は,第 17号住居跡の南東コーナー付近 を掘 り込み,本跡の竃を第16号住居跡が削平 し

ているため,第 17号住居跡より新 しく,第 16号住居跡より古い。

規模 と平画形 長軸5.5m・ 短軸 5。 lmの方形。

主軸方向 N-2° 一W

壁 壁高は, 7～ 42cmで,ほぼ外傾 して立ち上がっている。

床 平坦であり,柱穴を結んだ線の内側が堅緻である。

ビッ ト 6か所 (Pl～ P6)o Pl～ P4は ,径29～ 34clnの 円形で,深さ45～ 50clnで ある。規模や配列から主柱穴

と考えられる。 P5～ P6は ,径21～ 32cm,深 さ30～ 49cllaで,補助柱穴 と考えられる。

電 北壁中央部壁 ぎわで,若千の焼土や砂質粘上がみられるため,北壁中央部に構築 されていたと推定される。

貯蔵穴 南西 コーナーに付設されている。長径80om・ 短径68clnの不整楕円形で深さ50cmである。底面は平坦

で,壁は外傾 して立ち上がっている。

遺物 全域の覆土中・下層から多量の上師器・須恵器・土玉・磨石・祗石・浮子・剖片・石箆が出土している。

第55図 1の甕は貯蔵穴内から横位で,第55図 12の鉢は貯蔵穴周辺から正位で出土し,第56図 16の須恵器の杯は

斜位で貯蔵穴内から,第56図 15の杯は西壁中央際覆土から逆位で出上 している。第55図 4の 甑は,第 16号住居

跡の遺物であり,剖片 と石箆は流れ込みである。

所見 本跡は,古墳時代中期の住居跡である。

第14号住居跡出土遺物観察表

器 種 計測値にm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・娩成 備  考

図５５

１

第 甕
土 師 器

A 16.0
B(193)

底部欠損。胴部は内彎して立ち上が

り,頸部はくびれぅ口縁部は外反す
る。

日縁部内・外面積ナデ。胴部外面へ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
砂粒 ,雲母 ,パ ミス

明赤褐色
普通

P-103
95°/O

北西コーナー

付近床面

2

甕
土 師 器

A16.2
B16.7
C 5.7

平底。胴部は内彎して立ち上がり,

頸部はくびれ,日縁部はわずかに外

傾する。

日縁部内・外面積ナデ。胴部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。
砂粒 ,長石 ,雲母
明赤褐色

普通

P-104
80%
中央部床面

3

甕
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部は内彎して立ち上がり,

頸部はくびれ,日縁部は外反する。
日縁部内・外面弱い横ナデ。胴部外
面ヘラ削り後ヘラナデ。

砂粒 ,雲母 ,礫

明赤褐色
不良

一．
財
内

Ｐ
ｌＯ
竃

4

甑
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

無底式。胴部は内彎して立ち上が

り,日 縁部は大きく外反する。

口縁部内・外面積ナデ。体部外面へ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
砂粒 ,雲母 ,ス コリ
ア
にぶい褐色
普通

P-108
50%
S116遺物

5

不
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は内彎して立ち上がり,

そのまま口縁部に至る。 日縁部は

直立する。

日縁部内・外面積ナえ 体部外面ヘ

ラ削り。内面ヘラナデ。輪積痕。
砂粒 ,長石 ,パ ミス

橙色
普通

P― ■1

98%
北東コーナー

付近覆土中層

6

不
土 師 器

A 10.5
B 4_5

平底。体部は内彎して立ち上がり,

そのまま口縁部に至る。

口縁部内・外面横ナデ◇体部外面ヘ

ラ削り。内面ヘラナデ。
砂粒 ,長石 ,パ ミス

灰褐色
普通

P-112
70% 竃西側
付近覆土中層

7

不
土 師 器

Ａ

Ｂ

10_7

43
平底。体部は内彎して立ち上がり,

そのまま口縁部に至る。

口縁部内・外面横ナデ。体部外面ヘ

ラ削り。内面ヘラナデ。
砂粒 ,雲母 ,パ ミス

にない橙色
普通

P-113
65% 竃西側
付近覆土中層

図５５

８

第 坑
土 師 器

A[13.2]
B 5.8

丸底。体部は内彎して立ち上がり,

そのまま日縁部に至る。
日縁部は直立する。

体部内・外面磨滅著しく調整不明。 砂粒 ,長石 ,パ ミス

明赤褐色
普通

P-119
50°/O

中央部覆土中層

婉
土 師 器

A[13.0]
B 6.8

丸底。体部は内彎して立ち上がり,

そのまま口縁部に至る。
日癬 日よわずかに外反する。

体部外面ヘラナテ七内面磨滅著しく
調整不明。

砂粒 ,雲母 ,パ ミス

赤色
不良

P-118
90%
中央部床面
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第53図 第 16号住居跡竜実測図
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第54図 第 14・ 16号住居跡遺物出上位置図
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第55図  第 14号住居跡出土遺物実測図(I)
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第57図 第 14号住居跡出土遺物実測図(31

0              10Cm

⇔
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週
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⌒

第58図 第 14号住居跡出上遺物実測図(4)

第 15号住居跡 (第 10図 )

位置 調査区の東部,B8dO区

重複関係 本跡は,第 17号住居跡の北部を掘 り込み,本跡の南西壁中央部を第 7号土坑,北西壁中央部を第 5

号土坑が掘 り込んでいるため,第17号住居跡よりも新しく,第 5。 7号土坑よりも古い。

規模と平面形 長軸3.3m・ 短軸3.3mの方形。

主軸方向 N-41°一W

壁 壁高は, 8～ 45cal全 ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝 南東壁の壁下を除いて検出されている。規模は,上幅10～ 28cm,深 さは10cmほ どで,断面形は「U」 字

状である。

器 種 計測値にm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

娩

土 師 器

A[13.3]
B 6.1

丸底。体部は内彎して立ち上がり,

そのまま口縁部に至る。
口縁部は直立する。

口縁部内・外面積ナデ。体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。
砂粒 ,雲母 ,パ ミス

赤色
普通

P-120
60%
中央部床面

チ宛
土 師 器

A 13.0
B 85

丸底。体部は内彎して立ち上がり,

そのまま口縁部に至る。

口縁部内。外面積ナデ。体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
赤彩痕。

砂粒 ,長石 ,パ ミス

明赤褐色
良

P―■7

95°/O

西壁際中央床面

鉢

土 師 器

A■ .6

B 8.7
九底。胴部は内彎して立ち上がり,

日縁部は短 く内反する。

口縁部内・外面積ナデ。胴部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
砂粒 ,雲母 ,長石
明赤褐色
普通

P-102
70°/O

北西 コーナー

付近床面

鉢

土 師 器

A18.6
B102

九底。 体部は内彎して立ち上がり,

そのまま口縁部に至る。

日縁部内,外面弱い横ナデ。体部外
面ヘラナデ。輪積痕。

砂粒 ,雲母 ,礫

明赤褐色
普通

P-121
90% 電束側

付近覆上上層

鉢
土 師 器

A 17.0
B 6.1

九底。体部は内彎して立ち上がり,

そのまま口縁部に至る。

日縁部内,外面積ナデ。体部外面ヘ

ラ削り。内面ヘラナデ。
砂粒 ,雲母 ,長石
にない橙色
普通

P-122
90% 電東側
付近覆上中層

第56図

15

蓋
器恵

不
須

Ａ

Ｂ

12.4

4.8

天丼 と口縁の境の稜は,わずかに

稜をもつ。日縁部端部は傾斜してい

る。

水挽き成形。回転ヘラ削り。口縁内・

外面積ナ凡
砂粒,パ ミス

灰色
普通

P―■6

100%
西壁際床面

不

須 恵 器

A ll.0
B 5,1

丸底。体部は内彎して立ち上がり,

日縁部との境に稜をもつ。日縁部は
内傾する。

水挽き整形。底部回転ヘラ削り。ロ

縁部内・外面積ナデ。内面ナデ。
砂粒 ,長石 ,パ ミス

灰色
普通

P―■5

95°/O

南西 コーナー

付近覆土中層
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☆中鳥
5

ビット 1か所 (Pl)検出されている。 Plは,長径90cm・ 短径40clnの楕円形,深さ17cm全 規模や検出位置か

ら主柱穴と考えられる。

炉 床中央からやや南寄 りに検出されている。規模は,長径50cln,短径45cm,深 さ 5 cln程で,炉床はあまり焼

けていない。

覆土 覆土は 4層からなる。第 1層 はローム粒子・ローム河ヽブロックを中量,炭化粒子を極少量含む暗褐色土

,第 2層 はローム粒子・ローム小ブロックを中量,焼土粒子・炭化粒子を極少量含む暗褐色土,第 3層 はロー

ム粒子を多量,ローム小ブロックを中量,ローム大ブロックを少量,焼土粒子を極少量含む褐色土,第 4層は

ローム粒子・ローム小 。中ブロックを中量含むにない褐色上である。自然堆積 と思われる。

遺物 出土遺物は少なく,中央部覆土中 。下層から極少量の上師器・土玉・磨石・石鏃・楔形石器が出上して

いる。第59図 1の甕は西壁際覆土中層から,第 59図 2の手捏土器は中央から東寄 りの覆土中層から出上してい

る。石鏃 と楔形石器は流れ込みである。

所見 本跡は,古墳時代中期の住居跡である。

0              10Cm

第59図  第 15号住居跡出上遺物実測図(1)

第60図  第 15号住居跡出土遺物実測図(2)

第15号住居跡出土遺物観察表

｛∩

―――‐

ｕ

３

谷

器 種 計測値にm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

図５９

１

第 甕
土 師 器

A[170]
B(9.2)

胴上半部以下欠損。頸部はくびれ,

日縁部は外反する。
口縁部内・外面積ナデ。胴部外面へ

ラ削り後ヘラナデ。
砂粒 ,雲母 ,パ ミス

明赤褐色
普通

P-123
10%
西壁際覆土中層

器
器趾

師
手
土

A[5.8]
B 48
C[42]

平底。体部は内彎して立ち上がり,

そのまま口縁部に至る。
体部外面ハケロ整形。内面ヘラナ
汎

砂粒 ,雲母 ,パ ミス

橙色
普通

P-124
40%  中央
東寄覆上中層

-62-



第 18号住居跡 (第 27・ 28図 )

位置 調査区の東部, B8d8区。

重複関係 本跡は,第 3号濤や第25号住居跡と重複 している。本跡が第25号住居跡の大半を掘 り込んでお り,

第 3号濤は本跡の竃付近の覆上を掘 り込んでいる。本跡は,第 3号濤より古 く,第25号仁居跡より新 しい。

規模と平面形 長軸5,7m・ 短軸5.7mの 方形。

主軸方向 N-26°一W

壁 壁高は,60～ 70cmであり,ほぼ外傾 して立ち上がる。

壁溝 壁下を周回し,上幅10～ 15cln程,深さ 5 cm程,断面形は「U」 字状である。

床 平坦であり,中央部が堅緻である。

ビット 6か所 (Pl～ P7)o Pl～ P4は ,径26～ 47cmの円形で,深さ18cm～ 74cmである。規模や酉己列から主柱

穴と考えられる。Psは,長径28cln,短径26cmの 円形で,深さ18cmである。また,P5の周辺は,周堤状に粘上が

隅丸長方形状に貼ってあり,その内側が極めて硬 くなっている。 P6・ P7は,長径36cm。 短径31cmの楕円形,深

さ23cmで,位置等から補助柱穴と考えられる。

鼈 北壁際中央部に付設され,砂や粘上で構築されている。規模は長さ118cm,幅 100cmである。天丼部は、崩

落しているが,袖部の遺存状態は良い。火床は,焼けて赤変硬化 している。煙道部は壁内部にあり,火床部か

らほtF外傾 して立ち上がる。

覆± 8層からなる。第 1層はローム小・中ブロックを少量含む褐色土,第 2層 はローム小・中ブロックを少

量,焼土小ブロックを極少量含む暗褐色土,第 3層はローム粒子小・中ブロックを少量含む褐色土,第 4層は

ローム小・中ブロックを少量含む褐灰色土,第 5層 はローム小・中ブロックを少量含む暗褐色土,第 6層 は

ローム大・小ブロックを中量,焼土中ブロックを極少量含む褐色土,第 7層 はローム小・中ブロックを少量含

む褐灰色土,第 8層 はローム小・中ブロックを少量含む黒褐色上である。自然雄積 と思われる。

遺物 全域の覆土中 。下層から多量の上師器・須恵器 。土玉・土製品・磨石・敲石・石鏃・鉄釘が出上してい

る。第61図 6の甕は直立の状態で,第62図 17の不は斜位の状態で,第61図 5の甕は横位の状態で竃西側床面か

ら出上している。第62図 10。 15。 16の杯,22の婉は貯蔵穴内から一括して出上している。第63図 20の須恵器は電

周辺覆上下層から出上している。石鏃 (第64図48)と 鉄釘 (第64図49)は 流れ込みである。本跡の竃周辺や南

西壁際の床面からは,炭化材やレンガ状の焼土が少量出上している。

所見 本跡は,壁際及び床面から少量の焼土・炭化物が検出されていることから,焼失家屋であると考えられ

る。本跡は,古墳時代中期の住居跡である。

第18号住居跡出土遺物観察表

器 種 計測値にm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備  考

第61図

1

甕
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴苫Ыま内彎して立ち上がり,

頸部はくびれ 口縁部は外反する。

口縁部内・外面積ナデ。胴部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ナデ。
輪積痕。

パ ミス ,礫伽
髄
魏

P-130
99%
竃西側付近

2

甕
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部は内彎して立ち上がり,

頸部はくびれ,日縁部は外反する。

口縁部内・外面積ナ∴ 胴部外面へ

ラ削り後ヘラナデ。内面ナデ。
砂粒 ,長石 ,パ ミス

明赤褐色
普通

P-131
95°/O

竃西側付近

甕
土 師 器

A[162]
B136

平底。胴部は内彎して立ち上がり,

頸部は外傾する。

口縁部内・外面積ナえ 胴部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
砂粒 ,雲母 ,パ ミス

赤色
普通

P-134
55ワ

`寵内付近

4

甕
土 師 器

A135
B157
C 58

平底。胴部は内彎して立ち上がり,

頸部はほぼ直立する。
日縁部は外反する。

日縁部内・外面横ナえ 胴部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ナデ。
砂粒 ,雲母 ,パ ミス

橙色
普通

P-135
100%北 西 コー

ナー付近床面
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第61図  第 18号住居跡出上遺物実測図(1)
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第62図  第 18号住居跡出土遺物実測図(21
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第63図  第 18号住居跡出上遺物実測図(3)
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図版 器 種 計測値(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

5

賢

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部は内彎して立ち上がり,

頸部は直立し,日縁部はわずかに外
反する。

日縁部内・外面横ナデ。胴部外面へ

ラ削り後ヘラナデ。内面ナデ。
砂粒 ,雲母 ,パ ミス

明赤褐色

普通

P-133
98% 中央部

北西寄床面

甕
土 師 器

A 12.4
B(23.3)

底部欠損。胴部は内彎して立ち上が

り,頸部はくびれ,日縁部は短く外
反する。

日縁部内・外面横ナデ。胴部外面へ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。

輪積痕。

砂粒 ,パ ミス,礫

橙色
普通

P-132
90%
鼈西側付近

図６２

７

第 壷

器
頸
師

短

土

A[12.4]
B 8.6

九底。胴部は内管して立ち上がり,

日縁部は短 く直立する。

口縁部内・外面積ナデ。胴部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ナデ。
砂粒 ,パ ミス

澄色
普通

P-129
40% 題東側

付近覆上下層
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器 種 計測値にm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

8

甑
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

単孔式。胴部は内彎して立ち上が
り,日縁部は外反する。

日縁部内・外面積ナデ。胴部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面に輪積痕。
砂粒 ,雲母 ,パ ミス

赤色
普通

P-136
100%
北西コーナー

付近床面

9

不
土 師 器

A■ .8

B 5_8
九底。体部は内彎して立ち上がり,

そのまま口縁部に至る。
口縁部は直立する。

口縁部内・外面横ナデ。体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
砂粒 ,パ ミス
橙色
普通

P-137
100%
竃内

不
土 師 器

Ａ

Ｂ

13.6

65
丸底。体部は内彎して立ち上がり,

そのまま口縁部に至る。
口縁部は直立する。

口縁部内・外面積ナデ。体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
砂粒 ,雲母 ,長石
橙色
普通

P-141
80°/。

貯蔵穴内

不
土 師 器

Ａ

Ｂ

14.0

5。 1

九底。体部は内彎して立ち上がり,

そのまま口縁部に至る。
口縁部は直立する。

口縁部内・外面横ナえ 体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
砂粒 ,雲母 ,長石
赤色
普通

P-142
90ワる
中央部床面

不
土 師 器

Ａ

Ｂ

15.8

5,7

平底。体部は内彎して立ち上がり,

そのまま日縁部に至る。
日縁部は直立する。

口縁部磨滅著しい。体部外面ヘラ削
り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。

砂粒 ,雲母 ,パ ミス
明赤褐色
普通

P-143
50°/。

中央部床面

不
土 師 器

A[15.2]
B 5.4

九底。体部は内曽して立ち上がり,

そのまま口縁部に至る。
日縁部は僅かに直立する。

日縁部内・外面横ナデ。体部外画ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
砂粒 ,パ ミス,礫
橙色
普通

P-146
30%
西コーナー覆土

下層

不
土 師 器

A 14.4
B 5.5

丸底。体部は内彎して立ち上がり,

そのまま口縁部に至る。
日縁部は直立する。

日縁部内・外面横ナデ。体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
砂粒 ,雲母 ,礫

明赤褐色
普通

P-138
100%
貯蔵穴内

不
土 師 器

A146
B 6.1

九底。体部は内彎して立ち上がり,

そのまま日縁部に至る。
日縁部は僅かに外反する。

日縁部内・外面横ナデ。体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ後
ヘラ磨き。

砂粒 ,長石 ,パ ミス
明赤褐色
普通

P-139
989る

貯蔵穴内

不
上 師 器

A 14.4
B 5.5

丸底。体部は内彎して立ち上がり,

そのまま日縁部に至る。
日縁部は直立する。

日縁部内・外面積ナデ。体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。

ス恥
髄
魏

P-140
98%
貯蔵穴内

不
土 師 器

A[15.0]
B 5.0

九底。体部は内彎して立ち上がり,

口縁部は外反する。

日縁部内・外面横ナデ。体部外面へ

ラ削り後ヘラナデ七内面ヘラ磨き。
砂粒 ,雲母 ,ス コリ
ア
明褐色
普通

P-144
55°/O

電西側付近床面

邪
土 師 器

A[1591
B(59)

底部欠損。体部は内彎して立ち上が
り,そのまま日縁部に至る。
口縁部は直立する。

口縁部内・外面横ナデ。体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
砂粒 ,雲母 ,パ ミス
橙色
普通

P-145
400/。

西 コーナー付近

床面

年
土 師 器

A[16.2]
B(4.8)

底部欠損。体部は内彎して立ち上が
り,そのまま口縁部に至る。
口縁部は直立する。

日縁部内・外面積ナデ。体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
砂粒 ,パ ミス,礫

橙色
普通

P-147
209る

中央部床面

邪
土 師 器

A[125E
B(3.6)

体部下端以下欠損。体部は内彎して
立ち上がり, 口縁部は直立する。

体部外面ヘラ削り後ヘラナデ。
内面ヘラナデち内・外面赤麹

砂粒 ,雲母 ,パ ミス
橙色
普通

P-148
40ラ

`中央部覆土中層

不
土 師 器

A[16.41
B(4.7)

体部下端以下欠損。体部は内彎して
立ち上がり,口縁部は直立する。

日縁部内・外面横ナデ。体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラ磨き。
内・外面赤彩痕。

砂粒 ,パ ミス,礫
明赤褐色
普通

P-149
15%
中央部床面

ナ宛

土 師 器

A14.7
B 7.2

丸底。体部は内彎して立ち上がり,

そのまま口縁部に至る。
日縁部は直立する。

口縁部内・外面横ナデ。 体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。 内画ナデ後ヘ

ラ磨き。内・外面黒色処理。

砂粒 ,長石 ,パ ミス
黒褐色
普通

P-150
95°/O

貯蔵穴内

娩
土 師 器

15.0

6.4

Ａ

Ｂ

丸底。体部は内彎して立ち上がり,

そのまま日縁部に至る。
日縁部は僅かに内傾する。

口縁部内・外面横ナデ。体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
内・外面赤彩痕。

砂粒 ,雲母 ,礫

赤褐色
普通

P-152
85%
中央部床面

坑

上 師 器

A[14.0]
B 6_3

丸底。体部は内彎して立ち上がり,

そのまま口縁部に至る。
日縁部は直立する。

日縁部内・外面横ナデ。体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
砂粒 ,雲母 ,礫

黒褐色
普通

P-154
50%1ヒ東壁中
央部際覆土中層

)宛

土 師 器

制

２

８

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は内脅して立ち上がり,

日縁部はわずかに外傾する。
体部外面ヘラ削り後ヘラナデ。
内面ヘラナデ。

砂粒 ,パ ミス
明褐色
普通

P-153
60ワる
北コーナー

覆土下層

ナ宛
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は内jelし て立ち上がり,

日縁部は外傾する。
口縁部内・タト面積ナデ。体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面磨滅著 し
い

^

砂粒 ,長石 ,パ ミス
橙色
普通

P-151
98°/。

中央部床面

坑

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は内彎して立ち上がり,

日縁部は短 く外傾する。

口縁部内・外面積ナデ。体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面丁寧なナ
デ。内・外面赤彩痕。

砂粒 ,パ ミス,長石
赤褐色
普通

P-155
60%
貯蔵穴内
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手 法 の 特 徴器 形 の 特 徴

そのまま口縁部に至る。
日縁部は直立する。

口縁部内・外面積ナデ。体部タ

ラ削り後ヘラナデ。内面ナデ。B 6.5
C 4.1

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
彎して立ち

そのまま口縁部に至る。

部下端平行 タタキ

目,肩部自然湘。

備  考

-157
60°/。

中央部床面

ロ

49

S=そ

第64図 第 18号住居跡出土遺物実測図141

第23号住居跡 (第 23図 )

位置 調査区の東部,B8a8区。

重複関係 本跡は,第22号住居跡に掘 り込まれてお り,本跡のほうが古い。

規模と平面形 長軸 [3.0]m・ 短軸2.7mの 方形と推定される。

長軸方向 N-28°一W

壁 壁高は,31～ 40clnで,ほぼ垂直にたちあがる。

床 大半が削平されているが残存部は平坦で硬い。

ビット 1か所 (Pl)。 Plは,径26Cmの円形で,深さ19cnlで ある。規模や検出位置から主柱穴と考 えられる。

覆上 6層 (第 24層 ～第29層)か らなる。第24層 はローム粒子を少量,焼土粒子を少量含む暗褐色土,第 25層

はローム粒子を多量含む褐色上,第26層はローム粒子を多量,焼土粒子を極少量含む褐色土,第 27層はローム

粒子を少量,焼土粒子を極少量含む褐色土,第28層 はローム粒子を中量,焼土粒子を少量含む黒褐色土,第29

層はローム粒子を多量,暗褐色土・ローム月ヽブロックを少量含む明褐色上である。

遺物 中央部覆土中層から極少量の上師器が出上している。第65図 1の甕口縁部片は中央部覆土中層から出土

している。

所見 本跡は,古墳時代中期の住居跡である。

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

一一一一中一一一一一一中一中一］一一中一中一中一一中一中一一一中一一一一一一一一一中一【一中一中一一中一中一中一一一一】】】中中中中山中，ｉ中・．】中山中】中山中】

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

2

10Cm

第65図  第23号住居跡出土遺物実測図
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第23号住居跡出土遺物観察表

図版 器  種 計測値にnl 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備  考

図６５

１

第 甕
土 師 器

A[20.0]
B(5.8)

口縁部片。日縁部は外反する。 口縁部外面斜位のハケロ整形。 日

縁部内面積位・斜位のハケロ整形。
砂粒,長石 ,パ ミス

にぶい橙色
普通

P-250
5%
中央部覆土下層

不
器師

高

土

B(71)
D[1581

不部欠損。脚部は中空で膨らみ裾部
はラッパ状に開く。

脚部外面ヘラ磨き。内面に輪積痕。 砂粒 ,雲母 ,パ ミス

橙色
普通

P-196
40%
北東コーナー

覆土中層

第30号住居跡 (第 67図 )

位置 調査区の西部,C5a6区

規模と平面形 長軸8.4m・ 短軸 (3.5)mで ,本跡の南側は調査区外であるため不明である。平面形は,ほぼ方

形と推定される。

主車由方向 N-3° 一W

壁 壁高は12～ 22cmで,ほぼ外傾 して立ち上がる。

床 平坦であり,硬 く締まっている。

炉 床面中央北寄 りに,炉 Aと 炉 Bが確認された。炉Aは,長軸84cm・ 短軸58cmの楕円形で,深さ 4 cmである。

覆土は 3層からなり,第 1層はローム粒子を少量,焼土粒子を極少量含む暗褐色土,第 2層はローム粒子 を中

量,焼土粒子を極少量含む褐色土,第 3層 はローム粒子を少量,焼土粒子を極少量含む褐色上である。炉 Bは ,

長軸54ctl・ 短軸40cmの不整形で,深さ 5 cmである。覆土は 2層 (第 2層 。第 3層 )か らなり,第 2層はローム

粒子を中量,焼土粒子を極少量含む褐色土,第 3層 はローム粒子を少量,焼土粒子を極少量含む褐色上である。

炉床は, ともに熱を受け赤変硬化 している。

覆上 大半は境乱のため不明であるが, 5層が確認されている。第 1層はローム粒子を多量に含むにない褐色

土,第 2層はローム粒子を中量含む褐色土,第 3層はローム粒子を少量,焼土小ブロック・炭化物を極少量含

≧ 惟

鞄マ4
0            10Cm

第66図  第30号住居跡出土遺物実測 。拓影図

第30号住居跡出土遺物観察表

器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

図６６

１

第 IFh

土 師 器

A[13.4]
B(4.4)

底部欠損。体部は内彎して立ち上が

り,そ のまま日縁部に至る。日縁部
は直立する。

日縁部内・外面積ナデ。体部内面ヘ

ラ削り後ヘラナえ
砂粒 ,雲母
赤色
普通

P-231
20% 北西コー

ナー付近床面

2

邪

器師

高

土

A[19,0]
B(80)

脚部欠損。不底部にわずかな稜を持
ち, 日縁部は大きく外反する。

口縁部内・外面積ナデ。体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。底部ヘラ磨き。
内・外面赤彩。

砂粒 ,雲母 ,礫

赤褐色
普通

P-232
20%
西壁際床面

3

不
器師

高

土
B 3.8
D■ _6

裾部片。裾部はラッパ状に開く 内面輪積痕。 砂粒 ,パ ミス

橙色
普通

P-233
5%
西壁際床面
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む褐色土,第 4層 はローム小ブロック・炭化物を極少量含む暗褐色土,第 5層はローム粒子を中量含む褐色土

である。

遺物 西壁際から極少量の上師器片が出上している。第66図 1の不は北西コーナー付近床面から出上し, 2の

高lThは 西壁床面から出上している。 3の高不と4・ 5の上師器片は流れ込みである。

所見 本跡は,古墳時代中期の住居跡である。
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第67図 第30号住居跡実測図
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第 2号住居跡 (第 68図 )

位置 調査区の中央部, B7g4区。

規模と平面形 長軸3.4m・ 短軸3.2mの方形。

主軸方向 N-63° 一W

壁 壁高は,22～ 32cllで あり,ほぼ外傾 して立ち上がっている。

床 トレンチャーによる撹乱を受けているが,残存部は平坦であり,電前面や中央部が特に硬 く締まっている。

電 北壁中央部を壁外に15cm程掘 り込み,砂や粘上で構築されている。 トレンチャーによる撹乱を受け遺存状

態は不良であるが,規模は長さ143cn,幅 77cmと 推定される。天丼部。煙道部については不明で,袖部,火床部

は断片的に残存しているにすぎない。火床は,床面を僅かに掘 り窪めた程度で,レ ンガ状に赤変硬化 してい

る。

覆土 ロームブロックを全体的に含んでおり,人為堆積 と思われる。

bllh
⑮ ¬

1田
ol

0             2m

0               1m

01

ご
一
一パ

Ｅ

Ｏ
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Ｏ
ｒ

Ｊ

刊

いШ

Ｅ

Ｏ
．
Ｏ
Ｔ

劇

Ｉ
LI

第68図 第 2号住居跡・鼈実測図
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遺物 中央部覆土中・下層から少量の上師器・須恵器が出上している。須恵器の甕の胴部片は中央部床面から

出上している。

所見 本跡は,古墳時代後期の住居跡と考えられる。

C           SCm

ー第69図 第 2号住居跡出土遺物拓影図

第 10号住居跡 (第 70図 )

位置 調査区の東部, B9h4区。

規模と平面形 長軸,短軸 ともに不明であるが,方形と推定される。住居跡の大半は,調査区外にあるため,

北コーナー付近 しか調査できなかった。

壁 壁高は,22～ 25cmで,ほぼ垂直に立ち上がっている。

床 平坦で硬い。

覆± 5層からなる。第 1層 はローム粒子を多量含むにない褐色土,第 2層はローム粒子を中量,ローム小ブ

ロックを少量,炭化物・焼土ブロックを極少量含む灰褐色土,第 3層はローム小・中ブロック・炭化物・焼土

ブロックを極少量含む黒褐色土,第 4層 はローム粒子を少量含む黒褐色土,第 5層はローム小・中ブロックを

少量,炭化物・焼土小ブロックを極少量含む黒褐色上である。自然堆積 と考えられる。

遺物 北コーナー付近覆上下層から極少量の土師器が出上している。第71図 1の甕は北コーナー付近の覆上下

層から出上している。

所見 本跡は,古墳時代後期の住居跡と考えられる。

A

A 9.5m

0               2m

第70図 第 10号住居跡実測図

第10号住居跡出土遺物観察表

0             1ocm

第71図 第 10号住居跡出土遺物実測図

図版番 器 種 計測値(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

図７．

１

第 甕

器
型
師

小
土

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部は内彎して立ち上がり,

頸部はくびれ,日 縁部は短 く,わず
かに外傾する。

口縁部内・外面積ナデ。体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
砂粒 ,雲母 ,礫

赤褐色
普通

P-79
70°/。

北部付近床面
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第 H号住居跡 (第 72図 )

位置 調査区の東端部,B9h6区。

規模と平面形 長軸,短軸ともに不明であるが,方形と推定される。住居跡の南東部は,調査区外に延びてい

るため調査できなかった。

主軸方向 N-21° 一W

壁 壁高は34～ 36clllを 測 り,ほぼ垂直に立ち上がっている。

床 全体に凹凸が見られるが堅緻であり,中央部は撹乱されている。

ビット 1か所 (Pl)。 PIは ,径32cm程の円形で,深さ43clnで ある。規模や位置から主柱穴と考えられる。他

のピットは確認できなかった。

覆± 5層からなる。第 1層はローム旭ヽブロックを少量,炭化物・焼土中ブロックを極少量含む暗褐色土,第

2層 はローム粒子を極少量,ローム小・中ブロックを少量含む暗褐色土,第 3層はローム小ブロックを中量含

む褐色土,第 4層 はローム粒子を多量含むにない褐色土,第 5層 はローム小ブロックを極少量含む黒褐色上で

ある。自然堆積 と考えられる。

A9.。 m

―
一

第72図 第 H号住居跡実測図
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第■号住居跡出土遺物観察表

器 種 計韻I値にm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第73図

1

甕
上 師 器

A E27.6]

B(17.4)
底部欠損。胴都は内彎して立ち上が
り,頸部はくびれ,日縁部は外傾す
る。

日縁部内・外面横ナえ 胴部内面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ナデ。
砂粒 ,パ ミス,ス コ

リア
橙色
普通

P-80
15%
北西部床面

2

甕
器

型
師

小
土

A[7.03
B(2.9)

日縁部片。日縁部はわずかに外傾す
る

磨滅著しいため,調整不明。 砂粒 ,パ ミス
橙色
普通

P-81
200/。

中央部床面

3

不
土 師 器

A[16.Ol
B 4.6

丸底。体部は内彎して立ち上がり,

そのまま口縁部に至る。
体部外面ヘラ削り後ヘラナデ。
内面ナデ。

砂粒 ,ス コリア,パ

ミス

暗赤褐色
普通

P-83
50°/O

北西部床面

4

不
上 師 器

A[15.2]
B(3.81

底部欠損。体部は内彎して立ち上が
り,そのまま口縁に至る。

口縁部内・外面横ナえ 体部内・外
面とも磨滅著しく調整不明。

砂粒 ,パ ミス

赤褐色
普通

P-84
25%
中央部覆土中層

5
ナ宛

土 師 器

A[108]
B 59

丸底。体部は内彎して立ち上がり,

日縁部は直立する。

口縁部内・外面積ナえ 体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ七内面制離著しい

ため調整不明。

ス帆
髄
薇

P-85
70°/。

中央部覆土

遺物 住居跡西部に遺物が集中してお り,覆上下層から少量の上師器が出上 している。第73図 1の甕 。第73図

3の不は北西コーナー付近の床面から出上 している。

所見 本跡は,古墳時代後期の住居跡と考えられる。

rl~(2

Ｔ

Ｆ

（（いいい］‐‐‐‐］‐‐‐‐山”！”‐
0              1ocm

5

l

8

第73図 第 H号住居跡出土遺物実測図
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器 種 計測値(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

6

不
器師

高

土
B(5.5) 脚部片。 脚都外面ヘラ磨き。外面赤彩痕。 砂粒 ,ス コリア ,パ

ミス

赤色
良

面床

８６
　

部

一
％

央

Ｐ

ｌＯ
中

第 16号住居跡 (第 10図 )

位置 調査区の東部,B9el区。

重複関係 本跡は,第 13・ 14・ 17・ 26・ 36号住居跡を掘り込んでいるため,いずれの住居跡よりも本跡のほう

が新しVヽ。

第74図 第 16号住居跡出土遺物実測図
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規模 と平面形 長軸6.7m・ 短軸6.Omの 方形。

主軸方向 N-2° 一W

壁 壁高は, 7～ 35cmを 測 り,ほぼ垂直に立ち上がっている。

床 平坦であ り,竃全面や中央部が堅緻である。

ビッ ト 8か 所 (Pl～ P4)。 Pl～ P44は ,径22～ 43cmの円形で,深さ30～ 60cmである。規模や酉己列から主柱穴

と考えられる。 P5～ PSは,径12～ 17cmの楕円形で,補助柱穴等 と思われる。

電 北壁中央部 を壁外に54cm程掘 り込み,砂や粘上で構築されている。規模は長さ96cm,幅 80cmで ある。天丼

部は崩落 しているが,袖部の遺存状態は良い。火床は,赤変硬化 している。煙道部は火床部か ら緩やかに立ち

上がっている。

覆土 覆土は 5層からなる。第 1層 はローム粒子・ローム小ブロックを中量,焼土粒子・炭化粒子・ローム小

ブロックを少量含む暗褐色土,第 2層 はローム粒子・ローム刻ヽブロックを多量,焼上粒子・炭化粒子を少量,

ローム小ブロックを極少量含む暗褐色土,第 3層 はローム粒子・ローム小ブロックを多量,焼土粒子・炭化粒

子を少量,ロ ーム中ブロック・炭化物を極少量含む暗褐色土,第 4層 はローム粒子・焼土粒子を多量,ロ ーム

小ブロック・焼土ブロックを中量,炭化粒子 。ローム刻ヽブロックを少量含む暗褐色土,第 5層 はローム粒子を

少量,焼土粒子・炭化粒子を極少量含む黒褐色土である。 自然堆積 と思われる。

遺物 全域の覆土上層に少量の上師器が少量出土 している。第74図 1の変・ 3の甑は竃内から, 6・ 7の不は

中央部床面か ら出上 している。

所見 本跡は,古墳時代後期の住居跡である。

第16号住居跡出土遺物観察表

図,仮番 器 種 計測値にm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・娩成 備  考

第74図

1

甕
土 師 器

A[17.0]
B(4_6)

日縁部片。頸言Ыまくびれ,口縁音団ま
タト傾する。

口縁部内・外面横ナえ 砂粒 ,パ ミス

明赤褐色
普通

P-125
5%
竃内

2

甕
土 宦W器

B(218)
C102

平底。胴上半部以上欠損。胴吉Ыま内
彎して立ち上がる。

胴部外面ヘラ削り後ヘラナデ。内面
ナデ。

砂粒 ,長石 ,パ ミス

赤色
不良

P-105
50°/O

中央部覆土中層

3

甑
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

無底式。胴部は内彎 して立ち上が
り, 日縁部は外反する。

口縁部横ナえ 月同部外面ヘラ削り後
ヘラナデ。内面ヘラナデ。

砂粒 ,長石 ,パ ミス

橙色
普通

P-107
90°/。

竃内

4

甕
土 師 器

A[20_0]
B(144)

胴中央部以下欠損。胴言Ыま内彎して
立ち上がり,頸部はくびれ,日縁部
は外反する。

目縁部内・外面横ナデ。胴部外面へ

ラ削 り後ヘ ラナデち内面粗いヘラナ

九

砂粒 ,雲母 ,礫

褐色
普通

P-106
25%
竃付近覆土中層

5

甑
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

無底式。胴部は内彎 して立ち上が

り, 口縁部は外反する。

日縁部内・外面横ナ汎 胴部外面ヘ

ラ削り後ヘラ磨き。内面ヘラナデ。
砂粒 ,長石
にぶい黄橙色
普通

P-109
30%
北東コーナー

付近覆土上層

6

ITh

上 師 器

Ａ

Ｂ

14 7

46
丸底。休部は内彎 して立ち上が り,

そのまま日縁部に至る。
日縛 Ыま直立する。

口縁都横ナデ。体部外面ヘラ削り後
ヘラナデ。

砂粒 ,雲母 ,長石

赤色
普通

P― ■0

98%
中央部床面

7

不
土 師 器

A[136]
B(50)

底部欠損。体部は内彎して立ち上が

り,そのまま口縁部に至る。
日縁部は直立する。

口縁部内・外面積ナ∴ 体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
砂粒 ,雲母 ,礫

赤色
普通

P-114
35%
中央部床面
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第20号住居跡 (第 75図 )

位置 調査区の東部,B9b2区。

重複関係 本跡は,北部の竃付近及び南西コーナー付近を第 1号濤によって東西に掘 り込まれているので第 1

号濤より本跡のほうが古い。

規模と平面形 長軸4,Om。 短軸4.Omの 方形。

主車由方向 N-17° 一W

壁 壁高は,30～ 58cmで,ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝 北・南壁下及び東壁下の一部にみられる。上幅10～ 17cm,深 さ10cm程 で,断面形は「U」 字状である。

床 やや凹凸は見られるが,ほぼ平坦で,特に南西部が硬 く締まっている。

ビット 5か所 (Pl～ P5)。 Pl～ P4は,径28～ 41cmの 円形で,深さ26～ 65cmである。規模や酉己列から主柱穴

と考えられる。P5は ,径30cm程の円形,深さ27cmで,位置等から出入口施設に伴うピットと考えられる。

電 北壁中央部を壁外に37cm程掘 り込み,砂や粘土で構築されている。規模は長さ100cm,幅 107cmである。天

井部は,崩落している。袖部の遺存状態は良く,火床部は,赤変硬化している。煙道部は,火床部から緩やか

に立ち上がる。覆土は14層 からなる。第 1層はローム粒子・焼土粒子を少量含むにぶい褐色土,第 2層 はロー

ム粒子多量,焼土粒子・焼上小ブロックを中量含むにぶい赤褐色土,第 3層 はローム粒子を多量,ロ ーム小ブ

ロック・粘土小ブロックを少量含むにぶい褐色土,第 4層 はローム粒子・ローム小ブロックを中量,焼土粒子

を少量含む褐色土,第 5層 はローム粒子・ローム小ブロックを多量,砂を少量,焼土粒子を極少量含む灰褐色

土,第 6層 はローム粒子を多量,砂 。ローム刻ヽブロックを中量, ローム小ブロック・炭化粒子・焼土粒子を少

量含む褐色上,第 7層 はローム粒子・ローム小ブロック・焼土中ブロックを少量,焼土粒子・焼土小ブロック

を中量含むにない赤褐色土,第 8層 はローム粒子・ロームJヽ ブロック・焼土粒子を極少量含む灰褐色土,第 9

層はローム粒子・ローム小ブロックを多量,ロ ーム中ブロック・焼土粒子を少量含む灰褐色土,第 10層 はロー

ム粒子・ローム小ブロックを多量,焼土小ブロックを中量,焼土小ブロックを少量含む褐色土,第 11層 はロー

ム月ヽブロック・焼土小ブロックを中量,焼土大ブロックを極少量含むにぶい赤褐色土,第 12層は焼土粒子を多

量,灰・ローム粒子を中量含むにぶい赤褐色土,第 13層 はローム粒子・砂・焼土粒子を中量,焼土小ブロック

を少量含む褐色土,第 14層 はローム粒子を中量,焼土粒子 。焼土小ブロックを少量含む褐色土である。

覆± ■層からなる。第 1層はローム小 。中ブロックを少量,焼土粒子・炭化物・砂を極少量含む灰褐色土,

第 2層 はローム小・中ブロックを少量,炭化物・焼土小ブロックを極少量含む暗褐色土,第 3層 はローム粒子

を多量含む褐色土,第 4層 は粘上を少量,ローム粒子・焼土ブロック・炭化物を極少量含む褐色土,第 5層は

粘上を多量含む黄褐色土,第 6層 はローム粒子を中量,炭化物を極少量含むにない褐色土,第 7層 はローム粒

子を多量,焼土小ブロックを極少量含むにない褐色土,第 8層 はローム小・中ブロックを少量,炭化物・焼土

小ブロックを極少量含む灰褐色土,第 9層 はローム粒子を少量含む褐色土,第 10層 はローム粒子を少量含む暗

褐色土,第 11層 はローム粒子を中量,焼土小ブロックを極少量含む褐色上である。自然堆積 と思われる。

遺物 覆土下層から土師器・須恵器 。土玉 。鉄斧・石製模造品が出上している。第76図 4の lThが中央部床面か

ら, 6・ 7の不が竃内から出上している。21の上製の紡錘車と22の鉄斧が中央部床面から出上している。10の

須恵器不は竃付近覆土上層からの出土であり,流れ込みと考えられる。本跡は,壁際,床面から炭化材,焼土

が少量検出されている。

所見 本跡は炭化物・焼上が少量検出されることから,焼失家屋と考えられる。本跡は,古墳時代後期の住居

跡である。
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第75図 第20号住居跡・竃実測図
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第76図 第20号住居跡出上遺物実測図(1)
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第20号住居跡出土遺物観察表

第22号住居跡 (第23図 )

位置 調査区の東部,B8b9区。

重複関係 本跡は,第 23号住居跡と,第21号住居跡を掘 り込んでいるため本跡が新しい。第 1号濤に浅 く掘 り

込まれているため,本跡が古い。

規模と平面形 長軸5。 lm・ 短軸5.Omの 方形。

主軸方向 N-24° 一W

壁 壁高は,12～ 50Cmで,ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝 北東壁と北西壁を除いて,壁濤が周回している。上幅10～ 20Cm,深 さ10Cm程で,断面形は「U」 字状で

ある。

床 平辺であり,竃全面の中央部や貯蔵穴付近が特に堅緻である。

器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備  考

第76図

1

甕

土 師 器

A[20,8]
B273
C[7.61

平底。胴部は内彎して立ち上がり,

頸部はややくびれ,日縛 印ま外反す
る。

日縁部内・外面横ナえ 胴都外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
砂粒 ,パ ミス,ス コ

リア
橙色
普通

P-161
60°/。

竃西側付近床面

2

甕
上 師 器

A[15.0]
B(172)

胴下半部以下欠損。層Π部は内彎して

立ち上がり,頸部はくびれ 日縁部
は外反する。

口縁部内・外面積ナ∴ 胴部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
砂粒 ,雲母 ,パ ミス

明赤褐色
普通

一
％
内

Ｐ
２５
竃

3

甑
土 師 器

A22.2
B(15.81

底部欠損。胴部は内彎して立ち上が
り,日縁部は外反する。

口縁部内・外面横ナデ。胴部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
砂粒 ,雲母 ,パ ミス

赤禍色
普通

P-163
70°/O

中央部床面

4

不

土 師 器

A 14.0
B 53
C 62

平底。体部は内彎して立ち上がり,

そのまま日縁部に至る。
日縁部は直立する。

口縁部内・外面横ナデ。胴部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ナデ。
砂粒 ,雲母 ,パ ミス

にない橙色
普通

P-164
100%東 壁 中
央際覆土中層

5

不
土 師 器

A127
B4.2

丸底。体部は内彎して立ち上がり,

日縁部はわずかに外反する。
口縁部内・外面積ナえ 体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面横ナデ。
砂粒 ,雲母 ,パ ミス

黄褐色
普通

P-165
80%
北東コーナ床面

不
土 師 器

A[140]
B 42

丸底。体部は内彎して立ち上がり,

日縁部は直立する。
口縁部内・外面積ナデ。体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
砂粒 ,長石 ,パ ミス

明赤褐色
普通

P-166
50°/。

竃内

7

不
上 師 器

A[15.0]
B(54)

底部欠損。体部は内彎して立ち上が

り,そのまま口縁部に至る。
日縁部はわずかに外反する。

口縁部内・外面横ナデ。体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ナデ。内・

外面赤彩痕。

砂粒 ,雲母 ,礫

赤色
普通

P-167
25%
竃内

不
土 師 器

A[16.41
B 5,9

口縁部欠損。体部は内彎して立ち上
がり。日縁部はわずかに外反する。

口縁都横ナデ。体部外面ヘラ削り後
ヘラナデ。内面ナデ。

砂粒 ,パ ミス

明赤褐色
普通

一
％
内

Ｐ
３０
鼈

土 師 器 B(9.2)
C 3.1

口縁部欠損。平底。体部は内彎して

立ち上がり,頸部はくびれ,日縁部
は外反する。

lV眺 体部外面ヘラ削 り後ヘラナ

え 頸部ヘラ磨き。
砂粒 ,雲母 ,パ ミス

橙色
普通

P-169
80% 東壁

中央際覆土上層

17N

須 恵 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は外傾して立ち上がり,

日縁部は外反する。

水挽き成形。底部回転ヘラ削り。 砂粒 ,雲母 ,礫

明褐灰色
普通

P-170
80%
電付近覆土上層
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第79図 第22号住居跡出上遺物実測図(I)
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第80号 第22号住居跡出土遺物実測図は)
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0           10Cm

第82図 第22号住居跡出上遺物実測図(4)

ビット 8カ所 (Pl～ P8)o Pl～ P4は,径22～34cmの 円形で,深さ25～ 73cmで ある。規模や配列から主柱穴

と考えられる。P5～ P8は,径21～ 81cmの楕円形,深さ20～ 26cmで,位置等から補助柱穴と考えられる。

電 北壁中央部を壁外に37cm程掘 り込み,砂や粘上で構築されている。規模は長さ110cm,幅 90clnで ある。天丼

部は,崩落しているが,袖部は遺存状態が良い。火床は,熱 を受け赤変硬化 している。煙道部は火床部から緩

やかに立ち上がる。覆土は18層からなる。第1層 は焼土粒子を多量,ローム粒子・ローム小ブロックを中量,

焼土小ブロックを少量,粘土を極少量含む褐色土,第 2層はローム粒子・ローム小ブロックを中量,砂 。焼土

号住居跡出土遺物実測・拓影図(3)
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粒子を極少量含む褐色土,第 3層は砂・焼土粒子を中量含む褐色土,第 4層 はローム粒子を少量,焼土粒子を

極少量含む褐色土,第 5層 はローム粒子・ ローム小ブロックを中量,焼土小ブロックを少量含む褐色土,第 6

層は焼土粒子・ローム小ブロックを中量,焼土刻ヽブロックを少量含む褐色土,第 7層はローム粒子・焼土粒子

を中量,焼土小ブロック・砂・ローム小ブロックを少量含む褐色土,第 8層 は焼土粒子を多量,焼土小ブロッ

クを中量,灰を少量含むにない赤褐色土,第 9層 は焼土大プロックを中量,焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブ

ロックを少量含むにない赤褐色土,第 10層 はローム小ブロックを中量,焼土小ブロックを少量,焼土小ブロッ

ク・砂を極少量含むにない赤褐色土,第 11層 はローム粒子を中量,ロ ーム刻ヽブロック・焼土粒子を少量含む褐

色土,第 12層は砂を多量,焼土粒子・ローム月ヽブロックを中量,ローム小ブロック・焼土小ブロック・炭化粒

子を極少量含むにない褐色土,第 13層は砂・焼土粒子を多量,ローム小ブロック・焼土小ブロックを少量含む

暗褐色上,第 14層 はローム粒子・焼土粒子を少量含む褐色土,第 15層 はローム粒子を中量, ローム小ブロッ

ク・焼土粒子を少量含む暗褐色土,第16層 は焼土粒子・ローム粒子を中量,砂を少量含む暗褐色土,第 17層 は

暗褐色土・ローム粒子を少量含む明褐色土,第18層 は焼上粒子・砂を中量,焼土小 。中ブロック・ローム中ブ

ロックを少量含む明赤褐色上である。

貯蔵穴 南壁中央部付近に付設され,規模は長さ138cm,幅 110cmである。底面は凹凸状を呈 し,壁は緩やかに

外傾 して立ち上がっている。貯蔵穴の周囲には幅10～ 40cm,厚 さ10cm程 の粘土を周堤状に貼 り巡らしている。

覆土は 7層 (第 9層 ～第15層 )か らなる。第 9層 はローム粒子・ローム小ブロックを中量,炭化粒子を極少量

含む黒褐色土,第 10層はローム粒子を中量,炭化粒子を少量含む黒色土,第 11層はローム粒子を中量, ローム

小ブロックを極少量含む暗褐色土,第 12層はローム粒子を少量,炭化粒子・粘土を極少量含む黒色土,第 13層

はローム粒子を少量,粘土小ブロックを極少量含む黒褐色土,第 14層 はローム粒子・ローム小ブロックを中

量, ローム大ブロックを少量含む暗褐色土,第 15層 は粘土を多量含むにぶい褐色上である。

覆上 覆土は13層 (第 4層 ～第 8層,第 16層 ～第23層)か らなる。第 4層 はローム粒子・ローム小ブロックを

中量,焼土粒子・炭化粒子を極少量含む極暗褐色土,第 5層 はローム粒子・ローム小ブロックを中量,焼土粒

子・炭化粒子・ローム小ブロックを少量含む極暗褐色土,第 6層はローム小ブロックを極少量含む暗褐色土,

第 7層はローム粒子を多量,ロ ーム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子を少量含む黒褐色土,第 8層はローム粒

子・ローム小ブロックを多量,ローム小プロックを極少量含む暗褐色土,第 16層はローム粒子を中量,焼土粒

子・焼土大ブロックを少量含む極暗褐色土,第 17層 はローム粒子を中量, ローム河ヽプロック・炭化物・焼土粒

子を少量含む暗褐色土,第 18層 はローム粒子・炭化物を中量含む黒褐色土,第 19層はローム粒子を中量,焼土

粒子・炭化粒子を少量含む暗褐色土,第 20層 はローム粒子を中量,焼土粒子・炭化粒子を少量含む褐色土,第

21層 はローム粒子を多量含む明褐色土,第 22層 はローム粒子を多量,ローム小ブロックを少量,炭化粒子を極

少量含む褐色土,第23層 は暗褐色土を中量含む明褐色上である。自然堆積 と思われる。

遺物 北部及び電,貯蔵穴内の覆土中・下層から多量の上師器片・磨製石斧 (第81図 26)。 浮子 (第81図 27)・

支脚 (第81図 28)。 石鏃 (第82図 1)が出上している。第79図 1・ 5の甕は北コーナー中・下層から,第87図 7

の甑が竃西側下層から,第 80図 10・ 第81図 15・ 19。 22の不が貯蔵穴内から出上している。磨製石斧と石鏃は流

れ込みである。南コーナー付近に,少量の炭化材,焼上がみられる。

所見 本跡は,炭化物・焼上の状況から,焼失家屋と考えられる。本跡は,古墳時代後期の住居跡である。
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第22号住居跡出土遺物観察表

器 種 計測値にm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上 。色調・焼成 備  考

第79図

1

甕
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部は内彎して立ち上がり,

頸部はくびれ,日縁部は外反する。
口縁部内・外面積ナデ。胴部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
砂粒 ,パ ミス,礫

明赤褐色
普通

P-172
80°/。

北西 コーナー

付近覆上下層

2

甕
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は内彎して立ち上がり,

頸部はくびれ,日縁部は外反する。

日縁部内・外面横ナデ。胴部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ナデ。
砂粒 ,雲母 ,パ ミス

明赤褐色
普通

P-173
80°/。

竃前面付近床面

3

甕

器

型

師

小

上

Ａ

Ｂ

13 3

12.3
九底。胴部は内彎して立ち上がり,

頸部はやや くびれ,日 縁部は外反す
る。

日縁部内・外面横ナデ。胴部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
砂粒 ,雲母 ,パ ミス

橙色
普通

P-177
10% 竃西側
付近覆土下層

4

甕
土 師 器

A 16.6
B(14.6)

底部欠損。胴部は内彎して立ち上が
り,頸部はくびれ,日 縁部は大きく
外反する。

口縁部内・外面横ナえ 胴部外面ヘ

面ヘラ削り後ヘラナデ。内面ナデ。

″ヾ ミス猟
髄
魏

P-176
60°/O

北西コーナー

付近覆土中層

5

甕
土 師 器

A[15.3]
B(23.0)

底部欠損。胴部は内彎して立ち上が

り,頸部はくびれ 日縁部は外傾す
る。

口縁部内・外面横ナえ 胴部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ナデ。
砂粒 ,雲母 ,パ ミス

赤色
普通

P-175
50°/O

北西コーナー

付近覆土中層

第80図

6

霊

土 師 器

A 16.7
B(20.4)

胴下半部以下欠損。胴部は内彎して
立ち上がり,頸部はくびれ,日縁部
は外傾する。

口縁部内・外面横ナデ。胴部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ナデ。
内面に輪積痕。

砂粒 ,パ ミス,礫

橙色
普通

P-17450%
竃・北西コーナー

付近覆土中層

7

甑
土 師 器

A21.3
B 20.8
C 6.9

無底式。胴部は内彎 して立ち上が

り,日 縁部は外反する。

口縁部内・外面横ナデ。胴部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
砂粒 ,長石 ,パ ミス

橙色
普通

P-178
90% 鼈西側
付近覆上下層

8

甑
土 師 器

６

８

宙

Ａ

Ｂ

Ｃ

無底式。胴部は内彎 して立ち上が

り,頸部は直立する。日縁部は外反
する。

日縁部内・外面積ナデ。胴部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
砂粒 ,長石 ,パ ミス

明赤褐色
普通

P-179
60,る

北西コーナー

付近覆土下層

9

甑
土 師 器

A 22.5
B23.3
C 7.5

無底式。胴部は内彎 して立ち上が

り,頸部はくびれ 日縁部は外反す
る。

口縁部内・外面横ナλ 胴部外面へ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
砂粒 ,パ ミス,ス コ

リオ
にぶい褐色
普通

P-180
60°/。

電前面付近覆土

下層

不
上 師 器

A13,7
B 6.1

九底。体部は内彎して立ち上がり,

日縁部との境ににない稜をもち,日
縁部は外反する。

口縁部内・外面横ナえ 体部外面ヘ

削り後ヘラナデ。内面ヘラナ凡
内 。外面赤彩痕。

砂粒 ,雲母 ,礫

赤色
普通

P-181
98°/O

貯蔵穴覆土中層

ITh

土 師 器

13.0

6.0

Ａ

Ｂ

丸底。体部は内彎して立ち上がり,

口縁部との境ににぶい稜をもち,日
縁部は外反する。

口縁部内・外面横ナデ。体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
内・外面赤彩痕。

砂粒 ,長石 ,パ ミス

明赤褐色
普通

P-187
90% 蓬前面
付近覆上下層

不
土 師 器

A[14.2]
B 5.4

丸底。体部は内彎して立ち上がり,

口縁部との境に明瞭な稜をもち,日
縁部は外反する。

口縁部内・外面積ナデ後ヘラ磨き。
体部外面ヘラ削り後ヘラナデ。内面
ヘラ磨き。内・外面黒処

砂粒 ,雲母 ,パ ミス

黒色
良

P-190
75°/。

南西コーナー

付近覆上上層

不
土 師 器

A[15.Ol
B(50)

底部欠損。体部は内彎して立ち上が
り,口 縁部 との境ににない稜をも

口縁部は外反する。

口縁部内・外面横ナデ後ヘラ磨き。
体部外面ヘラ削り後ヘラナデ七内面
暗文状のヘラ磨き。

砂粒,パ ミス

橙色
良

P-193
15%
苗西コーナー

付近覆土上層

不
土 師 器

13,7

69
Ａ

Ｂ
九底。体部は内管して立ち上がり,

日縁部との境ににない稜をもち,日
縁部は外反する。

日縁部内・外面積ナデ。体部外面ヘ

面ヘラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナ
デ。内・外面赤彩痕。

砂粒 ,雲母 ,パ ミス

暗赤色
普通

P-186
100%
貯蔵穴覆土中層

第81図

15

不
土 師 器

13.8

60
Ａ

Ｂ

丸底。体部は内彎して立ち上がり,

そのまま口縁部に至る。口縁部は外
反する。

口縁部内・外面横ナデ。体都外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面摩滅著しく
調整不明。

砂粒 ,雲母
橙色
不良

P-182
100%
貯蔵穴覆土中層

不
土 師 器

13.2

5,4

Ａ

Ｂ

丸底。体都は内彎して立ち上がり,

口縁部との境ににぶい稜をもち,日
縁部は外傾する。

日縁部内・外面横ナえ 体部内・外
面ヘラ削り後ヘラナデ。

砂粒 ,雲母 ,パ ミス

橙色
普通

P-183
100%
貯蔵穴覆土中層

ITh

土 師 器

Ａ

Ｂ

丸底。体部は内彎して立ち上がり,

そのまま日縁部に至る。
口縁部は外反する。

口縁部内・外面積ナデ。体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
砂粒 ,雲母 ,礫

橙色
普通

P-185
95% 竃東側

付近覆土中層

杯
上 師 器

A 14.0
B 43

丸底。体部は内彎して立ち上がり,

そのまま口縁部に至る。
日縁部は外傾する。

口縁部内・外面積ナえ 体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
砂粒 ,雲母 ,礫

橙色
普通

P-192
60%
中央部覆土中層

不
土 師 器

Ａ

Ｂ

13 0

56
九底。体部は内彎して立ち上がり,

そのまま口縁部に至る。
日縁部は外反する。

口縁部内・外面横ナデ。体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
砂粒 ,パ ミス,ス コ

リア
明赤褐色
普通

P-184
100%
貯蔵穴覆土中層
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図版番 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

邦
土 師 器

A 13.0
B 5.2

九底。体部は内管して立ち上がり,

そのまま口縁部に至る。
日縁部は外反する。

日縁部内・外面積ナデ。体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
砂粒 ,長石 ,パ ミス
にない橙色
普通

P-191
70°/O

竃東側付近上層

不
土 師 器

A13.2
B 5.3

丸底。体部は内彎して立ち上がり,

そのまま口縁部に至る。
日縁部は外反する。

口縁部内・外面横ナデ。体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
砂粒 ,パ ミス,ス コ

リア
橙色
普通

P-189
95°/。

竃前面付近中層

不
土 師 器

A14.0
B 5,9

九底。体部は内彎して立ち上がり,

そのまま口縁部に至る。
日縁部は外反する。

日縁部内・外面横ナデ。体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
砂粒 ,雲母 ,ス コリ
ア
橙色
普通

P-188
959る

北西部床面

婉

土 師 器

A 13.8
B 7.7

丸底。体部は内彎して立ち上がり,

そのまま口縁部に至る。
日縁部は外反する。

口縁部内・外面積ナデ。体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
砂粒 ,雲母 ,礫

橙色
普通

P-194
100%
貯蔵穴覆土中層

チ宛
土 師 器

A16.1
B 7.2

丸底。体部は内彎して立ち上がり,

そのまま日縁部に至る。
口縁部は外反する。

日縁部内・外面積ナ民 体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
砂粒 ,パ ミス,ス コ

リア
にない橙色
普通

P-195
98% 南壁中央
際付近覆土上層

第28号住居跡 (第83図 )

位置 調査区の中央部,B6h3区。

重複関係 本跡の南東コーナー付近は,第27土坑に掘 り込まれているため,本跡の方が古い。

規模と平面形 長軸5。 2m・ 短軸5.lmの 方形。

主軸方向 N-20° 一W

壁 壁高は, 5～ 40clnで ある。北 。東壁は撹乱を受け遺存状態は悪いが,西・南壁は遺存状態が良 く,ほぼ垂

直に立ち上がる。

床 平坦であるが,やや東側に向かって傾斜 している。中央部が特に堅緻である。

ビット 4か所 (Pl～ P4)。 Pl～ P4は ,径28～36cmの 円形で,深さ59cmである。規模や配列から主柱穴と考

えられる。

電 北壁中央部を壁外に10clll程掘 り込み,砂や粘上で構築されている。規模は長さ110cm,幅 100cmを有するも

のと推定される。 トレンチャーによる撹舌しを受けているため,竃の遺存状態は悪 く,天丼部や煙道部は不明で

ある。火床部は,レ ンガ状に赤変硬化している。

貯蔵穴 南壁中央に位置する。長さ124cm・ 幅123clllの 楕円形で,深さ31cmである。底面は皿状で壁は外傾 して

立ち上がる。覆土は 8層からなる。第 1層は焼土大・小ブロックを少量,ロ ーム粒子・炭化物を極少量含む褐

色上,第 2層は焼土小・中ブロックを中量,砂・ローム粒子・炭化物を極少量含む褐色土,第 3層 は焼土大・

小ブロックを少量,炭化物・砂を極少量含む褐色土,第 4層 は焼土小ブロックを中量,炭化物・砂を極少量含

むにぶい褐色土,第 5層は砂を多量,焼土大ブロックを少量含むにぶい責橙色土,第 6層 は焼土中ブロックを

中量,砂を少量含む灰褐色土,第 7層 は焼土大・小ブロックを中量,ローム粒子・炭化物・砂を極少量含む褐

色土,第 8層 は焼土粒子を多量,砂を極少量含む橙色上である。

覆上 4層からなる。第 1層はローム粒子を中量,焼土小ブロックを極少量含む明褐色土,第 2層 はローム中

ブロックを少量,焼土小ブロック・炭化物を極少量含む黒褐色土,第 3層はローム小 。中ブロックを少量,炭

化物を極少量含む褐色土,第 4層 はローム粒子を中量,焼上小ブロックを極少量含む褐色上である。自然堆積

と思われる。

遺物 中央部覆土中・下層から多量の上師器・土玉・土製品が出上している。第84図 1の甕・第85図 11の 不は

貯蔵穴内から出土し,第84図 5の万ヽ型壺は北東コーナー付近の覆土中層から出上している。

所見 本跡は,古墳時代後期の住居跡である。
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第28号住居跡出土遺物観察表

図,振番 器 種 計測値にm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

図８４

１

第 甕
土 師 器

Ａ

Ｂ

胴下半部以下欠損。胴部は内彎して
立ち上がり,頸部はくびれ,日縁部
は外反する。

口縁部内・外面横ナデ。胴部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
砂粒 ,雲母 ,パ ミス

にぶい橙色
普通

P-218
30% 貯蔵穴

中央部覆土中層

甕
土 師 器

A[150]
B(170)

底部欠損。胴部は内彎して立ち上が
り,頸部はくびれ,日縁部は外反す
る。

日縁部内・外面積ナ∴ 胴部外面ヘ

面ヘラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナ
砂粒 ,礫 ,パ ミス

明赤褐色
普通

P-219
25%
竃前面付近

3

甕
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部は内彎して立ち上がり,

頸部はくびれ,口縁部は外反する。

口縁部内・外面積ナえ 胴部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
砂粒 ,雲母 ,礫

赤色普通

P-217
989`

竃前面付近

4

甕

器
型
師

小
土

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部は内彎して立ち上がり,

日縁部は外反する。
日縁部内・外面積ナデ。胴部外面ヘ

ラ削り後′ヽラナデ。内面ヘラナデ。

ス粒
色
通

砂
橙
普

P-220
100°/c

中央部覆土中層

5

士宝
器

頸
師

短

土

Ａ

Ｂ

丸底。胴部は内彎して立ち上がり,

頸部はくびれ,日縁部は直立する。

口縁部内・外面ヘラ磨き。胴部外面
ヘラ削 り後ヘラナデ。内面ヘラ磨
き。内 。外面赤彩痕。

砂粒 ,雲母 ,長石
明赤褐色
良

P-214
98,る

北東コーナー

付近覆土中層

甕
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部は内彎して立ち上がり,

頸言日まくびれ,日縁部は外反する。

口縁部内・外面横ナデ。頸部外面へ

ラ削り。胴部外面ヘラ削り。
内面磨滅著しく調整不明。

砂粒 ,雲母 ,パ ミス
にない赤褐色
普通

P-216
100%
貯蔵穴覆土中層

7

不
土 師 器

Ａ

Ｂ

丸底。体部は内彎して立ち上がり,

日縁部との境ににぶい稜をもつ。
日縁部は外反する。

口縁部内・外面横ナデ。体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
内・外面赤彩痕。

砂粒 ,長石 ,パ ミス

明赤褐色
普通

P-221
100%
北西コーナー

付近覆土中層

不

土 師 器

A126
B 56

九底。体部は内彎して立ち上がり,

日縁部との境ににぶい稜をもつ。
日縁部は外反する

口縁部内・外面横ナデ。体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
内 。外面赤彩痕。

砂粒 ,長石 ,パ ミス

赤褐色
普通

P-222
100%南壁中央
付近覆土中層

不
土 師 器

Ａ

Ｂ

丸底。体部は内彎して立ち上がり,

日縁部との境ににない稜をもつ。
日縁部は外反する。

日縁部内・外面積ナデ。体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
内・外面赤彩痕。

砂粒 ,雲母 ,パ ミス

赤褐色
普通

P-223
100%
鼈前面覆土中層
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図版 器 種 計測値(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

邦
土 師 器

A 12.5
B 5.3

丸底。体部は内彎して立ち上がり,

日縁部との境ににない稜をもつ。
口縁部は外反する。

日縁部内・外面積ナデ。 体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
砂粒 ,礫 ,パ ミス

赤色
普通

P-225100%
南壁中央から東
より覆土中層

第85図

11

不
土 師 器

A13.2
B 5.5

丸底。体部は内彎して立ち上がり,

日縁部は直立する。

口縁部内・外面横ナデ。体部外面へ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
内・外画赤彩痕。

砂粒 ,パ ミス

赤褐色
普通

P-224
95°/O

貯蔵穴覆土中層

不
土 師 器

A[13.2]
B 5.3

丸底。体部は内彎して立ち上がり,

日縁部との境ににぶい稜をもつ。
日縁部は外反する。

口縁部・外面積ナデ。体部外面ヘラ
削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
日縁部は外反する。

砂粒 ,雲母 ,パ ミス

黒褐色
普通

P-226
55°/O

電西側付近

婉

土 師 器

A 13 3
B 79

九底。体部は内彎して立ち上がり,

日縁部は外反する。

口縁部内・外面横ナデ。体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナえ
砂粒 ,雲母 ,パ ミス

明赤褐色
普通

P-227
100%貯蔵穴

東部覆土中層

,免

土 師 器

A145
B 71
C 65

平底。体部は内彎して立ち上がり,

日縁部は外反する。

日縁部内・外面横ナデ。体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラナデ。
砂粒 ,パ ミス

赤褐色
普通

P-228
90% 貯蔵穴

東側覆土中層

壺
器

頸
師

短
土

A 10.8
B 68

丸底。胴部は内彎して立ち上がり,

日縁部は,内傾する。

日縁部内・外面横ナデ。体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内画ヘラ磨き。
砂粒 ,雲母 ,パ ミス

赤色
良

P-215
80%
北東コーナー付近

第32号住居跡 (第86図 )

位置 調査区の中央部, C5a4区 。

規模と平面形 長軸 (7.0)m・ 短軸6.9mの 方形と推定される。

主軸方向 N-15°一E

壁 壁高は, 7～ 27cm全 ほぼ外傾 して立ち上がる。

床 残存部は平坦であり,特に中央部は硬 く締まっている。

ビット 3か所 (Pl～ P3)検出されている。Pl～ P3は ,径33～ 52cmの 円形で,深さ61～ 85cmである。規模や

配列から主柱穴と考えられる。

電 北壁中央部から壁外に50cm程掘 り込み,砂や粘上によって構築されている。規模は,長さm2cm,幅 113cal

と推定される。耕作による境乱により大半を破壊され,袖部が断片的に遺存しているにすぎない。火床は,赤

変硬化 している。煙道部は火床から緩やかに外傾 して立ち上がる。8層からなる。第 1層はローム粒子を少量,

焼土粒子を極少量含む暗褐色土,第 2層 はローム粒子・焼土粒子を極少量含む暗褐色土,第 3層 はローム粒子

を多量含むにない褐色土,第 4層はローム粒子・炭化物を極少量含む暗褐色土,第 5層 は砂を少量,焼土粒子

・炭化物を極少量含む灰褐色土,第 6層 は焼土粒子を中量,炭化物を極少量含む灰褐色土,第 7層 は焼土大ブ

ロックを少量,炭化物を極少量含む明赤褐色土,第 8層 はローム粒子を中量含む褐色土である。

覆土 耕作による撹乱を受けているため,堆積状況は不明である。覆土は 9層からなる。第 1層はローム粒子

を少量,焼土小ブロックを中量,炭化物を極少量含む暗褐色土,第 2層 は暗褐色上を中量, ローム小ブロック

を少量,炭化物を極少量含む暗褐色土,第 3層はローム粒子・炭化物を少量含む褐色土,第 4層 はローム小ブ

ロック・焼土小ブロックを極少量含む黒褐色土,第 5層 は砂を少量,焼土小ブロック・炭化物を極少量含む灰

褐色土,第 6層 はローム粒子を中量含む褐色土,第 7層 はローム粒子を中量,炭化物を極少量含む褐色土,第

8層 は焼土小ブロックを中量含む暗赤褐色土,第 9層 は焼土粒子・炭化物を中量,ローム粒子を少量含む褐色

土である。

遺物 壁際覆土下層から極少量の上師器が出上している。第87図 2の ミニチュア上器は北壁際覆上下層から,

第87図 1の甑は竃東側の覆上下層から出上している。南西部には多量の炭化物・焼上がみられる。

所見 本跡は,床面にみられる多量の焼土・炭化物の状況から,焼失家屋と考えられる。本跡は,古墳時代後

期の住居跡である。
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第32号住居跡出土遺物観察表

(2)古墳

第 1号墳 (第87'90図 )

位置 調査区の西部の台地先端部のC3区を中心に確認されている。本墳の北東側 6mに 第 2号墳が位置し,北

東側10mに 第 3号墳が位置している。

規模と平面形 墳丘は既に消失している。平面形は,本墳の周濤の一部が南側の調査区域外のため完掘できな

かったが,周溝の形状から円墳と推定される。本墳の規模は,外法が長径 (南北)(20.0)m,短径 (東西)(19.

8)mで,内法は,南北16.Om,東西 (16.0)mと 推定される。埋葬施設は,墳丘の南東部に確認されている。

一。
10Cm

第89図 第 1号墳出上遺物実測図

第 1号墳出土遺物観察表

器 種 計測値にml 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備  考

第87図

1

HfR

土 師 器

B(90)
C[9.2]

胴部片。無底式。胴部は内彎して立
ち上がる。

胴部外面ヘラ削り後ヘラナデ。 砂粒 ,長石 ,パ ミス
にない褐色
普通

P-234
10%
篭東側付近床面

2

手捏土器
土 師 器

B(31)
C[4.2]

底部片。平底。体部は内彎する。 体部内面あらいヘラナデ。 砂粒 ,パ ミス

にない橙色
不良

P-235
20%
中央部覆土中層

器 種 計測値にml 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第88図

1

瓶
器恵

横
須

B(13.6) 体部破片。体都中央に最大径を持
ち,体部は球形である。

内外面ともにナデが施される。
色卿

願
魂

P-252
5%
主体部覆土中層
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周濤 周濤は円形に廻っていると推定されるが,南側は調査区域外 となっている。周濤の規模は上幅1,0～ 2.8

m,下幅0,25～ 1.30m,深 さ35～ 50mを 測る。壁は外傾 して立ち上がっている。覆土はローム粒子を含む黒褐

色土や暗褐色上が自然堆積 しており,いずれも硬 く締まっている。

埋葬施設 埋葬施設は墳丘の南東側の裾部 (C3e6区)で確認された。覆土は,粘上を小・中量含む褐色土・暗

褐色上が硬 く締まって堆積 している。埋葬施設は,すでに石は抜き取られているが,箱式石棺 と推定される。

掘 り方は,長軸1.4m,短軸0。 8m,深さ100cIIl程で地山を掘 り込んで構築 している。覆土からは石棺に使用され

ていた雲母片岩の石片や裏込めに使用された青自色の粘土や石片が検出されている。粘上の厚さは,遺存状態

の良い底面や壁面で 8～ 16cln程 である。石棺の規模は,抜き取られた石材の痕跡から長軸1.lm,短軸0.5m,

深さ80cm程である。

遺物 北部周溝覆土中から須恵器の細片が 2片出土し,埋葬施設の覆土中層から第89図 1の須恵器の瓶の破片

が出上している。東部周濤のC3c7,C3d7区 付近の 2か所からは,長さ3～ 25cm,厚 さ 3～ 6 calの 雲母片岩の

石片が集中して (集石部N01。 N02地 ′点)出土している。これらの石材は,埋葬施設から出上している雲

母片岩 と同じ石質で,埋葬施設が破壊された際に周濤付近に投棄されたものと推定される。

所見 本墳は, 7世紀中葉の古墳と考えられる。

第 2号墳 (第 91図 )

位置 調査区の西部B3区を中心に確認されている。本墳の南側 6mに第 1号墳が位置し,東側 4mに 第 3号

墳が位置している。

規模と平面形 本墳の墳丘は既に消失しており,本墳の北側は調査区外であるため調査できなかった。本墳の

規模は,直径約 (14.0)m,内法は直径約 (■ .2)mと 推定される。平面形は不明であるが,第 1号墳 と同様に

円墳と推定される。

周濤 周濤は円形に廻っていると推定されるが,北側は調査区外のため完掘できなかった。周濤の規模は,上

幅1.65～ 2.25m,下幅0。 15～ 1.05m,深 さ33～ 42cmである。壁は外傾 して立ち上がる。覆土は,ローム粒子を

含む黒褐色土 。褐色土が堆積 している。いずれもよく締まっている。

所見 本墳は,第 1号墳 とほぼ同じ場所にあり,周濤の彫 り方も同じであることから,第 1号墳 とそれほど時

期差はないものと思われる。
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第91図 第 2号墳実測図

第 3号墳 (第92図 )

位置 調査区の西部 B3区を中心に確認されている。本墳の南西側10mに 第 1号墳が位置し,西側 4mに 第 2号

墳が位置している。

規模と平面形 本墳の墳丘は既に消失しており,本墳の北側は調査区外であるため調査できなかった。規模は,

外法は直径約 (10.0)m,内法直径約 (9。 2)mと 推定される。平面形は第 1・ 2号古墳 と同様に円墳と推定され

る。

周濤 周濤は,他の古墳と同様に円形に廻っているので,円墳と推定される。北側は調査区外のため完掘でき

なかった。周濤の規模は,上幅0.95～ 1.7m,下幅0.7～ 1.6m,深さ23～ 30clllで ある。壁は外傾 して立ち上がる。

7

=ユー24.Om
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覆土は,ローム粒子を含む黒褐色土・褐色上が堆積している。いずれもよく締まっている。

所見 本墳は,第 1号墳とほぼ同じ場所にあり,周濤の掘り方も同じであることから,第 1・ 2号墳と時期差

はないものと思われる。

A 23.em
。
|。 |

ご
一

0             2m

第92図 第 3号墳実測図

3.奈良時代の遺構 と遺物

奈良時代の遺構は、竪穴住居跡が中位段丘より2軒確認されている。以下、検出した遺構や遺物の特徴につ

いて記載する。

(1)竪穴住居跡

第 1号住居跡 (第93図 )

位置 調査区の中央部,B7hl区。

規模と平面形 長軸3.3m・ 短軸2.7mの方形。

主軸方向 N-17°一E

壁 壁高は,18～ 25clllを 測 り,ほぼ外傾 して立ち上がる。

壁溝 東壁の壁下にあり,上幅16～ 20clmで,深さは 6 clll程 である。断面形は「U」 字状である。
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床 トレンチャーによる撹乱を受けている。残存している床面はほぼ平坦であり,全体的に硬 く特に竃全面や

中央部が, きわめて硬 く締まっている。

ビット 2か所 (Pl・ P2)oいずれも主柱穴と考えられ,平面形は円形である。径はPlが19cm, P2が 33clnで ,

深さはPlが37cmで, P2が 44clllで ある。他の柱穴は, トレンチャーによって破壊されているため不明である。

電 北壁中央部を壁外に17cm程掘 り込み,砂や粘上で構築されている。トレンチャーによる攪乱を受けており,

規模は長さ32cm,幅■Ocalと 推定される。天丼部・煙道部については不明で,袖部や火床部が僅かに残存してい

るにすぎない。覆土は13層からなる。第 1層はローム粒子を極少量含む黒褐色土,第 2層はローム粒子を極少

量含む灰褐色土,第 3層 ローム粒子・砂を極少量含む黒褐色土,第 4層は砂 (浅責色)を少量,焼土小ブロッ

クを極少量含む褐色土,第 5層 は砂 (淡責色)を中量,焼土粒子・炭化物を極少量含む褐色土,第 6層 はロー

ム粒子・焼土小ブロック・炭化物を極少量含む褐色土,第 7層 はローム粒子を少量含む暗褐色土,第 8層 は砂

山
1卜

い。

C

A

。
|口 IШ I

A ll.2m

式

第93図 第 1号住居跡実測図

C

F ll.lm

ご

o               2m

ド
一
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を多量,焼上粒子を極少量含む暗褐色土,第 9層は砂を少量,焼土小ブロックを極少量含む暗褐色土,第 10層

は砂を少量,焼土中ブロックを中量含む暗褐色土,第 11層はロームブロックを多量含む橙色土,第 12層 はロー

ム粒子・焼土粒子・炭化粒子を極少量含む暗褐色土,第 13層はローム粒子・ローム月ヽブロックを少量含む褐色

土である。確認された火床は,床面をわずかに掘 り窪めた程度で,赤変硬化 している。また,火床の南側には,

径46cm,深さ 5cmの平面形が円形の炉庭がある。

覆土 覆上の大半は トレンチャーによる攪乱を受けているが, 5層が確認されている。第 1層はローム粒子・

ローム小ブロックを少量,焼土粒子を極少量含む黒褐色上,第 2層 はローム粒子・粘土を少量,ロ ーム小ブロッ

クを極少量含む黒褐色土,第 3層はローム粒子を少量含む黒褐色土,第 4層 はローム粒子を少量含む黒色土,

第 5層はローム粒子を多量,ロ ーム刻ヽプロックを極少量含む褐色上である。

遺物 中央覆土上 。中層から極少量の上師器片,須恵器片が出上している。第94図 1の須恵器の高不は中央部

覆土中層から出上している。

所見 本跡は,奈良時代の住居跡である。

ー第94図 第 1号住居跡出土遺物実測図

第 1号住居跡出土遺物観察表

第 6号住居跡 (第 95図 )

位置 調査区の東部,B8h2区。

規模 と平面形 長軸 (4.2)m。 短軸4.lmの方形 と推定される。南側は,調査区外で調査できなかったため不明

である。

主軸方向 N-4° 一E

壁 壁高は44～ 47cmで,ほぼ垂直に立ち上がる。

床 平坦であり,特に竃前面やその周辺が硬 く締まっている。

ピッ ト 2か所 (Pl～ P2)。 Pl～ P2は,径31～ 34cmの 円形で,深さ28cmである。規模や酉己列から主柱穴 と考

えられる。

走 北壁中央部を壁外に32cm程掘 り込み,砂や粘土で構築されている。規模は長さ108cm,幅 ■Ocmを測 り,遺

存状態は良い。火床は赤変硬化 し,煙道部は火床から緩やかに立ち上がる。覆土は24層 からなる。第 1層 は粘

土粒子を中量,粘土小ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子を極少量含むにない褐色土,第 2層は焼土粒子・

焼土小ブロックを少量,砂・粘土小ブロックを極少量含むにない褐色土,第 3層 は焼土ブロックを中量,砂・

粘土粒子を少量,ロ ーム粒子・炭化粒子・焼土粒子を極少量含む褐色土,第 4層は砂・焼土粒子を多量含む淡

責色土,第 5層 は砂を多量,焼土粒子を極少量含む褐色土,第 6層 は砂・粘土小ブロック・焼土小ブロックを

少量,炭化粒子を極少量含む褐色土,第 7層は砂・焼土ブロックを極少量含む褐色土,第 8層 は砂を多量,焼

器 種 計測値(Cn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

図９４

１

第 不
器恵

高
須

B(4.3) 脚は,なめらかなカーブを描いて立
ち上がる。

水挽き。横ナデ。透かし窓はヘラ切
り。 色瞬

附
稚

P-249
5%
中央部覆土中層
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土粒子・炭化粒子を少量含む淡責色土,第 9層は焼土小ブロック・炭化粒子を中量,砂を少量含む極暗赤褐色

土,第 10層 は砂を多量,粘土粒子・焼土粒子を少量含む淡黄色土,第 11層は焼土粒子を多量含む橙色土,第12

層は砂・ローム粒子を中量,焼土粒子を多量含む橙色土,第13層 は砂・ローム粒子・焼土粒子を少量含む極暗

赤褐色土,第 14層 はローム粒子・焼土粒子小ブロックを中量含む暗赤褐色土,第 15層 はローム粒子・砂 を少

量,焼土小ブロックを中量含む暗赤褐色土,第 16層はローム粒子を少量,焼土粒子を中量,炭化物を極少量含

む暗赤褐色土,第 17層 は砂 。ローム粒子を中量,焼土粒子を多量含む暗赤褐色土,第 18層 は砂を中量,焼土中

ブロックを少量含む灰褐色土,第 19層は砂を少量,焼土小ブロックを極少量含む褐色土,第20層は焼土小 。中

ブロックを中量,砂・炭化物を極少量含むにない赤褐色土,第 21層 は焼土粒子を多量,焼土中プロック・炭化

粒子・砂を少量含む極暗赤褐色土,第22層 は焼土粒子を中量,砂・炭化粒子を少量含む暗赤褐色土,第23層 は

焼土粒子を多量,炭化粒子・砂を少量含む暗赤褐色土,第 24層 はローム粒子・焼土粒子を少量含むにおい褐色

土である。

hlh

A9.7m

0              2m

いＷ

Ｅ

卜
．０
　

・・・
―

判
LI

第95図 第 6号住居跡・竃実測図

0              1m
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D             10Cm

第90図 第 6号住居跡出土遺物実測図(1)
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覆± 6層からなる。第 1層はローム小・中ブロックを中量,焼土小ブロック・炭化物を極少量含む暗褐色土,

第 2層はローム小・中ブロックを中量,焼土小ブロック・炭化物を極少量含む黒褐色土,第 3層はローム粒子

を少量,ロ ーム小 。中ブロックを中量,炭化物・焼土小ブロックを極少量含む黒褐色土,第 4層はローム小・

中ブロックを中量,砂を少量,焼土小ブロック・炭化物を極少量含む黒褐色土,第 5層 はローム粒子・ローム

小・中ブロックを少量,炭化物・焼土小プロックを極少量含む黒褐色土,第 6層は砂 (淡黄色)を 多量,炭化

物・焼土小 。中ブロックを極少量含む褐色上である。自然堆積 と考えられる。

遺物 竃付近や中央部覆土中・下層から少量の上師器片と極少量の須恵器片が出上している。第96図 2の甕は

電内から出上している。第97図 8の須恵器甕と9の須恵器杯は中央部覆土中層から出上している。

所見 本跡は,奈良時代の住居跡である。

罠 0              10Cm

第97図 第 6号住居跡出土遺物実測・拓影図(21

第 6号住居跡出土遺物観察表

器 種 計測値(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

図９６

１

第 甕
土 師 器

A[24.0]
B(7.2)

胴中央部以下欠損。 頸部は短 くく
びれ 日縁部は大きく外反する。

口縁部外面ヘラ削 り。内面ヘラナ
角 日縁端部を外上方につまみあげ
る。

伽
髄
魏

パ ミス ,石英 P-18
20% 竃前方
付近覆土中層

2

甕
土 師 器

A[260]
B(7.0)

胴中央部以下欠損。頸部は短 くくび
れ ,日 縁部は大きく外反する。

口縁部内・外面横ナデ七 月同部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。 内面ナデ。日縁
端部を上方につまみあげる。

砂粒 ,長石 ,雲母
橙色
普通

P-20
5%
電内

3

甕
土 師 器

A[216]
B(7.8)

胴中央都以下欠損。 頸部は短 くく
びれ ,日 縁部は大きく外反する。

口縁部内・外面積ナデ。 胴部外面ヘ

ラ肖Jり 後ヘラナデ。日縁端部を上方
につまみあげる。

砂粒 ,長石 ,雲母
橙色
普通

P-19
5%
耳ヒ西コーナー

付近覆土中層

4

甕
上 師 器

A[212]
B(55)

胴中央部以下欠損。頸部から口縁部
にかけて鋭く屈曲する。

口縁部内面・外面横ナデ。口縁部外
面剖離著しく調整不明。日縁部を外
上方につまみあげる。

砂粒 ,雲母 ,パ ミス

橙色
普通

P-21
5%
中央部覆上下層

5
甑

土 師 器

A[300]
B(28.1)

底部欠損。胴部は緩やかに内彎し,

頸部から口縁部にかけ鋭 く屈曲す
る。

日縁部内・外面横ナデ。胴部外面ヘ

ラ削 り後ヘラナデ。 内面ヘラナ
デ。端部を上方につまみあげる。

砂粒 ,長石 ,礫

明赤褐色
普通

P-23
35%
中央部床面

図９７

６

第 甑
土 師 器

A[20.6]
B(11.4)

胴上半部以下欠損。胴部は,ほぼ直
線的に立ち上がり,日縁部は緩 く外
反する。

日縁部内・外面横ナデ。胴部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ七内面ヘラナえ
砂粒 ,長石 ,ス コリ
ア
橙色
普通

P-24
15%
鼈内

7

鉢

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は内彎して立ち上がり,

日縁部は直立する。

日縁部内・外面積ナデ。体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。
砂粒,雲母 ,長石
明赤褐色
普通

P-26
35%
中央部床面
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図版番 器 種 計測値lm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

8

養
須 恵 器

A 24.6
B 4,0

口縁部片。頸部から口縁部にかけて

鋭く屈曲する。

口縁部内・外面横ナデ。胴部外面に

タタキロ。 日縁端部を上下方向に
つまみだす。

砂粒,長石

浅黄橙色
普通

P-22
5%
中央部覆上中層

9

17L

須 恵 器

A[13.03
B 4.0
C[8.03

平底。体部は外傾 して立ち上がる。 底部回転ヘラ切 り。 石長母雪
言恥

髄
魏

P-25
20%
中央部覆土中層

4 その他の遺構 と遺物

本調査区から,上坑27基・地下式墳1基・井戸1基・濤5条 を確認した。上坑については,主なものを記述

し,他は一覧表に掲載 した。

(1)土坑

第 I号上坑 (第 100図 )

位置 調査区の中央部,B7d9区。

重複関係 本跡は,第 4号住居跡と重複 している。本跡の上面には,第 4号住居跡が構築 されていることから,

本跡が古い。

規模と平画形 長径1.63m。 短径1.37mの楕円形で,深さ38cltで ある。

長軸方向 N-80°一W

壁画 外傾 して立ち上がる。

底面 皿状である。

覆± 3層からなる。第 1層はローム粒子を多量含むにおい褐色土,第 2層 はローム小 。中ブロックを中量,

焼土小ブロック・炭化物・粘上を極少量含む褐色土,第 3層はローム粒子小 。中プロックを中量,焼土小ブ

ロックを極少量含む灰褐色上である。自然推積。

遺物 覆土中・下層から縄文式上器の破片が出上している。

所見 出上遺物から,縄文時代前期の上坑 と考えられる。

第 6号上坑 (第 100図 )

位置 調査区の東部,B8g6区。

重複関係 本跡は,第 7・ 19号住居跡と重複している。本跡の上面には,第 7・ 19号住居跡が構築 されている

ことから,本跡が古い。

規模と平画形 長軸1.47m。 短軸0。 91mの隅九長方形で,深さ40cmである。

長軸方向 N-68°一E

壁面 外傾 して立ち上がる。

底面 平坦で,粘上を貼っている。

覆± 10層からなる。第 1層はローム粒子を多量含むにない褐色土,第 2層 はローム小ブロックを少量含む暗

褐色上,第 3層 はローム粒子小・中ブロックを中量含む灰褐色土,第 4層はローム小ブロックを中量含む黒褐

色土,第 5層はローム小ブロックを中量含む褐色土,第 6層 はローム粒子を中量含む褐色土,第 7層はローム

小ブロック・粘土を少量含む暗褐色土,第 8層はローム大ブロックを少量,ロ ーム小ブロック・砂 を極少量含

む灰褐色土,第 9層はローム中ブロックを少量含む灰褐色土,第 10層はローム粒子を少量,粘土中ブロックを
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①
‐⑪

⑥

Ｏ

極少量含むにない褐色上である。自然堆積。

遺物 覆土中より上師器の破片が出土している。

所見 出土遺物から古墳時代の土坑 と考えられる。

0           5cm
i一

第 98図 第 6号上坑出土遺物実測図

第22号土坑 (第 101図 )

位置 調査区の北東部,B8b8区。

規模と平面形 長軸1.72m短軸0,83mの 隅九長方形で,深さ40cmである。

長軸方向 N-35°一W

壁面 ほぼ垂直に立ち上がる。

底面 平坦で,粘土を貼っている。

覆± 4層からなる。第 1層はローム粒子を少量,ローム中ブロックを極少量含む褐色土,第 2層はローム粒

子・ ローム小ブロックを中量含む褐色土,第 3層はローム粒子を多量,ローム小 。中ブロックを少量含む褐色

土,第 4層はローム粒子を多量含む明褐色上である。自然堆積。

遺物 覆上下層から縄文式上器片が数点出上している。

所見 出土遺物から縄文時代の上坑 と思われる。

第23号土坑 (第 101図 )

位置 調査区の北東部,B8c5区。

重複関係 本跡は第 2号濤と重複 している。本跡の上面には,第 2号濤が構築されていることから本跡が古い。

規模 と平画形 長径1.00m。 短径0。 97mの不整円形で,深さ45clnで ある。

長軸方向 N-73°一E

壁面 ほぼ垂直に立ち上がる。

底面 平担で粘上を貼っている。

覆± 6層からなる。第 1層はローム小 。中ブロックを少量含む黒褐色土,第 2層はローム粒子を多量含む赤

褐色上,第 3層はローム粒子を中量,焼土粒子・炭化物を極少量含む暗褐色土,第 4層はローム小・中ブロッ

クを中量,焼土粒子・炭化物を極少量含む黒褐色土,第 5層はローム小・中ブロックを極少量含む黒褐色土,

第 6層はローム粒子を多量含むにない褐色上である。自然堆積。

所見 出土遺物もなく,重複関係から第 2号濤より古い時期に構築されており,遺構の形態や位置等から第22

号土坑 と同時期の縄文時代の上坑と推定される。
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第25号上坑 (第 101図 )

位置 調査区の東端, B9c3区。

規模と平面形 長径1.19m・ 短径1.1l mの 楕円形で,深さ40cmである。

長車由方向 N-88° 一E

壁面 ほぼ外傾 して立ち上がる。

底面 皿状である。

覆上 自然堆積。

遺物 覆土中・下層から縄文式土器片が多量に出上している。第99図 1。 2は組紐文を地文 としていて, 1は

コンパス文を2に は半我竹管の凹面で文様を描いている。 3は 口縁部破片で,沈線が施される。 4・ 5はルー

プ文が施される。 6・ 7は直前段合撚縄文が施される。

所見 出土遺物から縄文時代前期の上坑と考えられる。
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第99図 第25号上坑出上遺物拓影図

表 2 土坑一覧表

土坑番号 位置 長径方向 平 面 形 長径×短径 (m) 深さ(m) 覆  土 底  面 壁  面 循 考

l B7d9 N-80°―W 楕 円 形 163 × 137 自然 皿 状 触 土師器片7片 ,縄文式上器片3片

B8f8 N-77°一E 楕 円 形 1 14 × 1.06 0 23 自然 皿状 期 土師器片7片

B8e9 N-58°一E 円 形 0,76× 0,75 自然 皿状 期

4 B8f8 N-68°一E 楕 円 形 1.33× 0,65 自然 皿状 細

B8g6 N-68°一E 隅丸長方形 1.47× 0,91 自然 平坦 夕順 土師器片91片 ,縄文式上器片1片 .須恵器片3片 ,球状土錘

7 B8dO N-15°一E 楕 円 形 145 × 117 自然 皿状 駆 土師器片38片 ,縄文式上器片3片

B8co 円 形 074× 074 自然 皿状 期

B8e8 N-11°―W 楕 円 形 × 自然 皿状 榊 土師器片14片 ,縄文式上器片3片

B8bO N-8° 一ヽ「ヽ 不警情円形 117× 0.83 自然 皿状 糊

11 B9bl N-18°一E [楕 円 形] 106 ×[0.80] 自然 皿状 夕順

B9bO 円 形 0,73× 0,70 自然 皿状 垂直 土師器片4片 ,縄文式上器片4片

B8b9 [N-30° W〕 不整楕円形 [1.12]× 1.00 自然 平坦 垂 直 土師器片10片

B8c8 N-78°一E 楕 円 形 1.04× 0.96 自然 平 坦 糊 土師器片3片

B8d8 N-45°一E 不 定 形 1.44× 0.80 自然 平lH 期

Bω 2 N-7° E 楕 円 形 0.62× 0,44 自然 平坦 夕順 SK17に切られる

B6il N-21°―W 不整楕円形 133 × 127 自然 平坦 雑 SK16を 切る

C5al N-48°―E 不整惰円形 327 × 157 自然 平 坦 夕順

B8dl N-50°―E 不 整 円 形 117 × 103 自然 平 坦 期

B8dl N-40° 一ヽV 円 形 066 × 0.65 自然 平 坦 夕順

B8dl N-27° 一E 円 形 099× 097 自然 平 坦 夕順 土師器片4片 ,縄文式上器片14片
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土坑番号 位 置 長径方向 平 面 形 長径×短径 (m) 深さ(m) 覆  土 底  面 壁  面 備 考

B8b8 N-35°一ヽV 隅丸長方形 1.72 × 083 自然 平 坦 垂 直 縄文式上器片4片

B8c5 N-73°一E 不 整 円 形 1.00 × 097 自然 平 坦 垂 直

B8b5 N-3° Vヽ 不 整 形 116 × 109 自然 平 坦 垂直 土師器片19片 ,組文式土器片■片

B9c9 N-88°一E 橋  円  形 119× lH 自然 皿 状 夕順 縄文式上器片150片

B9cl [N-0° ] [楕 円 形 ] 266× [157] 自然 皿状 勅 SD2を七Dる

B6h4 N-30°一E 楕 円 形 11× 0_99 自然 平 坦 獅

土坑土層解説

第 2号上坑上層解説

灰 褐 色 ローム粒子極少量

黒 褐 色 ローム粒子少量,炭化物極少量

褐   色 ローム粒子中量

によい褐 色 ローム粒子多量

褐   色 ローム粒子少量

灰 褐 色 ローム粒子中量

第 3号土坑土層解説

1 褐   色 ローム粒子多量

2 灰 褐 色 ローム粒子極少量

3 掲   色 ローム粒子少量

第 4号土坑上層解説

1 掲   色  ローム粒子多量

2 暗 褐 色 ローム小  中プロック少量,焼土微ブロ

ック・炭化物極少量

第 7号上坑土層解説

子極少量

2 暗 褐 色 ローム粒子・ ローム微ブロック多量,

3 果 褐 色  ローム粒子少量

第 8号土坑土層解説

ローム少プロック少量

第 0号土坑上層解説

1 褐   色 ローム粒子中量

2 灰 褐 色 ローム粒子少量

第 H号土坑上層解説

1 褐   色 ローム粒子多量

2 褐   色 ローム粒子中量

3 黒 褐 色 ローム粒子少曼,焼土粒子少量

第 12号土坑土層解説

1 によVヽ褐 色 ローム粒子多量

焼土粒子極少量

第 3号土坑土層解説

I 褐   色 ローム粒子中量

2 暗 褐 色  ローム小・ 中ブロック少量

第 4号土坑土層解説

第 16・ 17号土坑上層解説

1 褐   色 ローム粒子中量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量

少量

3 暗 褐 色  ローム粒子少量

第21号土坑土層解説

1 黒 褐 色  ローム粒子・ローム微プロック多量 ,

焼土粒子極少量

2 黒 褐 色  ローム粒子・ローム微ブロック多量 ,

炭化粒子・焼土粒子極少量

3 褐   色  ローム粒子少量

ローム少プロック少量

6 暗 褐 色  ローム粒子・ ローム微ブロック少量

第24号土坑土層解説

1 暗 褐 色  ローム小・ 中プロ ンク少量 ,

第20号土坑土層解説

1 暗 褐 色  ローム粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子小プロ ノク少量        2 灰 褐 色 ローム小・中プロック少量,       2 褐   色  ローム粒子 ローム微 プロック少量

3 暗 褐 色 ローム小・ 中アロック少量        4 褐   色  ローム粒子少量

褐   色  ローム粒子少量

暗 掲 色 ローム粒子・ ローム微プロック中量    4 暗 褐 色  ローム粒子・ローム微ブロック中量 ,

暗 褐 色 ローム粒子多量,ロ ーム中ブロック少量          焼土粒子極少量

褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム中ブロック少量   5 暗 褐 色  ローム粒子・ローム微ブロック中量 ,

明 掲 色 ローム粒子 多量

1 暗 褐 色 ローム粒子・ ローム微ブロック多量,   3 黒 褐 色 ローム小・中ブロック・焼土ブロック極          炭化物極少量

ローム小ブロック 焼土粒子 炭化物粒          少量 2 褐   色  ローム小 。中ブロック少量 1

4 極 暗 褐 色 焼土ブロック少量, ローム粒子・粘土極           炭化物極少長

3 暗 褐 色  ローム刀や 中ブロック少量

ローム中プロック中量,焼土粒子極少量  5 褐   色 粘土少量・娩上ブロック極少量      4 暗 褐 色  ローム少量,焼土小プロック極少量

6 黒 褐 色 ローム中プロック・焼土小 中プロッ   5 褐   色  ローム粒子中量,炭化物極少量

ク 炭化物極少量 6 黒 褐 色  ローム粒子少量  (第 2号溝覆土 )

7 明 褐 色 粘土多量,焼土微 ブロック極少量     7 褐   色  ローム粒子少量  (第 2号溝覆土 )

1 黒 褐 色 ローム粒子・ローム微ブロック中量    8 暗 褐 色 ローム小・中プロック少量,焼土小ブ   8 褐   色 ローム粒子中量

2 暗 褐 色 ローム粒子多量,ロ ーム微ブロック中量         ロック極少量

3 褐   色 ローム粒子・ローム微プロック多量,   9 褐   色 ローム粒子中量,炭化物極少量     第26号 土坑土層解説

第 8号土坑上層解説

1 褐   色 ローム粒子中量

2 によヤヽ褐 色 ローム粒子多量

第 9号上坑上層解説

I 黒 褐 色 ローム粒子・ ローム微ブロック中量,   第27号土坑上層解説

焼土粒子極少量

1 暗 褐 色  ローム粒子中量,砂題 少量

2 暗 褐 色  ローム粒子少量,焼上微ブロック極少

量

3 暗 褐 色  ローム小・中プロック少量,炭化物・

焼土ブロック極少量

1 褐   色 ローム粒子多量

2 暗 褐 色 ローム・ハー ドローム微ブロック少量,   2 褐   色  ローム粒子少量

焼上粒子極少量

3 暗 褐 色 ローム大ブロック少量

4 明 褐 色 暗褐色土少量

3 灰 褐 色  ローム粒子少量

(2)地下式羨

第 1号地下式崚 (第 102図 )

位置 調査区の東部,B8d9区。

重複関係  本跡は,第 18号住居跡の東 コーナー部を掘 り込んでいる。

主軸方向 N-84°一W(竪坑 と主室を通 る線 )

規模 と形状 竪坑 と主室か らな り,天丼部はすでに崩落 している。竪坑の開田部は,平面形が台形で,規模は

長軸1.Om。 短軸0。 9mである。竪坑の深さは,約 1.Omで,竪坑底面は,径0,9m程の円形である。底面は平坦

で,壁は,底面からほぼ垂直に立ち上が り,竪坑から主室に向かって緩やかに傾斜 して主室へ続いている。主

室は,確認面から底面までの深さが1.3m,底面は長軸2.00m・ 短軸1.70mの方形で,天丼部までの壁は0。 9m
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である。壁は下位から上位にかけて内傾 しながら

立ち上がる。主室の底面は,10～ 20cmの厚さで粘

土を貼 り,平坦面を形成している。

覆± 16層からなり覆土上層には,黒褐色,暗褐

色が自然堆積 し,中～下層の覆土は,主室底面と

平行に堆積 し底面や壁際の覆土には,天丼部や壁

の崩落によって混入したと思われるロームブロッ

クが少量含まれ, どの層も締まりなくざくざくと

している堆積状況を示している。第 1層はローム

粒子を多量含むにぶい褐色土,第 2層 はローム粒

子を中量含むにない褐色土,第 3層 はローム粒子

を中量含む褐色土,第 4層はローム粒子を中量含

む褐色土,第 5層はローム粒子を中量含む褐色上,

第 6層はローム小・中ブロックを少量含む暗褐色

土,第 7層はローム粒子を極少量含む黒褐色土,

第 8層はローム粒子を少量含む暗褐色土,第 9層

は粘土を多量含む淡責色土,第 10層 はローム小・

中ブロック・焼土粒子を極少量含む黒褐色土,第

11層 はローム粒子小 。中ブロックを極少量含む黒

褐色土,第12層 はローム粒子小 。中ブロックを少
o               2m

第 102図  第 1号地下式媛実測図

量,焼土小ブロックを極少量含む黒褐色土,第13層 はローム粒子小ブロックを中量含む暗褐色土第14層 は

ローム粒子小 。中ブロックを少量,焼土小ブロックを極少量含む黒褐色土,第 15層 はローム小・中ブロック・

焼土粒子・炭化物・粘土を極少量含む黒褐色土,第 16層 はローム粒子を少量,焼土中ブロック・炭化物を極少

量含む黒褐色上である。

遺物 縄文式上器片と土師器片の細片が覆土上層から出上している。いずれも流れ込みと考えられる。

所見 本跡は,中世に属するものと考えられる。

(3)井戸

第 1号井戸 (第 103図 )

位置 調査区の中央部, B6g5区。

規模 と形状 平面形は,直径2.3mの 円形状で,1.5mの深さまで鉢状に掘 り込まれたあと,さ らに径 lm程の

円筒状に1.5m程掘 り込んだところ底面から湧水がみられた。

覆上 自然堆積 と思われる。16層からなる。第 1層はローム粒子を中量含む褐色土,第 2層 はローム粒子を少

量含む灰褐色土,第 3層はローム粒子を中量,炭化物を極少量含む褐色土,第 4層 はローム粒子を極少量,粘

上を小量含む黒褐色土,第 5層 はローム小・中ブロック・焼上小ブロックを極小量含む黒褐色土,第 6層 はロー

ム粒子を小量含む黒褐色土,第 7層 はローム粒子を小量含む褐灰色土,第 8層 はローム小ブロック・炭化物を

Ｅ

劇

．
。

（ ‐
判
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極小量含む黒褐色土,第 9層はローム小・中ブロックを刻ヽ量,焼土小ブロックを極小量含む黒褐色土,第 10層

はローム粒子を小量,炭化物を極小量含む黒褐色土,第 11層はローム粒子を万ヽ量含む褐色土,第 12層 はローム

粒子を中量含む褐色土,第13層はローム粒子を中量含むにない褐色土,第 14層 はローム粒子を小量含む黒褐色

土,第15層はローム粒子を小量含む暗褐色土,第 16層 はローム粒子を中量含む褐色上である。

遺物 覆土上層から陶磁器片が数点出土している。流れ込みと思われる。

所見 本跡は,中世に属するものと考えられる。

A ll.5m

t            0               2m

第 103図  第 1号井戸実測図

(4)澪撃

第 1号溝 (第 104図 )

位置 調査区の北東部,B8・ B9区。本跡の両端は調査区域外に延びている。

重複関係 本跡は,B9b2区で第20号住居跡の北部を掘 り込んでお り,B8h区では第21・ 22号住居跡を掘 り込

んでおり,本跡が新 しい。

規模と形状 全長は約20。 7mで,上幅1.80～ 2.53m,下幅1.20～ 2.20m,深 さ38～ 43clllで ある。断面形は逆台

形状で,壁は外傾 して立上がる。

方向 B9b3区から東西方向 (N-83° 一E)へ直線的に延びている。

いロいロ
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覆土 覆土は■層からなる。第 1層はローム粒子を少量含む褐色土,第 2層 はローム粒子を多量含む褐色土,

第 3層 はローム小 。中ブロックを少量,炭化物・焼土小ブロックを極少量含む暗褐色土,第 4層 はローム小・

中ブロックを少量含む暗褐色土,第 5層 はローム小 。中ブロックを少量,焼土小ブロックを極少量含む暗褐色

土,第 6層 はローム粒子を少量,焼土粒子を極少量含む黒褐色土,第 7層 はローム粒子を中量含む褐色土,第

8層 はローム粒子を少量,焼土粒子を極少量含む黒褐色土,第 9層 はローム小・中・大ブロックを中量,粘土・

砂を極少量含む暗褐色土,第 10層はローム小 。中ブロックを少量,炭化物・焼土粒子を極少量含む黒褐色土,

第■層はローム小・中ブロックを少量,炭化物・焼土粒子を極少量含む暗褐色土である。自然堆積 と思われる。

遺物 濤の東部覆上下層からは,皇宋通費,大観通費,正元通費など8枚の古銭が出上している。

所見 本跡は,古墳時代 と思われる第20。 21・ 22号住居跡を掘 り込んでいることから,古墳時代後期以降の濤

である。古銭は中世に属するものであるが,本跡の性格については不明である。

A 9.4m A'

F'

ゴ
一

B

C'

0              1m

ー第 104図  第 1号溝実測図

第 2号濤 (第 105図 )

位置 調査区の南東部, B8・ B9区。本跡の両端は,調査区域外にのびている。

重複関係 本跡は,東部の B9c3区 で第25号土坑,B9cl区 では第26号土坑,B9b2区では第20号住居跡の南西

コ=ナ ー部を掘 り込んでお り,西部の B8c9では第21号住居跡の南 コーナー部, B8c7区 では第24号住居跡の中

央部 を掘 り込み,B8b5・ B8b6区 では第23・ 24号土坑を掘 り込んでいる。西端のB8c3区では第27号住居跡の中

央部 を掘 り込んでいる。

規模 と形状 全長は,36m程 で,上幅0.45～ 1.00m,下幅 0。 28～0,70m,深さ22～ 24cmで,断面形は逆台形状

である。底面は凹凸してお り,壁は外傾 して立ち上がる。

方向 B9c3区か ら東西方向 (N-87° 一E)へ直線的に延びている。

覆土 覆土は 5層か らなる。第 1層 はローム粒子を少量含む暗褐色土,第 2層 はローム小ブロックを極少量含

む暗褐色土,第 3層 はローム粒子を極少量含む暗褐色土,第 4層はローム粒子 を中量含む褐色土,第 5層 は

ローム粒子を少量含む黒褐色土である。 自然堆積 と思われる。

所見 本跡は,古墳時代後期 の第24号住居跡を掘 り込んでいることか ら,古墳時代後期以降の濤 と考えられる。

第 1号濤 とほぼ主軸方向が一致するため第 1号濤に関連することも考 えられるが,本跡の性格は不明である。

ば
一

E             E'   F
―――-    2      1      -  ~

G           G'

―

 ♀   .   in

第 105図 第 2号溝実測図

-113-



第 3号濤 (第 106図 )

位置 調査区の東部,B8区。

重複関係 本跡は,第 18号住居跡の電と重複 している。本跡は浅い掘 り込みで,第 18号住居跡の竃の上面を掘

り込んでいる。

規模と形状 全長 3m程の短い薄で,上幅0.33～ 0.66m,下 幅0.28～ 0.58m,深さ13cl14で ある。断面形は[U]

字状で,底面は凹凸している。

方向 B8dl区から東西方向 (N-80° 一Wlへほ,F直線的に延びている。

覆土 覆土は 4層からなる。第 1層 はローム粒子・ローム小ブロック・砂を少量含む褐色上,第 2層はローム

粒子 。ローム小ブロックを中量含む褐色土,第 3層はローム粒子・ローム小ブロックを少量,焼土粒子を極少

量含む褐色土,第 4層 はローム粒子を中量,焼土粒子を極少量含む褐色上である。自然堆積 と思われる。

所見 本跡は,遺物の出土もなく,時期及び性格については不明である。

A9.2m     
――

ー
第 106図  第 3号溝実測図

第 4号溝 (第 107図 )

位置 調査区の東側,B8c7区からB8d7区。

重複関係 本跡は,第 37号住居跡と重複 している。第37号住居跡の中央部を掘 り込んでいるが,掘 り込みが浅

いため,第37号住居跡の床面には達 していない。

規模と形状 全長7.80mで ,上幅0。 45～ 0。 78m,下幅0.24～ 0.50m,深 さ28calで ある。断面形は [U]字状で

ある。底面は,平坦で,壁は外傾 して立ち上がる。

方向 第 2号濤と接するB8c6区から南南東(N-15° 一Wlの B8d7区にかけては,直線的に6m程延び,南東方

向 (N-40° 一Wlへ2m程延びて, B8d8区で途切れている。

覆± 8層からなる。第 1層はローム粒子を少量含む暗褐色土,第 2層はローム粒子を少量含む黒褐色土,第

3層はローム粒子を中量,炭化物を極少量含む暗褐色土,第 4層 はローム粒子を少量含む黒褐色土,第 5層 は

ローム粒子を極少量含む暗褐色土,第 6層はローム粒子を少量含む暗褐色土,第 7層 はローム粒子を中量含む

褐色土,第 8層 はローム粒子を極少量含む黒褐色上である。自然堆積 と思われる。

所見 本跡は,第 2号濤と接していることから,第 1・ 2号濤との関連性が考えられるが,性格及び時期につ

いては不明である。

パ   B
下

~袋
葬

げ
一
0       1m

ー第 107図  第 4号溝実測図

―-114-



第 5号溝 (第 108図 )

位置 調査区の中央部,B5区。

規模と形状 全長5.80mで,上幅0.60～ 0.90m,下幅0,45～ 0.70m,深 さ13clll程 である。断面形 状は,[U]

字状で,底面は平坦で,壁は斜めに立ち上がる。

方向  B5i8・ B5h8区から南6m程 (N-6°一W)の B5i8区まで直線的に延びている。

覆± 2層からなる。第 1層はローム粒子を多量含むにない褐色土,第 2層はローム粒子を多量含む明褐色土

である。自然堆積 と思われる。

所見 本跡は,出土遺物もなく,時期・性格については不明である。

A13,Om     __ 」上         __

lm

ー第 108図  第 5号溝実測図

(5)遺構外 出土遺物

遺構外出土遺物は,試掘・表土除去・遺構確認の調査で出土した遺物である。それら遺物を上器・土製品・

石器に大別し,それらの特徴について解説する。

土器

土器については,そ の大半が縄文土器と弥生土器である。それらを第 I～Ⅵ群に分けて記載する。

第 I群 縄文時代早期末葉の上器群

第H群 縄文時代前期中葉の上器群

第Ш群 縄文時代前期後葉の土器群

第Ⅳ群 縄文時代中期の上器群

第V群 縄文時代後期の上器群

第Ⅵ群 弥生時代の上器群

第 I群上器 (第 109図 )

1～ 15は ,茅山下層式土器である。 1は断面が角頭状で,口唇両端部を丸棒状の施文具で刺突している。内

外面とも条痕を施し,外面は丸棒状の施文具で刺突をし沈線を維に施している。 2～ 14は ,内外面に条痕文を

施している。15は ,底部付近の破片である。

第H群土器 (第 109,■0図 )

16～ 18。 57は,関山 I式上器である。竹管による沈線を施文後,ボタン状の貼付文を施している。

19～ 55は関山Ⅱ式上器で,19～ 32・ 52が口縁部,33～ 55が】同部破片である。19～ 26は,日縁部直下に維位の

条線が施されるものである。19。 20は波状口縁,21。 26は平口縁でi半我竹管凹面により有節平行沈線文が施

されている。22～ 25に はループ文を施してている。27～ 29は組紐文を地文 とし,27・ 28に はヨン′くス文を,29

には半裁竹管凹面により渦文を施している。30・ 31はループ文を施 している。32は LRの単節縄文を地文とし,
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第 109図 遺跡外出土遺物拓影図(1)
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第 HO図 遺跡外出土遺物拓影図(2)
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第 HI図 遺跡外出土遺物拓影図僧)
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磨 り消 し部に条線文を施 している。33～ 39に は,組紐文 を施 してている。41は組紐文を地文 とし,半我竹管凹

面による平行沈線文で文様 を構成 している。40・ 50～ 54は直前段合撚縄文 を施 している。52は 口縁部破片で,

日唇部を指頭で押圧 している。42・ 43は 単節縄文を地文 とし,42は沈線で43は平行沈線で文様 を施 している。

44～ 47に はループ文 を,49に はRLの単節縄文を施 している。55は単節縄文を地文 とし,ループ文で文様 を構

成 している。

56・ 58は,黒浜式上器である。56は 口唇部に刻みが施され,そ の直下を 2条の押引文を施 している。58は ,R

Lの単節縄文を施 している。

′

‐２
¨

0
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第Ⅲ群土器 (第■0。 ■1図 )

59～ 92。 100・ 102は,浮島 I式上器である。59～ 64・ 68・ 70・ 75。 78。 79・ 80・ 84は撚糸文を地文とし,半

裁竹管凹面による平行沈線文を施すものである。そのほとんどが平行沈線文を横位に施しているが,61・ 63・

75の ように弧状に施すもの,83～ 85。 102の ように波状に施す もの,100の ように鋸歯状に施す ものがある。

65～ 67・ 76・ 77は撚糸文を地文とし,沈線を施すものである。69・ 82は,隆起帯上に刻みを施すものである。

72は 3本 1組の施文具で短沈線を施している。

86。 87・ 93～ 98は,浮島H式上器である。86・ 87は,横位の指頭押圧文の上下に有節平行沈線文を施してい

る。93～ 97は,貝殻腹縁文が施されるものである。93・ 96・ 97に は肋のない貝が,94・ 95に は肋のある貝が使

われている。98は ,貝殻背圧痕文を施している。

104～ 108は,浮島Ⅲ式上器である。日縁部直下には縦位の沈線を施し,そ の下部は貝殻波状文を施 している。

99～ 101・ 103は,諸磯式上器である。99に は浮線文を,100に は平行沈線文を施している。101は,波頂部に鶏

頭状の小突起 を有するものである。103は 撚糸文を地文 とし,平行沈線で区画し区画外を磨 り消 している。

109～ 112は,興津式上器である。沈線で区画し,区画と平行に 2条の連続刺突文を施している。

第Ⅳ群上器 (第■1図 )

113は波状口縁で,頂部に小突起を有するものである。頂部下端に沈線で渦巻文を施し,日縁部に押引文を施

している。■4は,隆帯で渦巻文を施している。

第V群上器 (第■2図 )

115は,加曾利B式上器である。日縁部破片で,口縁部に縦 2条の刻みを施している。

第Ⅵ群上器 (第■2図 )

116～ 122は,弥生時代中期後葉の上器である。121は 口縁部破片で,沈線で区画している。116～ 120は ,平行

沈線で文様を施す足洗式土器である。116・ ■7に は,渦文が施されている。122は,直前段反撚縄文である。

123～ 142は,弥生時代後期前葉の上器である。123。 124は複合口縁で, 日縁下部に刻みを施すものである。124

の頸部には,櫛歯状工具で連弧文を施している。125は 日縁部破片で,広い無文帯下に刺突文を施 している。

126～ 129・ 133は,櫛歯状工具で鋸歯文あるいは波状文を施すものである。127は 3本櫛歯を,126・ 128・ 129は

4本櫛歯を用いている。130。 131・ 134は,頸部に格子文を施すものである。134は,胴部にLRの単節縄文を

施している。135。 136・ 139。 140は 付加条 1種付加 2条の縄文を施している。羽状縄文のものはない。139。 140

の軸縄は不明瞭である。141は布 目文を施 している。142は底部片で,底部に木葉痕が残る。

土製 品 (第 ■3図 )

5点の上玉が出土している。形状は球形で, 1孔の貫通孔があけられている。形状および法量が古墳時代住

居跡出上のものと近似するため,古墳時代のものと考えられる。

石器 (第 113。 ■4図 )

磨石・敲石・祗石・石鏃・手J片が出上している。第■3図 6・ 7は磨石である。端面にわずかな磨痕が認めら

れる。8は敲石である。上下端部に敲打痕が認められる。9は祗石である。石質は砂岩であり,断面形は台形

-120-



① O◎ 00
① ① 0

第 H3図

―

基

一

→

である。第114図 1・ 2は無茎の石鏃である。 1・ 2と もに基部に狭入があり, 1は浅 く, 2は深い。 3は手J片

である。表面と裏面の剥離方向は一致 している。

砂
4

爾
―――
―――
四

‐価

も

‐２

歳

０

0              10Cm

徹
川
側
Ⅶ
Ｖ

一

｛

一

息

Ｈ

ハ
Ⅲ
＝
Ｖ

躙

☆

◆

測実物遺

弾
Ａ
熱
‐ｏ

遺

　

ｈ
‐――
イーＩ
Ｖ

第 H4図 遺構外出上遺物実測図16)

遺構外出土遺物観察表

『〕≪濁

器 種 計測値にml 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第113図

1

奏
土 師 器

A[19.2]
B(6.3)

日縁部片。頸部はくびれ,日縁部は

外反する。

口縁部内・外面積ナデ。頸部ヘラ削
り。

砂粒 ,雲母 ,長石
にぶい羹橙色
普通

P-248
5%
B9h4区

2

不
土 師 器

A[13.Ol
B 5.0

九底。体部は内彎して立ち上がり,

そのまま口縁部に至る。
日縁部は外反する。

口縁部内・外面横ナデ。体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。
砂粒 ,雲母 ,パ ミス

赤色
普通

P-247
30%
B8aO区

3

不
上 師 器

A[13.61
B(5.51

底部欠損。体部は内彎して立ち上が
り,日 縁部 との境にによい稜 をも
ち,日 縁部は外反する。

口縁部内・外面横ナえ 体部外面ヘ

ラ削り後ヘラナデ。
砂粒 ,雲母
赤色
普通

P-245
15%
覆土中

燭
器

乗
陶

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。基部 は絞られ 体部は内彎し
て立ち上がり,日縁部は内傾する。

水挽き整形。底部回転糸切り。底面
に穿を眺 底面を除き外面に赤褐色の

釉が掛けられている。

砂粒 ,ス コリア

赤褐色
普通

P-246
100%
B5i9区
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第 4章 考察 (第 1次 )

平出久保遺跡で確認した遺構 と遺物は,縄文時代・弥生時代・古墳時代・奈良時代に大別することができる。

ここでは,各期ごとの土器や住居跡の特徴を述べるとともに,若干の考察を加えて行 くことにする。

第 1節 遺構 と遺物

1 土器の様相

縄文時代 (I期 )

当調査区における縄文式上器の最古の段階のものとしては,早期末の茅山下層式土器で遺構外から出上 して

いる。前期は関山式上器が中心で,黒浜式上器が極少量出上している。

関山式上器は多数出土しているが,ボタン状の貼付文を有する関山 I式上器は少ない。関山式期の文様組成

は,単節縄文 (複節・無節縄文を含む)42.4%,組紐文16。 9%,直前段合撚縄文14.1%,沈線文6.1%,撚糸文5,

4%,異段縄文5。 2%,ループ文4.5%,刺突文1.9%,そ の他3.5%である。底部は,上げ底状や上げ底である。

地文上に文様が施される土器は,関山H式に比定される。器種構成は深鉢がほとんどであるが,第 12号住居跡

から片口の土器片が出土している。
住)

茨城県において関山式期の住居跡や土器を出上しているおもな遺跡は, 日立市金木場遺跡 (第64・ 68号住居
(1)              修)                 ●)

跡),同 向畑遺跡 (第 1号住居跡),茨城町権現峰遺跡 (第 7・ 8号住居跡),守谷町郷)H原遺跡 (第 23・ 25号住
に)

居跡),石下町鴻野山貝塚 (第 1号住居跡)がある。類似の土器が出上している遺跡は,鉾田町と距離的に近い

茨城町権現峰遺跡がある。権現峰遺跡の第 8号住居跡第33図 47は ,日 縁部に竹管によるキザ ミを施し地文にルー

プ文が施されている。平出久保遺跡においても,第37号住居跡出土土器は,口 縁部にキザ ミを施し,地文にルー

プ文や組紐文が施されていることから,技法的に類似している。

黒浜式上器は,単節縄文を地文 とし押引文を施している。

弥生時代 (H期 )

当調査区から出上した弥生式上器は,中～後期にかけての土器片で,いずれも表土及び他の時期の遺構の覆

土内からのものである。この時期の遺構は,今回の調査では確認されていない。当調査区内での最古の段階の

ものとしては,中期後葉の足洗式上器である。足洗式上器は,渦文が施されていることが特徴である。足洗式
6)

土器を出上している遺跡は,太平洋岸に多く認められ,鉾田町では,安塚遺跡,徳宿遺跡がある。安塚遺跡か

らは,第 6号住居跡第31図 5,6な どの渦文が施された足洗式上器が少量出上し,他の住居跡からは十王台式上

器 も出上 している。徳宿遺跡では,遺構 を確認 していないが,グ リッドか ら足洗式上器片が出土 してい

る。
(6)

鉾田町周辺では,旭村浜山古墳群があり,同遺跡第 1号土坑か ら完形の壺が出上している。この上器は胴部

上半部に 2本同時施文具による 6単位の連続渦文が描かれている。当調査区か ら出土 している足洗式上器片

は, 2本同時施文具による連続渦文が描かれていることか ら,技法が類似 しているものと思われる。

当調査区内で後期に比定される土器は,複合 口縁で羽状縄文がないことから,後期前葉に比定できる。
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古墳 時代

古墳時代の遺物は,前期 をⅢ期,中期をⅣ期,後期をV期に分け,中期 と後期についてはさらに第 1期 と第

2期 とに細分 した。鉾田町の古墳時代の遺跡は,昭和53年度に当教育財団が調査を実施した鹿島線関係の姻田
6)  6)               9)                偲)

遺跡,塙遺跡や昭和60年に報告された阿巳の山遺跡,平成 2年度に報告された姻田川波遺跡,平成 3年度に報
0)

告された沢三木台遺跡がある。

姻田遺跡と姻田川波遺跡は,いずれも鉾田町大字姻日に所在 し,両遺跡の距離はおよそ100mし か離れていな

いためほぼ同一集落ととらえることができる。塙遺跡は,鉾田町大字安房に,沢三木台遺跡は大字塔ケ崎に所

在している。

姻田川波・姻田遺跡は,平出久保遺跡から,南東へおよそ 2 km,塙遺跡は,北北東へおよそ2.5km,沢三木台

遺跡は,南西へ0.8km隔てて所在 し,古墳時代の住居跡は,姻田遺跡からは35軒,姻田川波遺跡からは15軒,沢

三木台遺跡からは14軒,塙遺跡は 5軒が報告されている。時期ごとに平出久保遺跡と比較 していきたい。

①前期 (Ⅲ期)

本期は,ハケロなどが見られる甕,対,器台などが出上している第 4。 13・ 34号住居跡出上土器を中心にし

て設定した。

土師器は,甕,壷,不,鮒,高郭,器台,手捏土器からなる。特徴 としては,甕,高不,器台及び靖が多く

出土しているが, 台付甕や甑は少ないことがあげられる。

甕は,各住居跡ごとに口縁部片が数多く出上していてすべてハケロ整形が施されている鉾田町では,本期 と同

時期 と考えられる。姻田遺跡第28号住居跡から出上している甕は,胴部下半にハケロ整形が施されている。

高郭は,中実柱状部をもつ脚部を有 しているものが出上している。柱状部全体がほぼ中実で裾部は短 く,屈
l10                  110

曲しつつ開 くものである。類例を上げてみると,水戸市大塚新池遺跡,鹿島町木滝台遺跡らの出土例などがあ

る。

鮒は,大型姑 (第 18図 8・ 第21図 2)や小型オ (第 18図 6,第 26図 7)が出上している。大型球は,頸部に

くびれをもち,日縁部は,外傾 して開 く。口縁部・打同部外面にヘラ磨 きが施され,内・外面が赤彩されている。

小型鮒は,凹底で,胴部最大径を中位から頸部にもち,日径が胴部最大径を大 きく上まわる。口縁部・胴部外

面にヘラ磨きが施され,内・外面に赤彩が施されているものである。器台は,脚部が緩やかに反 りをもって裾

部へ至るもので,器受部に稜をもつもの (第20図 8・ 9)が出上している。裾部は穿孔しているもの (第20図

8)と 穿孔していないもの (第 20図 6・ 5)がある。姻田遺跡第28号住居跡出上の器台は,脚部の穿孔は 3孔

を有する。この器台は報告書によると「口径9。 3cm,器 高は8.3cm,底部径は9.5cmである。～(中略)～ にない

黄橙色全 砂礫粒をわずかに含む。焼成は硬い。なでで整形している。」と報告されており,平出久保遺跡の第

13号住居跡出上の器台 (第20図 8)と は,器形や整形技法などが類似 している。平出久保遺跡のⅢ期 とほぼ同

時期 と思われる。本期は,上師器の様相から4世紀後葉と考えられる。

②中期 (Ⅳ期)

第 1期

本期は,輪積痕などが見られる甕,高不などが出上している第 8・ 9号住居跡を中心にして設定した。上師

器は,甕,壺,杯,高不,手捏土器が出上している。

甕は,胴部が球形状を呈 し,頸部はくびれ, 口縁部が外傾 しているものと胴部上位に最大径をもつものとが
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ある。小型の甕は,平底で,胴部は内彎して立ち上が り, 口縁部は外傾 している。輪積痕が残るもの (第 47図

2・ 3)も ある。

鉾田町では,本期 と同時期 と報告されている阿已の山遺跡第 1号住居跡から出上している甕は,すべて胴部

に最大径を有し,長胴状を呈している。ハケロ整形痕が残るものも存在している。

不は,丸底で,内彎して立ち上が り口縁部にそのまま至るもの (第73図 3)である。器高指数は27である。

(器高指数=高さ■口径×100)

また,本期 と同時期 と考えられる姻田遺跡第11号住居跡からも杯が 4個体出上している。底部は欠損してい

るものが 1個体で,平底が 2個体,九底が 1個体である。杯の平均器高指数は,33である。平出久保遺跡出土

の杯 と比較すると器高指数は27で差が少ない。

本期は,土師器の様相などから5世紀前葉 と考えられる。

第 2期

本期は,第 7・ 14。 18号住居跡出土土器を中心 として設定した。

土師器は,甕・不・鉢が出土している

lThは ,多量に出上している。不の平均器高↓旨数は,40である。底部は,丸底と平底があり,平底のほうが多

い。休部内面の整形技法は,大半がヘラ削 り後ヘラナデで,内面はヘラナデやヘラ磨 きを施されているものが

多い。中には,赤彩されているものもある。

甕は,大型と小型があり,底部は,平底である。胴部は,胴部中央に最大径をもつ球形状を呈 していて頚部

が「く」の字状を呈し, 口縁部で外反するものである。整形技法は口縁部内・外面横ナデ,胴部内面はナデ,

外面はヘラ削 り後ヘラナデを施しているものが多い。輪積痕が残るものも存在する。
l121

須恵器は,不の蓋 と身が出上 している。杯の蓋 と身が第 7・ 14号住居跡から出土 している。不は,中村編年

で大半が 5世紀後半頃の I型式の 4段階である。第43図 25の不は I型式の 4段階で,第 43図 27の杯は I型式の

5段階である。

本期は,須恵器の編年や上師器の様相から 5世紀後葉 と考えられる。

③後期 (V期 )

第 1期

本期は,模倣不が多く出土している第22・ 28号住居跡出土の上器を中心として設定 した。土師器は甕,甑 ,

lThが出上している。

lThは ,模倣不が大きな割合を占めるようになっている。そして本期の平均器高指数は42であり,中期第 2期

よりも器高指数がやや高 くなっている。本期のlThの 特徴は,日径が大型化し,器高が深 くなることである。内・

外面に赤彩痕のある不も見られる。

甕は,胴部が球状を呈し, 口縁部が長 く外反するものや短 く外反するものが存在 している。整形技法は, 日

縁部内・外面横ナデ,胴部外面ヘラ肖Uり 後ヘラナデである。本期は,模倣杯の様相から6世紀前葉 と考えられ

る。

第 2期

本期は,不の口径が小さくなるものが出上している第20号住居跡出土土器をもって設定 した。上師器は甕,
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不が出上 している。

lThは , 日径が小さくな り,器高が低 くなっている。不の整形技法はヘラ削 りが施されている。本期の邪の平均

器高指数は34である。

甕 (第 76図 1)は ,長胴化 している。胴部上位 に最大径 をもつ もの (第76図 2)も 出上 している。

甑 (第 76図 3)は,胴部は内彎 して,口縁部が外反 している。

本期は 6世紀後葉 と考えられる。

奈 良時代 (Ⅵ期 )

本期は,つまみだしの技法などが見られる甕などが出上している第 6号住居跡の出土土器 を中心に設定 し

た。甕は,日縁部片で,日唇部をつまみだすもの (第 96図 1),口唇部に凹線を巡らすもの (p_19)な どがあ

る。甕は, 口唇部をつまみあげた後沈線をいれ,胴部外面下半部にはヘラ削 り後ヘラナデを施す,い わゆる

「常陸型甕」であると考えられるが胴部が欠損しているため不明確である。郭は 1個体で,平底でそのままロ

縁部に至る。

甑は,口縁部は外反するもの (第97図 6)が見られる。

須恵器はの不は,平底で,体部は外傾 して立ち上がる。本期は,土師器の様相や須恵器の編年から8世紀前

葉 と考えられる。

2 住居跡 の形態

縄文時代 (I期 )

本期の住居跡は, 5軒 (第 12・ 26・ 27・ 36。 37号住居跡)が確認され,いずれも関山Ⅱ式期の住居跡である。

住居跡の平面形は,長方形が 2軒 と台形が 1軒の方形系統である。関山式期の住居跡の特徴として「平面形は

長方形または台形が主流で,小型住居跡に円形・不整形がある。～(中略)～関山式期の平面形の特徴をみる

と,河 型ヽ住居には円形・楕円形・不整形平面で,壁柱のないものが多く,中・大型住居は長方形・台形平面で
l131

壁柱をもつ」ことがあげられるが,当調査区では,円形・不整形の住居跡はなく,平均床面積は,24m2である。

第12号住居跡が12m2と 最小で第26号住居跡が31m2と 最大である。主軸方向は第26号住居跡が40°西へ傾いてい

て,第 12・ 37号住居跡は東に50～ 68°傾いている。炉は長軸線上の中央部や,北より西へ 1な いし2カ所を有し

ている。第37号住居跡は,台形の中型住居跡全 主柱穴は6カ 所と考えられ,壁柱穴をもたない。地床炉は 2

カ所有している。関山式期の特徴的な住居跡と思われる。

弥生時代 (H期 )

本期に伴う遺構は検出されていないが,中 ～後期にかけての遺物が出土していることから,調査区の南・北

側に当該期の遺構が存在する可能性も考えられる。

古墳時代

当調査区における古墳時代の住居跡は最 も多 く,34軒 中27軒 である。住居跡の大 きさについては,長軸 6m

よりも大 きい住居跡で床面積38m2以上 を大型住居跡,長軸 6mを 基準にして床面積36m2前後 を中型住居跡,長

軸 6mよ り小さい住居跡で床面積34m2以 下を小型住居跡に分けた。
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①前期 (Ⅲ期)

本期の住居跡は,10軒 (第 4・ 5。 13。 17・ 21・ 24・ 25・ 29・ 33・ 34号住居跡)が検出され,東部 (第 4・

5・ 13。 17・ 21・ 24・ 25号住居跡)と 中央部 (第 29・ 33。 34号住居跡)の 2群に分けることができる。両群の

住居跡からの遺物の出土量は,少量である。住居跡は全て方形で,規模は,大型住居跡が 1軒,中型住居跡が

3軒,小型住居跡が 6軒である。主軸方向は,東にほぼ 1° ～49°傾 く住居跡が 3軒で,西にほぼ 3° ～37°傾 く住

居跡が 7軒である。主柱穴は基本的に 4か所で,規則的に配置されている。炉は中央か ら北よりに 1か所付設

されているが第19号住居跡は 3か所付設されている。貯蔵穴は第17号住居跡の南 コーナー付近から検出されて

いる。本期 と同時期の住居跡は,姻田遺跡か ら 1軒報告されている。平面形は方形で,床面積48.3∬ の大型住

居跡である。主軸方向は,東に29°傾いている。主柱穴は, 3カ所であるが, 1カ 所は住居跡に撹乱されている

と推定されることから 4カ 所 と考えられる。炉跡は不鮮明であるが中央部に検出されている。この姻田遺跡の

住居跡は,平出久保遺跡の住居跡 と同様の形態をしている。

②中期 (Ⅳ期)

第 1期

本期の住居跡は, 4軒 (第 8・ 9。 15。 23号住居跡)が検出されている。平面形は,方形又は隅九方形であ

る。一辺が8.Om程の大型住居跡が 1軒,一辺 4～ 5m程の小型の住居跡が 4軒である。主軸方向はいずれも

西へほぼ14° ～71°傾 く範囲におさまる。本期の住居跡からは,壁濤は検出されていない。

炉は,床中央からやや北よりに 1か所ないし2か所有している。主柱穴は基本的に 4か所である。貯蔵穴を

有 している住居跡は,存在 していない。

本期 と同時期の住居跡は,姻田遺跡から2軒 (第■・28号住居跡)が報告され,塙遺跡からは, 3軒 (第 2・

4・ 5号住居跡),阿巳の山遺跡からは 1軒 (第 1号住居跡)が報告されている。 3遺跡の住居跡の平面形は,

長方形や方形で,大型住居跡が 3軒 (48.28～ 82.01m2),小 型住思跡が 3軒 (12.60～ 23.32m2)で ある。塙遺跡

の 3軒はすべて刻ヽ型の住居跡である。炉は, 6軒 中 5軒から中央部ないし中央よりやや北側から検出されてい

る。主軸は,真北が 1軒,西へ 16° ～47°傾いているものが 3軒,東へ29°～31°傾いているものが 2軒である。姻

田遺跡の 2軒には,一部壁濤が確認されている。

平出久保遺跡では,大型と刻ヽ型の住居跡が確認されている。他の 3遺跡では,姻田遺跡と阿巳の山遺跡の住

居跡が大型の住居跡で,塙遺跡の住居跡は河ヽ型の住居跡である。この時期における住居跡は,大型と河ヽ型の住

居跡が構築されていたものと思われる。

第 2期

本期の住居跡は 3軒 (第 7・ 14・ 18号住居跡)が確認されている。平面形は方形ないし隅丸方形である。規

模は,一辺が 7m程の大型住居跡が 2軒,一辺が6.Om程の中型の住居跡が 4軒で,刻 型ヽの住居跡は認められ

ない。第 1期 よりも床面積が広 くなっている。主軸方向は,い ずれも西に 2° ～26°傾いている。主柱穴は,基

本的に 4か所である。周濤は第18号住居跡に存在する。竃は北壁や北西壁に付設している。貯蔵穴は,第 14号

住居跡の南東コーナー付近検出されている。本期 と同時期の住居跡は,姻田川波遺跡から1軒 (第 15号住居跡)

が報告されている。平面形は方形で,一辺が6.3m程で床面積は,39.69∬の大型住居跡である。主軸方向は,

西に38°傾いている。炉が中央からやや北西よりに検出されている。壁濤は,南西壁際を除いて確認されてい

る。貯蔵穴は南東壁際中央部に付設されている。
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竃は,住居跡の北壁などに付設されてお り,炉は,姻田川波遺跡の住居跡の中央に付設されている。両遺跡

の住居跡は,同時期であることか ら,本期には竃をもつ住居跡 と炉をもつ住居跡が存在 していると考えられる。

③後期 (V期 )

第 1期

本期の住居跡は, 2軒 (第 22。 28号住居跡)が検出されている。平面形は,方形である。ともに―辺が 5m

程の小型の住居跡で,床面積が26m2で ある。主軸方向は,西に20°～24°に傾いている。主柱穴は基本的に 4か所

である。壁濤は,第22号住居跡に存在する。竃は北壁や北西壁中央部に付設されている。

本期 と同時期の住居跡は,姻田川波遺跡から3軒 (第 4・ 6・ 9号住居跡),姻田遺跡から4軒 (第 10。 15。

22・ 26号住居跡),沢三木台遺跡から2軒 (第 14・ 18号住居跡)が報告されている。平面形は,方形を呈し,床

面積27.03～ 46.23m2で,平均床面積は,33.94∬ である。平出久保遺跡よりも広い。主軸方向は,西に15° ～51°

傾いている。主柱穴は4カ 所である。竃は,姻田川波遺跡の第 4・ 6号住居跡を除きすべての住居跡の北壁な

どに付設されている。炉は,第 4号住居跡からは 1か所,第 6号住居跡からは 2か所検出されている。

本期は,前期 と同様炉をもつ住居跡と竃をもつ住居跡該当する同時期に存在していることが考えられる。

第 2期

本期の住居跡は, 1軒 (第20号住居跡)が検出されている。平面形は隅丸方形で,一辺が 4mの小型の住居跡

である。主軸方向は西に17° に傾いている。主柱穴は基本的には 4か所である。壁濤は,西壁下を除き巡ってい

る。竃は,北壁中央部に付設されている。

本期 と同時期の住居跡は,鉾田町の他の遺跡からは検出されていない。

奈良時代 (Ⅵ期 )

本期の住居跡は, 2軒 (第 1・ 6号住居跡)である。平面形はいずれも方形又は方形状で,こ れらの住居跡

は,一辺が3.Om程の小型住居跡である。平均床面積は,12.9♂ であり,平出久保遺跡の中では,最も狭くなっ

ている。主軸方向は, 4°～17°以内で東に傾いている。

本期 と同時期の住居跡は,沢三木台遺跡か ら 5軒が確認され,平面形は方形で,平均床面積13.8m2である。

主軸方向は,西へ 10° 以内に傾いている。

平出久保遺跡の住居跡の形態について述べてきたが,縄文時代前期の住居跡は,方形や楕円形を呈 し,中央

部に炉 をもち,主柱穴が 6な いし 4か所である。古墳時代前期 と中期の住居跡は,方形ないし長方形を呈 し,

主軸線上の中央部に炉 をもち,主柱穴が 4か所である。大型 と小型の住居跡がある。古墳時代後期の住居跡は,

方形を呈 し,主柱穴は 4か所である。前期初頭には竃をもつ住居跡 と炉 をもつ住居跡が存在 し,やがて竃をも

つ住居跡だけになる。床面積は,時期が新 しくなるごとに小型化 して奈良時代に続いていると考えられる。
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第 5章 遺跡 (第 2次 )

第 1節 遺跡の概要

今回の調査区は,第 1次調査区の西側,上位台地にあたる。調査前の現況は竹林で,調査面積は1842m2であ

る。

確認された遺構は,古墳時代中期の竪穴住居跡 1軒,土坑 1基,防空壕跡 1基,濤 1条である。竪穴住居跡

か らは不,紡錘車,祗石等が出上している。土坑からは中世の短頸壺が出土 している。防空壕跡から遺物は出

上していないが,戦時中につ くられたものである。

遺物は,遺物収糸内コンテナ (60× 40× 20cm)に 2箱ほどである。縄文時代の遺物は,縄文時代早期から中期

までの上器片・土錘・石斧が出土している。古墳時代以降の遺物は,土師器・祗石等が出土 している。

第 2節 遺構 と遺物

1 竪穴住居跡

第38号住居跡 (第 115図 )

位置 調査区の南部。C2gO区。

規模と平面形 長軸 (2.50)m,短軸 (1.80)mで ,長方形と推定される。南部は調査区外であるため,調査で

きなかった。

壁 壁高は56～ 60cmで,ほぼ垂直に立ち上がる。

床 ほぼ平坦であり,堅 く踏み締められている。住居跡の掘 り方は床面より10～ 30cm下位にあり,掘 り方の底

面は起伏に富んでいる。床はロームを主体 とする褐色上が使われている。

壁濤 北東壁下の床面を幅20cm,深 さ6 cmほ ど掘 り窪め,断面形は皿状である。

ビット 北西コーナー付近に 1カ 所確認された。Plは 長径22cm・ 短径19cmの楕円形で,深さ44cmである。主柱

穴と考えられる。

炉 床面中央北東壁寄 りに付設される。長軸83cm,短軸68cmで,床 を 3 cmほ ど掘 り窪めた地床炉である。

覆± 7層からなり, 自然堆積 と考えられる。北東壁際床面上に堆積する第 7層が粘土質の強いものである以

外は,黒褐色あるいは暗褐色を基調とする堆積上である。第 3・ 6。 7層の下層からは,多量の炭化材が確認

される。第 1層はローム粒子を少量,ロ ーム小ブロックを微量含む黒褐色上である。第 2層 は焼土粒子を微量,

ローム小ブロックを少量含む暗褐色上である。第 3層はローム粒子・ローム小ブロックを少量,焼土粒子を少

量炭化材を少量含む黒色上である。第 4層 はローム粒子を少量,ロ ーム中ブロックを微量含む極暗褐色上であ

る。第 5層 はローム小ブロックを少量,炭化粒子を微量含む黒褐色土である。第 6層 はローム小ブロックを少

量,炭化粒子を少量,焼土粒子を含む暗褐色上である。第 7層はローム中ブロックを少量,炭化粒子を少量含

む褐色上である。

遺物 土師器の甕18片・土師器の不 7片が出上している。第■6図 1の不は 6層から,2の紡錘車は 7層下部か

ら, 3の祗石は床面から出上している。炭化材が焼土とともに覆上下層あるいは床面から,床中央部を中心に
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して放射状に確認された。

所見 北東壁寄 りに地床炉を持つ,焼失した住居跡である。 1の不が 6層 より出上したことから,古墳時代中

期の住居跡であると考えられる。

O/

A 23.9m

B 23.7m

0               2m

第H5図 第38号住居跡実測・遺物出上位置図

第38号住居跡出土遺物観察表

01

W'北Ⅲ。

パ
一 01

器 種 計測値(Cml 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備  考

第116図

1

杯
上 師 器

A 体言卜は内彎しながら立ち上がり,日
縁部との境に不明瞭な稜を有する。
口縁部は内傾する。

体部外面ヘラ磨き。口縁部・体部内
面横ナデ。

礫粒中含
にぶい褐色
普通

P-254
20°/。

6層
体部外面赤彩
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図版番号 器  種

計 測 値
石 質 出土地点 備 考

長 さ(Cm) 幅 (cm) 厚さ(Cm) 重量 (g)

2 紡錘車 17 粘板岩 7層下部 Q94

3 祗 石 砂岩 床面 Q95

3

論

Ｚ

S完ヽ
皿 0              1ocm

第 l16図  第 38号住居跡出土遺物実測図

土坑

第28号上坑 (第■7図 )

位置 調査区の東側,C3b9区。

規模 と平面形 長軸2.74m・ 短軸1.14mの楕円形で,深さ1.01mで ある。

長軸方向 N-62°一E

壁面 ほぼ垂直に立ち上がる。南西壁には段を有 している。

底面 平坦である。

覆上 11層からなる。第 1層は,ロームガヽブロックを中量,黒色ブロックを微量含む褐色土である。第 2層は

ローム小ブロックを少量,焼土粒子を微量含む暗褐色上である。第 3層はローム粒子を中量,ローム小ブロッ

クを微量含む褐色土である。第 4層は黒色土粒子を少量,ローム粒子を少量,ローム珂ヽプロックを微量,焼土

粒子を微量,炭化粒子を微量含む暗褐色上である。第 5層 はローム粒子を多量,ローム河ヽプロックを中量,炭

化粒子を微量含む褐色土である。第 6層は, ローム粒子・ローム小ブロックを多量,炭化粒子を微量含む褐色

上である。第 7層 はローム粒子を多量,炭化粒子を微量含む褐色上である。第 8層 は, ローム粒子を多量,

ローム大ブロックを少量,黒色小ブロックを微量含む褐色上である。第 9層はローム粒子を多量,黒色土粒子

を微量含む褐色上である。第10層はローム粒子を多量,ロ ーム大ブロックを少量含む褐色土である。第■層は

ローム粒子を多量含む褐色上である。

遺物 覆土上層から第117図 1の 口縁部から頸部までが欠損した短頸壷が出上している。

所見 時期や性格については不明である。
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生 23.51n

⑭ 引

口
|

ド

パ
一Ａ

一

0              10Cm

第 H7図 第28号上坑・出土遺物実測図

第28号土坑出土遺物観察表

3 防空壕跡

第 I号防空壕 (第■8図 )

位置 調査区の東部,C3el～ C3c6区。

確認状況 覆上が埋まりきらず,地表より0。 9～ 1.20m窪 んだ状態で確認された。

重複関係 第 6号濤を掘 り込んでおり,本跡が新 しい。

規模と平面形 長軸21.50m・ 短軸3.70mの長楕円形である。

壁面 短軸方向の断面形はロー ト状で,底面付近は垂直に立ち上がり,開 田部付近は開いている。東側は,壁

面中位からオーバーハングしている。

床 西側は最 も浅 く,中央部に向かって階段状に深 くなっている。東側が最も深 く,推定で3mはある。底面

は幅60cll程 あり,ほぼ平坦である。

|ロ |>

皇 23.5m      皇

1吼 中
m

♀         〒m

第 H8図 第 1号防空壕・第 6号溝実測図

げ
一

Ｄ
一

げ
一

パ
一

図版 器 種 計韻I値 (Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第■7図

1

壷
器

頸短
陶

C(150) 平底。体部は外傾して立ち上がり,

肩部で内側に屈曲する。
体部外・内面ともに横ナデ。 礫粒微含

灰白色
良好

P-255
20°/。

覆土上層
体部自然釉
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覆上 1層で,遺構中位から床面にかけて堆積 している。第 1層は,ロ ーム中ブロックを少量,ローム大プロッ

クを微量含む褐色上である。

所見 本跡は,西側の階段状部分を出入 り日とする昭和時代の防空壕である。天丼部の有無は不明である。

4濤

第 6号濤 (付図・第■8図 )

位置 調査区の東部,C3a5～ C3f6区。

重複関係 第 1号濤状遺構に掘 り込まれており,本跡が古い。

規模と形状 上幅1.64m,下幅1.40m,深 さ0。 20m,全長 (25.0)mで ,断面形は鍋底状である。

方向 N-4° 一W

覆上 2層からなる。第 1層はローム月ヽブロックを少量,ローム中ブロックを微量含む暗褐色上である。第 2

層はローム小ブロックを少量,ロ ーム中プロックを微量含む褐色上である。

所見 時期や性格については不明である。

5.遺 構 外 出土遺 物

土器 (第 119図 )

縄文時代早期から中期にかけての上器が出土している。

1と 2は早期中葉の田戸下層式上器である。 1は外削ぎ状の口縁部破片で, 口唇部に斜位の条線文が施され

る。胴部には浅い沈線が施される。 2は胴部破片全 横位に浅い沈線が施される。

3・ 13は ,前期前葉の黒浜式上器である。 3は,付加条 1種付加 2条でLRに Rを加えた縄文を施している。

13は ,RLの 単節縄文を施している。

4～ 10。 15。 16は 前期後葉の上器である。 4・ 5・ 8～ 10は 浮島 I式土器である。 4は 内傾する口縁部破片全

撚糸文を地文 とし,半我竹管凹面による2条の有節平行沈線文を施している。 5は胴部破片で,撚糸文を地文

とし,半我竹管凹面による平行沈線と連続刺突文により文様を構成している。 8～ 10は ,半我竹管凹面による

有節平行沈線文を施すものである。 8・ 9は平口縁で,10は 波状口縁である。 9は有節平行沈線文間に波状文

を施している。 6。 7は浮島Ⅱ式上器である。 6は肋のあるアナグラ属の貝で, 7は 肋のない貝により,貝殻

腹縁文を施している。15。 16は 浮島式上器で,単軸絡条体を回転施文したものである。いずれも縄の巻き方は

疎であるが,15は縄を結節している。

■・ 12・ 14は 中期後葉の上器である。■・12は加曾利EH式上器の胴部破片である。沈線文を垂下させ,L
Rの単節縄文を施している。■には撚糸文を施している。

土製品 (第 119図 )

17は土器片錘である。加曽利EⅡ 式土器の胴部破片を利用している。長軸方向に狭りをいれているが,片方

は欠損 している。

石器 (第119図 )

18は バチ形の打製石斧である。縦長剖片を素材として,周辺部は両面調整が施されている。縄文時代の所産

と考えられる。ホルンフェルス。127g。 19は祗石である。断面形は長方形と推定され,その一面には5条の研

ぎ濤がある。安山岩。73.3g。
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第 I19図  遺構外出土遺物実測図
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第 6章 まとめ

平出久保遺跡の調査で得 られた成果を,各時代ごとにまとめておきたい。

縄文時代 (I期 )

第12・ 26。 27。 36・ 37号住居跡の時期である。いずれも中位段丘に立地 している。住居跡の平面形は不整長

方形で,主柱穴は 6本柱である。出土遺物は関山式土器で,組紐文 と直前段合撚縄文を地文 としたものが31%

を占めている。文様帯を有する土器には,地文上にループ文を施すものと,地文上に半裁竹管の凹面を利用し

て平行沈線を施すものとがある。また口縁部直下に縦位の条線を施すものがある。住居跡の時期は,関山H式

期に比定できる。この他,遺構外出土遺物としては,早期中葉の田戸下層式上器 。早期末葉の茅山下層式上器・

前期前葉の黒浜式上器 。前期後葉の浮島式上器 と興津式上器・中期後葉の加曽利E式土器等が出土している。

弥生時代 (H期 )

弥生時代の遺構は,確認されていない。出土遺物は,第 1次調査区で中期後葉から後期中葉の上器が出土 し

ている。

古墳時代前期 (Ⅲ期 )

第 4・ 5。 13・ 17・ 21・ 24・ 25・ 29・ 33・ 34号住居跡の時期である。いずれも中位段丘に立地している。住

居跡の平面形は方形で,主柱穴は 4本柱である。炉は中央北寄 りに位置し,貯蔵穴は南コーナーに付設される。

出土土器は,甕・壺 。杯・姑・高不・器台・手捏土器からなる。甕にはハケロ整形が施されており,単純口縁

ではある。高不は脚部が中実柱状のものが多い。器台は器受部に稜を持ち,脚部に 3ケ所の穿孔を有する小型

器台が出上している。器種組成や器形の特徴等から4世紀後葉に比定できる。

古墳 時代 中期 (Ⅳ期 )

第 1期

第 3・ 8・ 15。 23号住居跡の時期である。いずれも中位段丘に立地 している。住居跡の平面形は,方形また

は隅九方形で,主柱穴は 4本柱である。炉は中央北寄 りに位置し,貯蔵穴はないものが多い。出土土器は,甕・

壺・辱・高年・手捏土器である。甕にみられたハケロ調整は少なくなる。高不の脚部には,直線的に深 く開 く

ものと大きく開くものとがある。本期は 5世紀前葉に位置づけられる。

第 2期

第 7・ 9。 14・ 18,30・ 38号住居跡の時期である。第38号住居跡が上位台地に立地しているが,それ以外の

5軒は中位段丘に立地している。この時期は,電の有無と土器の様相から,古段階 (第 9・ 14号住居跡)と 新

段階 (第 7・ 18号住居跡)と に分けることができる。

古段階の住居跡は平面形が,方形または隅丸長方形で,

ている。出土土器は甕・壺・不・鉢・高不・手捏土器で,

し,胴部は球形である。不は口縁部でわずかな稜をもつ。

主柱穴は 4本柱である。床面中央北寄 りに炉を有 し

この段階から須恵器が共伴する。斐は,頸部が届接

鉢は小形で,日縁部が内彎して立ち上がるものと,
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外傾して立ち上がるものとがある。高不の不底部には段がなく,わずかに稜を残すのみである。他の遺物とし

ては,上玉や祗石が増加する。

新段階の住居跡は,平面形が方形または長方形で,主柱穴は 4本柱である。北壁に亀が付設されており,煙

道は壁の内側につくられている。甕は,胴部径に対する口径の比率が前段階より高くなる。不は,体部に稜を

持ち口縁部が外反するものが組成に加わり,赤彩された不の割合が増加する。大型の鉢が出現する。また,第

7号住居跡からは鉄鎌が出上しており,牛久市ヤツノ上遺跡第19号住居跡出土資料と近似している。

本期は,古段階が陶邑編年のO N46に ,新段階がT K208に併行し,5世紀後葉に位置づけることができる。

古 墳 時代 後 期 (V期 )

第 1期

第22・ 28号住居跡の時期である。いずれも中位段丘に立地している。住居跡の平面形は隅丸方形で,主柱穴

は 4本柱である。電が北壁に付設され,煙道は壁外に突出してつ くられている。出土土器は,甕・甑・不が出

土している。甕は,わずかに長胴化する。甑は,頸部が くびれる甕形の甑である。不は,不身模倣の不が出現

し,主体を占める。本期は,T K47・ MT15に 比定され, 6世紀前葉に位置づけることができる。

第 2期

第11・ 16・ 20号住居跡の時期である。いずれも中位段丘に立地している。住居跡の平面形は隅丸方形で,主

柱穴は 4本柱である。竃が北壁に付設される。出土上器は,甕・甑・不が出上している。甕は,よ り長胴化す

る。甑は甕形のものがなくなり,外反して立ち上がる直線的なものとなる。不は大型化 し、器高が低 くなる。

本期はT K10か らT K43に 比定され、 6世紀後葉に位置づけることができる。

第 3期

第 1・ 2・ 3号墳の時期である。上位台地に立地し,群をなし墓域を形成する。古墳は円墳であり,主体部

は箱式石棺と推定される。遺物は,第 1号墳主体部から横瓶が出上している。本期は7世紀中葉に位置づける

ことができる。

奈良時代 (Ⅵ期 )

第 1・ 6号住居跡の時期である。いずれも中位段丘に立地している。住居跡の平面形は隅丸方形で,電は北

壁に付設されている。出土遺物は,甕・甑・鉢・不・高不で,甕・不・高不には須恵器がある。甕は常総甕で,

日唇部はつまみだしている。●Fhは 盤状不で器高が低い。本期は8世紀前葉に位置づけることができる。

参考文献

(1)樫村 宣行 「茨城県南部における鬼高式上器について」 F研究ノート』2号 茨城県教育財団 1993年
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付章 自然科学分析

平出久保遺跡第38号住居跡出土炭化材の樹種同定について

パ リノ・サーヴェイ株式会社

I. はじめに

行方台地の北部では,河川は北浦に注 ぐ巴川と鉾田川に限られる。平出久保遺跡は,行方台地北端の台地上

に位置する。

発掘調査により,縄文時代から古代にかけての遺構・遺物が検出され,当時の住居域 と墓域の関係を考察す

るための有効な資料 となっている。

今回の自然科学分析調査では,古墳時代の住居構築材の用材選択について検討するために,住居跡から検出

された炭化材の樹種同定を行 う。その結果 と周辺の遺跡におけるこれまでの分析例 との比較を行 う。

■.試料

試料は,古墳時代の38号住居跡から検出された,住居構築材と考えられる炭化材 5′点(No.A,B,C,D,

E)である。

Ⅲ.方法

試料を乾燥させたのち,木日 (横断面)。 柾 目 (放射断面)・ 板 目 (接線断面)の割断面を作製 し,走査型電

子顕微鏡 (無蒸着・反射電子検出型)で観察・同定 した。

Ⅳ.結果

炭化材は,イ ヌガヤ, コナラ属アカガシ亜属の 1種,ム クロジに同定された(表 *)。 各種類の主な解剖学的

特徴や現在種の一般的な性質を以下に記す。なお,和名・学名等は,主として「原色日本植物図鑑 木本編<

I・ H>」 (北村・村田,1971,1979)に従い,一般的性質などについては「木の辞典 第 2巻・第 8巻」 (平

井,1979,1981)も 参考にした。

・イヌガヤ (Cepha10taxus harringtonia(knight)K.Koch f)  イヌガヤ科

早材部から晩材部への移行は緩やかで,年輪界は明瞭。樹脂細胞は早・晩材部の区別なく散左する。放射組

織は柔細胞のみで構成され,分野壁孔はヒノキ型で 1分野に 1～ 2個。放射組織は単列, 1～ 10細胞高。仮道

管内壁にはらせん肥厚が認められる。

イヌガヤは,本州 (岩手県以南)。 四国 。九州に分布する常緑小高木～低木で,時に植栽される。なお,北

海道西部 と本州 (主に日本海側)・ 四国の一部には,飼旬性のハイイヌガヤ (C.harringtonia var.nana)が 分

布する。イヌガヤの材はやや重硬で,器具材・旋作材等に用いられる。

・ コナラ属アカガシ亜属の一種 (QuerCus subgen.Cyclobalanopsis sp)   ブナ科

放射孔材で,管壁厚は中庸～厚 く,横断面では楕円形,単独で放射方向に配列する。道管は単穿孔を有し,

壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性,単列, 1～ 15細胞高のものと複合放射組織とがある。年輪界は不

明瞭。

アカガシ亜属 (カ シ類)に は,ア カガシ (QuerCus acuta Thunberg),イ チイガシ (Q.gilva Blume),ア ラ

カシ (Q.gluca Thunberg)な ど7種があるが,果実の構造からコナラ亜属に分類される常緑低木～小高木のウ
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バメガシ (Q.phyllyraeoides Asa Gray)も ,材構造上はカシ類と類似する。カシ類は,暖温帯常緑広葉樹林

(い わゆる照葉樹林)の主要な構成種であり,主とし西南日本に分布する。このうち最 も高緯度地域にまで分

布するのがアカガシで,宮城・新潟県が北限である。材は重硬・強靱で,器具・機械・建築・薪炭材などに用

いられる。

・ムクロジ (Sapindus mukorossi Gaertn)   ムクロジ科

環孔材で孔圏部は 1列,孔圏外で急激に管径を減 じたのち漸減,塊状に複合する。道管は単穿孔を有 し,壁

孔は交互状に配列,小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は同性, 1～ 3細胞幅,1～ 40細胞高。

柔組織は周囲状～連合翼状,帯状およびター ミナル状。年輪界は明瞭。

ムクロジは本州 (茨城 。新潟県以西)。 四国・九州・琉球に自生し,時に社寺などに植栽される落葉高木で

ある。材は中程度～やや重硬で,器具・家具・下駄などの用途が知られる。

表 I 平出久保遺跡・炭化材同定結果

番号 検出遺構 用  途 時 代 樹 種 名

A 38号住居跡 仁居構築材 古墳時代 ムクロジ

B 38号住居跡 住居構築材 古墳時代 イヌガヤ

C 38号住居跡 住居構築材 古墳時代 コナラ属アカガシ亜属の一種

D 38号住居跡 住居構築材 古墳時代 イヌガヤ

E 38号住居跡 仁居構築材 古墳時代 ムクロジ

V.考察

住居構築材には,少なくとも3種類の木材が使用されていたことが明らかとなった。同定された樹種は,ア

カガシ亜属を中心に暖温帯常緑広葉樹林 (いわゆる照菓樹林)を構成する種である。住居構築材として使用す

る木材は,遺跡の比較的周辺部から入手したものと考えられることから,古墳時代の本遺跡周辺は,アカガシ

亜属を中心とした常緑樹の入手が可能な環境であったと推定される。これまで沿海地で行われた建築材の樹種

同定は,多 くが奈良・平安時代を対象としていた。それらの調査でもアカガシ亜属が認められており,古墳時

代から奈良・平安時代を通じて沿海地ではアカガシ亜属が入手できる環境にあったことが推定される。

茨城県では,これまでの調査結果から沿海地 と内陸地で住居構築材の樹種構成が異なり,植生の違いや時代

によって用材選択が異なっていたことが推定されている(未公表)。 今回得 られた結果から,用材選択は時代に

よって異なっていたのではなく,周辺の植生が大きく関割っていたことが推定される。すなわち,沿海地では

常緑広菓樹を中心とした落葉広美樹からなる植生が見られたものと考えられる。

引用文献

平井信二  (1979,1981)木の辞典 第 2巻 。第 8巻.かなえ書房.

北村四郎・村田 源 (1971,1979)原色日本植物図鑑 木本編<I・ H>。 453p。 ,545p。 ,保育社 .
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図版 平出久保遺跡・炭化材の顕微鏡写真

イヌガヤ(No.B)
コナラ属アカガシ亜属の一種 (No C)
ムクロジ(No.E)
a:木 目, bi柾 目,c:板 目

H  200μ mi a
‐‐■■ 200 μ m:b,c
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上 。中 第38号住居跡遣物出土状況,下 第38号住居跡 炉全景
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